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滋賀県立芸術劇場

びわ湖ホール

見学会

ゴルフ同好会創立4 0周年

日本建築協会創立80周年

記念ゴルフ

競技大会開催

日本建築協会

& 也

冨 回

日 時 1998年 2 月17日伏)

13: 3ひー16: 30

講 師 中 林 時 彦/ 滋賀県建築課参事

仁科真弘/ 佐藤総合計画

坂尾賢一/ 大林・笹川J V，統括所長

定 員 60人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

申 込 2 月 9 日(月)までに、ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下さし、。

①催 し名・びわ湖ホール見学会

②氏名

③個人 ・団体会員、一般の別

④職場 ・学校名

⑤参加証郵送先

⑤連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 2 月10 日ωに発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1 - 1-3-2100

大阪駅前第 3 ビル21 階 干530

FAX. 348- 0634 T EL. 348・0633

周囲の景観と調和して、湖畔の美 しい

景観形成の核となるとともに、各ホー

ルホワイエやロビーからの琵琶湖の跳

望が十分聞けるように計画・ 設計され

ている。

大ホールは 4 面舞台 (約2，100rri ) を

持ち、最新の舞台設備により 、オペラ、

バレ工、ミュージカル、クラシ ック音

楽演奏等に優れた空間を提供する。さ

らに中小ホール、リハーサル室、練習

室、舞台芸術サロン、レストラン、ラ

ウンジ等を備え 、使用する人々のさま

ざまな活動の場と して対応できるよう

多様な機能力、確保されている。また、

身体障害者や高齢者が親しみやすいよ

うに客席や舞台への動線が配慮されて

いる。

ぜひこの機会にご見学 ください。

- 建築概' ! l i

所 在 地 大 津 市 打111浜なぎさ公l面打111の森内

設計監理滋賀県上本部ill 策 i-.m

佐雄総合J I阿

胞 工 大林組 ー笹川幸IUV

敷地而航 20，ぽ) ( ) ∞d

建築而樹 13，9ω05m'  

延床曲 ｩｪｾＱ 28.940. 87m'  

榊造組様 SRC- S、B2. 4F

大ホー J レ1，848/，市 41('I 舞台

中ホー J レ804席、小ホール323/，市

工 期 1995年 3 H  - 1998年 3 月

オープン 1998i f  9 月( 予定)

本会会員のコルフ同好者をも って車民議 スヲー卜邸玄泊分 (アウト 、イン同時) ・ 2 等賞

している日本建築協会ゴルフ開捨は、 18ホールズストロークプレイ 日本建築協会会長賞

昭和33年に創立して以来本年で40年 会 場 茨 木 カ ン ト リ ー 倶 楽 部 ・ 3 等- 1 0等と飛ぴ賞その他

の歴史を誇る 、建築界でも有数の同好 西コース 多数

会と して発展してきました。 定 員 80名 ・参 加 賞 全 員

この40周年を記念して 、また同時に昨 主催日本建築協会ゴルフ同好会 参加希望の方は返信先住所、氏名を明

年80周年を迎えた日本建築協会の創立 資 格 ゴ ル フ 同 好 会 会 員 記の上、F AXにてお申込み下されば、

をも祝して 、記念コルフ競技大会を開 並びに日本建築協会会員

催いたします。 会 費 15，∞0円 (別にプレー諸費

下記要領にて 、多数ご参加下さるよう 及び昼食費などは各人払い)

お願い申しあげます。 賞 ・ 1等賞 (1憂勝)

日 時 1998年 3 月19日同 コルフ同好会会長賞

集合 8s寺

詳細案内書と参加申込書 をお送りいた

します。

締切は2月20日 (金) まで。

申込先 日本建築協会ゴルフ同好会

FA X  .06- 348- 0634 

臨 と 社 会 ・1蜘 2 J  



' 97-- ' 98年版

日本建築協会会員

名簿の頒布

講演記録集

「話のはなしJ

頒布します!

2  

' 97- ' 98年版会員名簿が出来上がり ま

した。この名簿は 、建築界に活躍され

る会員の現況 (出身校・現住所・勤務

先・所在地) を紹介するばかりでなく 、

官公庁・学校・関係諸団体のほか、建

築事務所、建設、建材、設備その他関

昭和47年6月に発足した「建築クラブJ

( 日本建築協会会員有志の集まり) は、

毎月 1回、大阪市内のリーガグランド

ホテルに学者やジャーナリストをはじ

め政界・経済界・文芸界 ・スポーツ ・

芸能界など広い分野から講師をお招き

して、お話を聞く 朝食会を開いており

ます。

この朝食会も昨年4月には第300回の

記念すべき朝を迎えました。これを記

念して 、講演速記録を集約し 、 「話の

はなし j という表題のもと 、最終的に

118回分を5冊1セッ ト (1冊平均約320

ページ) の本に編集いたしました。講

話の内容はとても多彩で、 「おもしろ

い話J r貴重なはなしJ r裏ぱなしj

などがいっぱい詰ま っています。

係業者の主要なものを業種別に収録し

ており 、日常業務に大いに役立つもの

とおもわれます。何卒お買い求め下さ

るようお願い致します。

なお、すでにお申 し込みの方、営業案

内欄掲載の各社へは 、発行と同時にー

86判 5分冊

部ご送付申し上げておりますので、申

し添えます。

体裁 85判275頁 本 文 上 質 紙

定価 3，∞0円(消費税含む) 〒310円
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建築クラブのご好意により 、1セッ ト・

10，000円でおわ けできることになり ま

した。 ご希望のかたは電話またはFAX

でお申し込み下さい。

申込先. 日本建築協会事務局

TEL06-348-D635 

FAX06-348-0634 



今 月の表紙

兵 庫 県 公 館

撮影 絹巻 重量

表紙デザイン 安里 俊久

建築と社会2
19作 創刊 第79集/ 通巻911号

特集・

[C ult ure  &  C onc ret eJ  

. 特 集予 告

3 月号/ 車海支部会員作品

信州一額勧とその周辺-

4 月号/ 貨近の外構材料

[ Ec olo g y  &  C o n cret eJ  

[T ecnol ogy  &  ConcreteJ 

幸

雄

郎

夫

演

H

郎

利

伸

凶

情

実

失

盆

側

同

引

制

暢

会

仁

己

郎

勉

生

出

品

会

隆

彦

茂

晃

理

，

r

F
治

繁

紀

丈

彦

宏

一

彦

哉

郎

会

郎

克

子

'
r
史

一

雄

子

洋

郎

子

一

利

子

会

見

長

明

郎

弘

雄

一

叶

好

道

主

一

口

三

敏

光

創

出

帆

虫

丈

戊

舟

科

占

雅

史

勝

宇

刻

克

-

絵

祭

千

宏

克

英

治

幸

紘

倣

俊

一

一

刻

印

聡

硲

紀

涜

伸

光

腿

明

一

沖

必

H

H

市

刻

俊

武

持

味

正

洋

修

)

仰

向

n
内

作

ハ
h

M
般

平

綱

田

崎

…

帆

…川

市

川

汗

河

柑

畑

山

ド

崎

野

一

冊

ー

ポ

山

山

合

…

白

山

町

附

一

郎

付

城

川

m
野

山

川

凹

雌

一

掛

川

蝉

川

本

一

側

符

向

山

川

崎

日

叫

一

川

野

咽

間

帯

一

蜘

測

仲

幡

…

州

原

野

K

l

度

問

丙

野

山

相

桝

木

村

山

繍

広

M

問

問

小

よ

卜

M

末

法

人

打

山

崎

山

肌

中

浜

悩

亦

秋

紋

柄

小

川

ゐ

川

島

H

W

中

雌

前

前

牧

m

m印

錫

伊

池

附

K

楠

山

川

尚

高

塚

市

水

H

M

花

榊

山

路

池

口

小

加

勝

一同

H

M

山

年

摂

*

摂

*

w
品

m

・

o

・
0

.

。

9

 

成

1

1

1

1

l

i

t

i

-

-

l

'

I

l

-

-

1

1

1

1

1

I

l

l

i

t

-

-

1

1

1

1

』

I

l

-

-

1

1

t

，I

1

1

1

1

1

1

t

i

l

-

'

t

1

1

1

1

1

1

』

t

1

伸

淑

明

t

政

雄

↓

郎

去

三

朗

修

久

会

宇

尚

子

彦

人

正

紀

M

A
侍

史

総

彦

川

-

也

引

郎

雌

官

民

間

r

h

H

f
る

隙

人

f

之

人

之

了

健

会

嗣

桜

一

明

院

人

間

剛

-

也

-

R

L
会

修

之

』

事

指

統

一

途

慶

至

員

利

憲

宏

九

克

也

敏

良

英

両

舟

敏

H

H

山

中

山

世

歓

-一

史

向

光

E

利

z

a
t
保

闘

苧

秘

義

利

秀

科

正

;

E

庇

勝

K

M
刊

利

併

科

宏

陥

胎

長

，

理

宏

野

委

分

系

計

不

門

川

州

B

F

l

捕

会

多

袋

集

巻

上

烏

中

野

原

村

神

山

謝

集

幽

尚

縫

村

浦

本

中

川

関

村

築

M

W

刷

村

河

野

村

雌

本

金

邸

4

-
7

H

藤

万

川

制

限

向

付

村

村

m
浸

透

氏

本

本

本

野

本

中

辺

日

付

得

筒

井

川

同

副

主

藁

編

荒

川

小

竹

主

謀

総

満

山

由同

縦

社

社

伊

梅

小

鈴

邸

松

悦

山

也

上

江

K

荻

官

格

低

塚

M

服

山

れ

行

加

刈

北

小

小

下

中

中

畑

凶

波

構

K

伴

内

町

械

F

鈴

川

川

狩

松

占

旬

杭

判

制
・・

0

・

4

買

古

諜

合

♂

合

出

女

J
A

食

[Topi c s J  

ｾ＠
コンクリート ヲ夜中オと ｊｦｾＡｾ ・東 孝 光

業; 材とのかかわりの中で・和泉俊昭

ある断恕一 人 11¥1 'コンクリート ー景 観・田 中 喬

コンクリー卜の新しL 、{忠、方・福永 1噂

既存構造物の長 ￟ｦ 命 化 ・ 太田隆 ｪｾ

コンクリートと環境・笠井芳夫

現 在 の 廃材 処思! ・安力川常孝

コンクリート技術の歴史と未来・山 田 槍

高強度コンクリートにかける夢・中被 i草

月開 発とコンクリー卜・金森洋史

海にコンクリートを浮かべる・醸伺正見

ｴｾ 詰 イヒ コンクリー卜 ・ 柳橋邦生

コンクリー卜とその仲 間ー セラミックー ・小林秀紀

d

-7

司

，

f

n

u

d

“
7

4

0

0

o

，
I

，J

勺

/

n

y

A

U

，
，

今
4

l

-

2

2

2

2

3

3

3

3

4

4

4

 

特集・ 九州とわたし、そして建築
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[九州にみる量近の建築作品]

九州とわたし、そして建築・福田鍋虚
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老人ホームを手がけて・新回東彦

「編集者」から兄た建築家・山里茂樹

ft也主主」と f :! 長岡J ・股計算団備

事務所からの独立 ・斉 藤 安

モダンアジア九州 の光と影・松下美紀
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作品作風

gal l ery 

大地の呼吸

社会の眼

建築の眼

滋 賀 県 立 芸 術 劇 喝 ぴ わ 湖 ホ ー J レ 見 学 会. 記念 コ ル フ 競 技 大 会 開 催

特 ＺＧｴ 縄民 ｬｴ 日ｦｴＢｾ

コ ン フ オ ー ト出水 京 都 市 出水 老人 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

寂 光 院 出 院

震災地野田北部地区のまちと建築 (森崎輝行) ・藤城義丈

ザルツブルデ ( オース卜リア) 朝の風景・桝井貴廃

今からでも遅くない. 諮問博熊

失われた震災の記憶・吉村英祐 節分・竹本俊平

ハイブリ y ドカーと C OP 3・富田照久 町を食べるー ( 2 ) 湯どうふ京都・井口勝文
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-
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m
一

日
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法令コー ナー

素材と技術が生み出すデザイン

設備の頁

情造の頁

施工材料の頁

G B RC ニュー ス

基礎論座。 昏 μＡｾ ＰＱ ， 判昔 ｲｵｾ >1<幹事

inf or mation 

Ｑ ＧＱ Ｑ 届 Ｔ 、ｾ lli: 1  0  '1' 1  11 2 5 口

先 行 平 成 10' 1' 2  n  1  11 

発 行 人 社 1. " 法 人 11本 ill 挺 協 会

先 行 所 社 l引法 人 日 本 ill 祭 協 会

k 阪市北1>( 1部1111. 1. 3. 2100

7喧 ， / ; 0ι 348. 0635 

保持nm 00910・9. 39975

印刷所 ，'l 革 印 刷 株 式 会 社

11 本 地 納 株 式 会 社

定 価 12∞1' 1 [本体側柿 11431' 1)

「本J ー 柿 づ く り か ら ・畑 正 俊
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後添加1'f J パ ッ ク 111高性能減水斉IJ ・戸掘悦雄
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H AS S  102- 19 9 7  J 改定案. rMI HO  MUS E UMJ 全国カレンダー展でグランプリ受賞 . r吉 阪 隆
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設 計 ・監 理・

京 都市 住 宅 供 給 公 社 建 設課

都 市 居住 文 化 研 究 所

施 工・

建 築 工 事 : 水 野 建 設

機 械 設 備 工事 : ク ノ リ 水 道

電 気 設 備工 事 : 篠 原電 気 商 会

特定優良賃貸住宅「コンフオート出水」

京都市出水老人デイサービスセンター

二条城の北 に位置する出水周辺は、今だにお寺や京町家に代表され

る伝統的な町並みが残っているものの、既に中高層住宅や 3階建住宅、

事務所が混在する、京都都心部のどこにでもみられるような市街地

へと変貌しています。

今 回のプロジェクトは、このような京都都心部が直面している課題

に答えるべく、これからの新しい町家型共同住宅( 合築方式) のプ

ロトタイプとして、都市住環境の改善並びに新しい町並み景観形成

の規範となることを目指しています。

具 体的には、 ( 1) 町並みとの調和を目指した景観デザイン、 (2) 

相隣との新しい関係づくりをテーマに取り組んでいます。 まず、景

観デザインについては、周辺の町並み長観の向上に寄与するべく、

伝統的な町並み秩序( ハウジングマナー) を継承し、周辺建物との

スカイラインの調和、 セ ットパックや下屋の設鐙により 町並みのも

つスケール感やヒューマンスケールの追求、切り委屋i恨の粁線やバ

ルコニーの水平線による陰影笠かなファサー ドの演出、季節感と潤

L 、を与える緑化等、新しい町並み景観の創造に努めています。

相隣関係では、通り抜け路地 、立体街路の導入により、 地域社会と

の出会いの場を立体的に演出しています。

Ｈ 北 線誠Ｏ育ｾ市居住文 化 研究所Ｉ

④ 

所 在 地 一一一京都市上京区 日暮 通下 立売上 る西入分錦町556番 地

敷 地面積 一一一- 1，748. 1 0 m

建築 面積 一一一- 1，129.9 4 m

延床面積 一一一 3，224.7 2 m

情造 規模 一 一- R C、4 F

工 期 一 一 一 1996年 11 月- 1997年 11 月

最 寄 駅 一 一 一 京 都 市 営 パ ス 「 丸 太町智恵光院」下車

渇 影 エスエス大阪

1 市000
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設 計 監 理・

竹 中 工 務 l苫

施 工・

竹 中 工 務 庖

寂 光 院 書 院

京音11洛北 ・大原の皇は、 111々に囲まれ、自然のままの風景が残され

た「隠れ里」らしく美しく、やさしく、静寂である 。寂光院は、そ

の緑深きｾ生の渓にひ っ そりとたたずむ 山 寺である 。 凶季を織りな

す草木や水の流れ、風や雲とい った自然のしつらえは、あたかも寂

光 土 ( 仏の 世界) の風景であるかのようだ。

絵を姉 きたくなる よ うな自然石のやさしい山道を登り 小 さな門 を潜

ると桧皮工Tの本堂に辿 り若く 。本堂をはじめ場内全 体が自然と共生

する 環境のなかで、今回 、m院を建て替えるにあたり、これも自然

のひとつの風 景として周辺に絡け込める よ うに配慮、した。

旧 ｦ Ａｾ 院の平而 構成 をほぼ 継 承しながら、 門跡 寺院としての泉 Ｑ 絡を持

つ曾院建築となるように心 掛けた。 また、 外観は、 111の色に溶け込

む瓦屋根と漆I喰壁、及び、谷あいの混気とカビを|狗ぐため乙の里に

見られる弁柄塗の木部で梢成した。

ｩｬ ｾ 院の造りは、伝統 的 手法を基本としており、寺院裏 山 の桧材を 出

来るだけ用い、 竹 小鮮による土壁に楽楽塗としているが、耐力壁の

少な い利}! l t¥建築の耐震性 の補強としてスチール フラットノ T 一筋違い

とL 寸新手法も採っている 。 そして幾世代か後に、し っとりと 山里

のやさし い風景のひ とつとなってくれること を願っている 。

( 平 沢 勇 笠 江税己 /竹中工務庖)

④ 

1 階 平 面 図 仁 300

所 在 地 京 都 市左 京 区 大 原 草 生町 676

敷地面積一一一3，902.7 7 m

建築面積一一一 220.68肘

延床面積一一一 194.10川

崎造規模 一一一W 、81 、1F

工 期 一一一 1994年 11 月- 1997年 10月

最 寄 駅 一一一 京 都 地 下鉄 ・国 際 会 館 駅

樋 影一一一古川泰三

広 縁







地

〉

吸

大

c

呼

ザルツプルグ( オーストリア) の朝の風J ; t-
船 影 松 村 芳 治

2 丹、北半球では冬の季節。遠 望 す れ ば山 々を被い尽くす雪。

今 から、 Ｔ 半 世 紀前までは、平野郎でも多くの人が降りｦＡｾ っ た 省 で遊んでい

る光栄をあちらこちらで目にしたと思います。 それが、 昨今 Ir怒る 雪 も減り、

底頭に並ぶ野菜と 問機季節の移ろいが判 別 し縦くな ってきました。 その;憾な折、

地 球の 泊l暖化問旭が、 EI一 日と大きく取り上げられるようにな ってまいりま

した。

考えられる重要因は、 オ ゾン層の6鹿島車、 C 02のm大だけでなく、乱開発による

自然破段、ゴミによる大気、水の汚染、数えあげれば枚挙の l較がないほどで

あり 、結 論的に言 えば、多くの助組物と共存する人間のエコ'であると! 郎、ます。

き く地球を歪めてしま った人類が、 今 、しなければならないのは一 人一人 が

l分の足元を見つめ直し、自然の息吹きを感じられるかけがえのない大地 に

立っ ている意味を再認識することではないで しょうか。

桝 弁 1'.t J{o{ (編集委只)
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今からでも

遅くない

美しいまちづくりは、 7お重の課題である。世界中の人々

が、一度は訪れてみたくなる美しいまちづくりに、 叡

智を集め、立ち上がろうではないか。

「世界一美しいわがまちを創りたい。陸海の結節点となった美し

いまちの魅力に浸りたいと、四方八方から人々がやってくるだろう 。」

と1937年、ゴールデンゲート ・ブリッジ開通式で、サンフランシス

コの市長が祝辞を述べた。

1的6年、アメリカのホーチ ュン誌の調査によると、アメリカのお

金持ちが、 一度は訪れてみたい世界の都市の筆頭に、サンフランシ

スコを挙げている 。半世紀以上の努力の結果が現れたといえる 。ち

なみに、京都は、 11位で、ワース卜はデトロイトであった。

コーールデンゲー卜 ・ブリッジの工事は、 1929年の大恐慌後の景気

回復事業として、ニューディール政策のもとに謝包されたものである。

1930年代の不景気なn寺に、アメリカのミュージアムは政府資金で

活性化 した。ニューディール政策とは、①経済開発、 ②文化開発、

③芸術開発、似現光開発、 ⑤人材開発の 5つの柱からなっている 。

経済開発の公共事業はもとより、博物館や教育施設を文化開発とし

て取り上げたためである 。芸術開発は、 P WA ( 公共事業庁) によ

る公共建築物のファサードを飾るため、全米の芸術家の協力を求め

る乙と等を行った。

争l' 戸が大震災で潰滅的な打撃を受けた時、真先に「美しいまちづ

くり J を提唱したが、それどころでないと無視されてしまった。今、

復興のために観光誘致が人々の話題に上がっているも、美化が復興

のスローガンにならなかった。千載一遇のチャンスを逃した。

神戸の新興団地で凶悪犯罪が発生した。原因はいろい ろ語られて

いるが、問題は、まちにうるおいがあったかどうかである 。人々の

情操を豊かにするものは、いろいろ考えられるが、建築と社会に関

わるわれわれにとって、なぜ、うるおいのある美しい団地づくりが

行われなかったかと悔やまれる 。これは、次の世代に生活文化を伝

えるものの責任で、だれにあるのだろうか。現在のわれわれが、そ

の責めを果たさなければならない。

団地の一戸、一戸は、それそ'h の設計者の美意識で建てられてき

たが、まとまり、まちとなったときの美の問題である 。まちにゆと

りやうるおいの美が欠落していた。

事l' 戸カ澗光に力を入れるために、 美しL哨庖街、美 しL、ストリート、

美しいスカイライン、美しい建築群等に留意したいもので、ある 。団

Uccコーヒー博物館 館 長

諸 岡 博 熊 ( もろおかひろくま )

1922年 神 戸 市 生 ま れ

1947年早稲田大学理工学部卒

神戸市役所を経て 、日本万国博覧会協会。定年後

ucc上島瑚誹側に入社。ポートピ7 ' 1車、北海道博、

つくば科学万博に審加。ポートピア博出展館をコ

ーヒ -1事物館に改装し 、1987年から ucc コーヒ一

博物館長として現在にいたる 。

中京女子大学客員数段

日本ミュージアム・マネージメン卜学会副会長

日本で数少ない「企業1毒物館j と「ミュージアム・

マネージメント j の研究者のひとり 。

地での失敗を繰り返しではならない。

「建築と社会J 誌上で、美しいまちづくりを議論してほしい。ど

のような意識改革が必要なのか、どうすれば意識の喚起ができるの

か等も含めてである 。できるならば、編集コンセプトのひとつにと

りあげて、キャンペーンを展開してほしい。経済的ゆとりを持つ日

本人にとって、今、一番欠落しているものは「美J の問題であるか

らだ。

アメリカの博物館協会で、全米の博物館が発行するビジュアル ・

デザイン ・コ ンクールを毎年期也、今年で16年目と聞く 。この間に、

博物館のグラフィック・デザインは絡段に向上し、まちの品格に良

き景縛iを与えてきた。博物館の発行するもので審査対象は、①展示

カタログ、 ②ポスター、 ③年報、 ④書籍、 ①ニュースe レター、 ⑥定

期刊行物、 ⑦研究紀要、 ③カレンダ一、 ⑨企画展招待状、⑩プレス

キット、 ⑪資金援助要部関係資料、 ⑫催事一覧表、@激育関係資料、

⑪説明資料、 ⑮CD-ROM等、実に多彩である 。

残念ながら、日本では、博物館が外部向けに発行した印刷物等の

デザイン ・コンクールを行った例を聞かない。新聞社主催の大型企

画展の時、展示カタログの評価が行われたのみである 。美術館が告

知に使う企画展のポスターすら行われていな p 。

陣物館の建物には、著名な先生の作品が多く、 一点の非も打ち所

がないものだが、 内部たるや、テーマといい、展示といい、パンフ

レット等のビジュアル・デザインすべてがちぐはぐである。設計者は、

注文主と運営者に責任があると逃げるだろうが、どこまでも、 美の

追求に神経を使ってほしいもので、ある。そのためには、評価制度( エ

J ' Iリュ エー ション ・システム) を昨はして、情、物館内部のすべての

デザインを建物との関わりでチェックできるようにしたい。このシ

ステムを拡大すれば、美しいまちづくりに役立つことと思う 。あわ

せて、都市美化宣言を行い、公共施設が率先してお手本を示すよう

にしたい。

美しい まちづくりは、永遠の課題で、あ る。神戸の震災復興スロー

ガンにしたい。世界中の人々が、 一度は訪れてみたくなる美しいま

ちづくりに、叡智を集め、立ち上がろうではないか。

今からでも遅くない。
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失 われる震災の記憶、 ¥ 節分

吉村 英祐

阪神・淡路大震災の発生から早 3年が過ぎようとしている 。

地震前の風長の記憶が薄れたこともあ って、遠景を見る限りで

は復興が終わったかのような錯覚におちいる 。最近初めて神戸

を訪れた人は、どごが被災したのかわからないと言った。だが

眼をこらして被災地を歩き回ると、外ｾで焦げた街路樹や街灯、

ブルーシートがかけられた住宅、更地のままの住宅地、仮設住

宅で暮らす人々、アメのように曲がったアーケード、亀裂が入

った歩道、放置 されたコンテナ、傾いた桟橋等々、 震災が残し

た傷跡は今も各地に残っている 。

人聞は忘れる動物であると L 寸 。1惨なきものは忘れ去られる。

忘れないために、忘れられないために、人聞はモノを形として

残そうとする 。災害の記憶を後世に伝えるのは、被災を経験し

た世代の責務であり、神戸市も震災モニュメントを計画中と聞

いている。

雲仙普賢岳の火砕流で、焼けた大野木場小学校の校舎と、骨組

みだけになった体育館が保存されることに決まったそうである

が、阪神 ・淡路大震災の「象徴J となるべきものは、ほとんど

解体または補修されてしまい、崩壊した神戸市役所本庁舎 2 号

館や阪神高速道路の柱脚が「平成の原爆ド ームj になる機会は

失われた。 大阪大学工学部建築工学科助教授

ノ、ィブリ ッ トカ ーとC OP 3

宮田 照久

昨年末、 COP 3 の開催と機を合わせたように、原動力として

ガソリ ンエン ジン と電気モーターを併用したハイブリットカー

が発売された。 この自動車は環境をテーマにし世界初のシステ

ムとの触れ込みで、今のところ、評判は上々のようである 。昨

秋の東京モーターショーでも話題を独占し、発売前にr : J 7 年のカ

ーオブザイヤーを受賞するという大変な前人気であった。 しか

し、我々消費者がこの車に対し評価を下すのは、もう少し待っ

た方が良いかもしれな L 、。 というのもベンツが満を持して発売

した新型車が、消費者団体に欠陥を指摘され、発売中止に追い

込まれたという例が去年発生したからである 。

いずれにしても 、世界はエネルギー多消費型社会から、省エ

ネルギー型社会へと急激にシフトしつつあることを実感させる

現象であ った。一方のCOP 3 は純粋に科学的な問題を取り扱う

会議であり、本来は科学者、 政治家、消費者が冷静かつ慎重に

議論することを求められていたはずであったが、すこぶる政治

的な決着 を見たのはご存知の通りである 。そうした状況の中、

行政の後押しもなく、 ー私企業が新しい未知を先駆的に探って

いくという 今 までの日本の企業に余りなかったこの自動車メー

カーの姿勢に対して、大きな拍手を送りたいと思う 。 これはー

人の建築家としての自省でもある 。 昭和設計取締役環境t宣言十部長
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竹 本 俊 平

広辞苑によると「節分」は季節の移り変わる時を言い、 「春

の節分は立春の乙と J とある 。従 って、春だけでなく夏、秋、

冬にもそれぞれ節分はある。それぞれ立夏、立秋、立冬である。

しかし、夏や秋や冬の節分という 言 い方は、もう殆ど死語とな

っている 。 i春の節分」のみが、 「節分J として豆 まきや鬼追

いの行事と一緒になって、今でも子供から大人に至るまで思11れ

親しまれている季節用語である 。( 手元にある市販の麿には、平成10

年は 3 日が節分、 4 日が立春と記載されています。)

子供の頃、豆まきの後、年齢の数だけ豆を食べた事を思い出

す。年端が行かず、 5っか 6 つしか食べられない子供にとって、

30個以上も 一度に食べる事が出来る( 実際に大人達 〈意見〉がそんな

に数多く食べていたかどうかは確認していないけれど) 大人が羨ましか

った ものである 。 これは、 「春の節分」が旧暦による年の始め

に近く( 旧暦元旦は1月2 8日頃) 、新年を迎えると 一つ年をとるこ

とへの祝いの慣習であろう 。

現代では、この時期、すっかり正月気分は抜けき っているが、

節分は「日常生活に季節感を生かすために大事な二十四節気」

の年の始めであることから、今年一年の過ごし方について、も

う一度、心を新たにする機会である 。

住宅・都市盤備公団関西支社管理部次長

田了を食べる一一 (2) ゆどうふ京都

井 口 勝 文

京 都 の 風 情 に 浸 る と 日 本 人 の 幸せを 実 感す る。 でも、京

都で食べて幸せ な気分で庖を 出 る乙と は稀である 。

正月に京都の著名な石庭を観に行った帰り、境内の湯豆

腐を食べることにした 。美しい庭を眺める畳の広聞は清々

しく華やかだった。 そしてこの後が悪かった。

豆腐の質についてはここでは言わな p 。器 と お 謄 が 漆 器

に似せた超安物のプラスチックだった事も 敢 えて目をつぶる 。

しかしその漆器に似せた器を若い給仕の女性が土鍋の食べ

残しの汁の 中にどんどん放り込みながら片付 けていくのには、

まともに目を 向 けられなかった 。一応 は漆器の振りをした

器である 。 それ なりの器の扱いはして欲しい。 これ ではわ

ざわざ幕を剥ぐって舞台裏を見せつけら れ ている よ うなも

のだ。

もっ と興醒めだったのは鍋をかける炉の火種だ。菊 炭 が

生けてあるのはいいが、それに火が付いていない。冬 の 炉

に火の付いていない炭を見るのは L 功ミにも佑しい。 お寺が

ここまで手抜きして湯豆腐の商いをやらねばならない何か

が在るのだろうか。世 界 文化遺 産 と 大 書 された寺の看板は

何 を云おうとしているのだろう 。見掛 けが勝負で実が無い

のが京都 ーー と単純に割り切れない京都の昼食でした。

竹中工務庖開発計画本部長

建築 の眼



特集

コンクリー卜は、建築において必要不可欠な材料である 。 それは、

材料としての性質のみならず、建物や街の表情を生み出すものとし

ても非 ＧｲｾｩＺ［ に重要な役答 ｉｊ を果たして ｌ 、る 。 しかし、現在コンクリー卜

を取りまく状況ヵヨIJ一刻と変化しつづけているこ t も確かであり、

建築に舵わるものとしてはコンクリー卜に対する認識を両院志する

ことも 重要てあろう 。

この特集てな、単なる コンクリ ー卜 の材料特性ではなく、社会的な

存在としてのコンクリ ー ト梢造物について考えたい。

宅 ｾＧＯ￺ Ｂ，Ｎ W ，&，制同ete

コンクリ ー 卜一京材と形態一 /東孝光

素材ーとのかかわりの中で/ 手n泉俊昭

ある断想一人間 ・コンクリ ー卜 ・景観/ 田中需

品 切 V 匂 肘 同 時

コン クリ ー 卜の新しい使い方/ 福永 IW

既存構造物の長寿命化/ 太田隆信

コンクリ ー卜と環境/ 笠井芳夫
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コンクリート- 素材と形態-

東

「すべては石から 11' 目、 j こに帰っていく」ーー と、彫刻家イサム ・

ノグ、チは許? って いる。

岩石のような、地球上て、一番堅固てや変わらない素材も、結局はま

わりまわって大地である土になる 。 それをく帰って い く 〉 い づ 言

葉で表現していること ころに、 i楽い芯; 1 炉転が託されている 。

香川県庵治( あじ) のアトリ エ に残された彼の一連の彫刻を頭に

思い浮かべてみればわかるだろう 。硬い岩石と格闘して削り出した

意志の強し、造形から始まって、鋭角と鈍角、柔らかさと鋭さ、永遠

性と移ろいなどの複合的な表現が模索され、やがて自然石にわずか

に手を加えただけのものにた E りついている 。 その作品群は、まさ

に岩が土に帰っていくその移行の様々な表現を、生涯をかけて追い

求めてい った、その姿を示している 。

コンクリー卜の表情

コンクリ ー 卜は人11¥1がっくりだした素材であり、工法でもある 。

しかし、〈鉄 t コンクリ ー ト〉というような言 い方で、まるで、近代文

明が生み出した、機械的、非人間的なものの代表のひとつであるか

のように挙げられるのは、いわれなき見方だと私は考えている。 コ

ンクリ ー卜 や セ メン ト がその起源を ロ ー マ ｉｉ ｾ ￎ ＧｻＭｴＨ こ までさかのぼり得

るからというだけでなく、その原材料ゃっくり方を考えてみれば、

極めて地球的てあり自然と密着した存花である ことが容易に理解で

きる、 という ことからも 。

コンクリ ー 卜は、 地球上のど こにでも存有二する石灰岩を焼L、てっ

くりだされるセメン卜( ポノレ トランド セメン 卜) に、その土地で採れ

る砂利や砂を一定の割合で混合し、水を加えて十分に練り、型枠の

なかに流し込んで固まるのを待つ、 という工法でつくられる 。地球

上のほとんどど こででもっくり得る素材であり、 しかもそれぞれの

土地の索材を使ったもので、土に帰る こt のできるものなのだ。

一般にコンクリ ー 卜とか コンクリ ー 卜造とか言われるのは、こ の

コンクリ ー 卜のなかに、引日長とせん断にも耐えさせるためのを[ 9 c 筋を

補強として入れたもので、正式には鉄筋 コンク リー 卜造の ことなの

だろうが、要 li 胃頭の イサム ・ノグチの言 う石と土の中間、岩石が

自然の力によって砕かれ、土に仰っていく途中の状態の砂利や砂を、

セメントとし 、う岩石から つ くった接着剤てや固めたものなのだから、

力支も 地球 (I{J な素材のひとつなのだ。

しかしコンクリ ー卜 は、型枠てや組み立てた空間Iに流し込んで固ま

るのを待つという手続きでつくられるから、その形態や材質感は、

コンクリ ー トそのものだけでなく、型枠のあり方で大きく違ってく

る。土木構造物や建築でもプレキャス ト・コンクリ ー卜 などによく

使われるメタノレフォ ームから、 iJ抑Zの建築の主流になっている表而
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処理合板型枠、それに古典的な本案加工のパラ板型枠まで、それぞ

れが打 ち上がった コンク リー 卜の表面に、素材 t しての微妙な表情

の違いを見せる効果を与えるだけでなく、型枠の材料としての性質

の違いから、かたちのあり方にも大きな違いを見せる ことになる 。

例えば鉄板を使ったいわゆるメタノレフォ ームは、土木の精梁や鉄

道の基礎、高架橋などの柱に使われるものが多く、平j骨な表面 自体

はそれなりにきれいだが、繰り返し使用て韮虚 弱J巣を狙うため に使

われる ことが多く、継ぎ目がぞんざいだし、直線が多〈、全体とし

てそ っけない表情となる 。

彫塑性と総画性

コンクリ ー 卜による造形の大きな特徴のひとつに、彫塑的な形態

がつくれるという こt がある ことは周知の ことだろう 。例えば丹下

位三の代々木体育館の大屋担を支える基縫部分や、 E. サー リオ、ン

のニューヨ ークの空港タ ー ミナノレのような 曲線の多い コンク リート

造の例は、後来fEな型枠をつくる労さえいとわなければ、他の材料てや

は出来ない彫刻l的な表現をつくるい、う点てや、その特徴をよく伝え

ている 。ノレ ・コ ノレ ビュジエの ロンシャンの礼拝堂も、 その船底型の

大屋根その他の部分に、同様の彫塑的な表現を見る こt がてヨる 。

それに対してノレイ ・カーンのキンベノレ美事附官では、精撤な施工技

術に裏打ちされた コンクリ 一 卜の表現に、明らかな|刷吃的移行と変

化が認められる 。 ここ では、ボーノレ 卜屋根とそれを支える jli 山部の柱、

梁がコンクリ ート打 ち放して表現され、 それにぴったり沿った壁や

床は トラバーテンの大理石て、室内ではオ ークの木の壁て1土上げら

れ、それぞれの建築部佐の明快な表現が、美しし 、比例で組み立てら

れている 。ボーノレ 卜屋根や、その端音11の表現には、まだ彫型的要素

も残って いると 言 えるが、テクステュアやジョイン 卜を極度に7主識

した柱、梁の扱いはむしろ絵画的であり、壁の木部や床のトラノ f ー

チンとの調和1的な構成にも布|粧を注いでいる 。

また、同じノレイ ・カーンによるソ ーク研究所でも、壁構造の躯休

である 内 外壁や床の ｾ ｩ ，柿 Ｑ Ｑ な ど が コ ンクリ 一 卜打ち 放 し てや、部屋の 外

壁や開口昔11はチーク材の木の表現を t っている 。 これらの建築てやは、

コンクリ ー トはトラパ「ーチンやチークやステンレスやオ ークなどと

同等かそれ五L 七の高設な材料として、尊敬をもって扱われているが、

どちらかといえば、全f本は絵画的な構成と 言 えな し、だろうか。

コンクリー卜をとりまく社会

コンクリ ー卜 打ち放しの例カf統L、たが、紛g - 性、合理性を最優先

してきた近代建築では、屋根や床を支える構造体を、できるだけそ

のまま 外部の表現に聞いる ことを身上 としてきた。 そこから、 コン



--
ソーク生物学研究所一一ルイ・カーン

キンベル美術館一一一ルイ・カーン

ゲーテ・アヌム一一ルドルフ・ シュタイナー

コサンティのセンター室内一一パウロ・ ソレリ

回目置

、 ¥

.圃

ロンシャンの礼拝堂一一一ル・コルビュジエ

本ｦ￭Ｚ［ ｩ のＧｦＮ ｮ｡ｾ 彬はすべて可耳目

ラ・ツーレ僧 院一一一ル・コルビュジエ
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室内

クリ ー 卜を構造体 t して用いる場合には、その上を他の材料て"fuっ

たりせずに、素材そのままに見せることに苦心する 。 コンクリ ー 卜

打ち放しは、木や紙や土を扱って長〈建築をつくってきた日本人に

は、同じく素材の正直な表現として進んで受け入れられたふしがあ

る。

し か し こ こには大きな矛盾がある 。岩石がやがて風化して土に

帰っていくように、正直なコンクリ ー 卜打ち放しの表現は、年月の

経過て汚れ、 ill 裂が入札やがて爆裂をおこしたりして、放置すれ

ば土に帰っていくのだ。

日本人は、伊弘司 ＱＱＡＧ ｾｾ のような木材の簡素で正直な美しきも、 Ｒ Ｐ 年

の式年遊宮の制度て、、それを絶えず再生させるシムテムでなければ、

伝え得ない ことをよく知っていたのである 。 コンクリ ー 卜の場合も

同様で、その変化を受け入れる重厚なデザ、インとするか、あるいは

絶えざるメンテナンスによる保存か、それとも伊勢のような再生の

システムによるかの選択となる 。考えてみると、 これは人IM-Iヵf利用

してつくるあらゆる環境形成の素材に共通の本質てあり、ことさら

にコンクリ ー 卜が有利でも不利で. もないのだ。

一方、その受け入れの初期には、念入りにつくられた型枠の効果

が反映するパラ板の打ち放しが圧倒的で‘ あったものが、次第に前術

的たらん t する若い建築家たちによって、無表情なベニヤ型村明A ち

放しを主流に取って替わらせる ことになった。私自身も、最初Jの作

品、第の家てやは外壁はパラ板型枠の表現主? と っていたが、その後二、

三の作品を例外として、たちまちベニヤ型枠になってしまった記憶

がある 。建築は美を追求する作品てあると同時に、経済的限界の一

線を厳しくヲ |かれる相会的存在て、もあるからだ。

不思議なもので、弐ンクリ ー 卜の表而約 二 Ｑ Ｍ Ｑ 性的て Ｂｾ Ａ ｉＮ ｦ［表情になって

いくにつれて、光 t 影を受け t め微妙な質感を感じさせる建築的扱
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いは影をひそめるようになり、そのかわりに、箱や同筒などの単純

な幾何学71列車の組み合わせによる構成が|隔を告かすよう になる。

鉄筋 コンクリ ー 卜造の構造的限界は、階数で言って 5 、 6 から 10

|倍前後にあり、現代建築技術の花形ともいえる超高層ビノレては、鉄

骨造が圧倒的で、ある 。工期や量産効果が{ 憂うたされるその現場では、

現場で流し込まねばならないンクリ ー卜 は、扱いが面倒で、汚れが

多く、扱いにく い材料 として、決して尊枇されてはいな し、。いきお

い、鉄骨の骨*J まみが主流となり、それにプレキャス トコ ンクリ ー ト

の部品や、鉄製折版の上に流し込む床材の一部 t しての コンクリ ー

卜が使われる平軍支である 。

しかしょくしたもので、近年、土木やランドスケープの分野てやは

むしろ コンクリ ー卜 構造の見直しのタ曜もあっ て、u ' しろ従来の建

築的な細やかさで造形美を追求する機運がこちらに広がっているし、

昨年、大阪で長居の新競技場前の広場モニ ュメン卜の制作をイ' : { x_ 車員さ

れたイスラ エノレのj形刻家、ダニ ・カラヴアンの コンクリ ー ト彫刻lで

は、現場施工の制作に1tlJ 力した大阪の建築関係者が、その厳密で細

心のコンクソ ート の扱いに舌を巻いた、 とも Il'i] ，、ている。

表現素材としてのコンクリートは・. . ...

コンクリ ー卜 の特徴として先に彫塑性を挙げたが、それも経1清斉性

や生J産韮の合辺瑚:1性|

ろ、情報化社会の進展のなかで、建築の表現素材と しての コンクリ

ー 卜の存在感がややfあ邑して い くかに見える 。

現代建築の今日的状況は、金属やガラスによる、取り替え可能で、

情報発信というよりは情報待ち受け型の、いわゆる縫い建築が、 こ

こしばらくは| 隔を告かすのかも知れない。 しかし、裏返せば、将来

合理性以外の動機が生まれれば、いつでも復活可能であるともいえ

る。 また、造形素材 としての コンクリ ー卜 は、現在ていも社会の附々

にまで1受透していて、他の素材とのハイブリッドな組み合わせのな

かに生き絞りている、 とも 言 える 。

残念な ことは、将来それカ汚夏活ないし再認識された時点て¥建築

空間や構造形態の構想、力が、鉄' 自その他の材料によって支えられる

11割例が長くなるにつれ、コンクリ ート から離れて しまっ ていて手遅

れとなる こt だ。建築教育のなかでも、建築工法やカの流れの表現

に、コンクリ ー卜 造のよい実例が少なくなっていく こと、いや、 コ

ンクリ ー卜 の実例そのものがれ当えてしまう ことを危倶しなりればな

らないのか。

話は、歴史的な逃産をいかに犬切に扱い子孫の教材とするか、社

会の文化的背景の問題なのかも知れな し、。

( あずま たかみつ 生1 ! 築家、千葉工業大' 予教J豆、大阪大学名谷教授)



素材とのかかわりの中で

和 泉 俊 昭

私は、主に石材を素材に官11作活動をしている彫刻家であるが、ヰ7

彫刻家といった固定した見方をされるのを好まなし、。私が制作に各

種の素材を使う t き、ある目的のために旬肝lするのではなく、素材

そのものがある物質f町村'I' I主を現すことを目的とし、素材みずから諮

らせようとするためである。つまり人間と物質とのかかわりの 1-1
1
で、

京11 ることへの73昧を摸索するのである。

都会よりも、荒涼たる自然環境が私に 多くのイメ ー ジを与えてく

れる 。 学生H寺代より、登Ll Iに夢'1 1
になったときがあった。|王|内の多

くの山や谷を歩き、切り立つ岩壁や認知荒に打ち上げられた流木の美

しさに魅 f され、後に造形の道に入っていった。また、かつて 8王子

あまり ￬ｾ 到 ｪ の ｉ 也 てやあったアメリカてＢは、キャンフ。やハンテインクーに

行ったえ、パダのモハベ{ 沙i英や"1火アメリカの密林の '-1
1
に点在するア

ステカ、マヤH制七の巨大石造建造物に按触し、強L
、
;il長年平を受ける こ

とになった。当H寺は、木材を主にかlイi"i舌到j をしていたが、後に州fl 王|

してから石材を素材に制作するようになった。

木彫から石彫ヘ

ロスアンゼ、ノレス市内にスタジオを持ち、素材を得るのに、郊外で

切り倒されたホワイトオークを手に入れることがでふ、堅い木もチ

エンソ ーを使えば、大作も 20R ほどで完成させる ことができた。 ま

た、郊外に広がる原野や砂漠地帯では、風化した木の栂っ子や化石

などが豊町にあり、それらは恰好のオフージ、ェの素材になった。木彫

は当時よくデ己れていた。石彫に転向すれば、住みなれたロスアンゼ

ノレスに再びもどって来れなくなる ことは分ヵ、っていた。 しかし、布

引 ｉｾｾ ってみたいとし、う願望の強さの方が勝った。

愛知県問111
前nは、江戸|刷七から石材業が倫んな所ーだった。ろ !泊二て

P

は、業才; の数て" は全国一を誇っているそうである。リ¥I H五|して石材加

工の技術を身につけるため、石屈に修業に入った。 40歳になろうと

するときで、すべてーからの再n'l 先て、あった。石屋の兄押 い修業は

汗i!Jl 5年とされているが、耳7をたたき始めて l 年日に ，'1'11'11'1 したコン

クーノレて" ' l ' 1: をいただいた。 そのころの 11本経済は大変良かったので、

11 本名地でlJ 日併されるシンポジワムやパブリックア ー トなど公共事

業にも参加できるチャンスに恵まれ、者1I市空! 日1や公l主|などに作lE与を

設置するようになった。

イ7料は、他のいかなる素材よりも耐久:) J にすぐれ、 lゼ外域; 境に適

千トする 。在、はこれまで、様々 なよ材をイ' i J ! いながら自然守宅it ! し、1"1

然ｾｾ可抗 ｬ 災しようとした 。 カ ｂ ってＧ｟ￆ家が鋳造業だったので、金属 ｽｉｾ ｊ ｾ

刻も多< tlJ ll 作するようになった。川平7や粁石を割ることにより、沈

黙から、 もう 一つの表
1'1

1;.

を到す。iflJ れた行石の! ほしい美しさは、作

芯的行為引 1i ; 1: 色させる 。 しかし、作者ーのエゴが自然の領域に制り込

もうとする 。官11った粁石の一片をブロンズて3持造して、書I j られた一

片を組み合わせも t の形にもどすと、現' 失には存在しない行訂がで

きるが、異なった素材同士ぞ按令する ことにより、岩石の隠された

もう 一つの顔カ
f

現れる。物質相互の関係、それと人IlrJ との|刻係の全

f本が、作品というべきものであり、作品は人1111にのみJ局するも ので

もなければ、物質のみで自立している訳でもなし、。

アメリカに失望

'60年ft のアメリカは、当H寺、引代美術を夢みる若者にとって料け

る希望の国であった。i J0択して、引: A の生活を通して感じたアメリ

カは、大きな術を背負い、重い足をひきずって歩く巨象のようだっ

た 。長 いベトナム戦争て疲れ、荒 ｽＱｾ した社会と重なり令って、アメ

リカンドリームはハリウッドの11央|市! の作りもののセットのように見

えてきた。

アメリカの社会は何らかの形でボI
Jf.1へ傾斜しつつあるという渇望

が、未聞へのよみがえりといった引象を生んだ。人!日1が物質文明の

111て物質に f lJl しつぶされそうにな っている現代社会、人1111 と物質の

関係を考えるとき、現実の世界で‘われわれをとりまく物質も、われ

われ人川もまたその 一 部であり、人 川 と物質とは、宅 ｽｴｾ の ＱＱ Ｑ て必然

Ｈｉｻｊ にお互 ｌ 、に ｩ［Ｑ 烈しあって、 ー イ本化した現実をつくり ｉｾｉｉ して ｌ 、る 。

現代美術の多様性は、そんな社会の彼雑イヒ t 同一切ょにあり、同時

進行する 。芸術家は、いかに他人 と県なった |リメを新しく ) Gil![ し読

み仔えるか、引実の姿の観察が芸術的ながi技の
"-1

か ら生まれてくる

ことを記、識しなければならなし、。ただ、 lji に彼党を通した1 "1己表引

でなく、兄えない理念を、兄えるヨ長ー引の裏側に合んで、いる |村的世界

を ｊ､ じさせる ｩｪｩｦｬ 支である こ と、社会のり ｴｕｾ をた ｔ ごの ｾｴｫ として受け

とめるのではなく、視点の角度を変えてみると今までの凡過ごして

いた現実の実像が見えてくる 。

アメリカのかかえている現実は、あまりにも J H表の発が大きく

あることを、 日 Ｇ， ｾｩｦ ［ 生前を通して実感した 。 物質主義のよ ｦｾ てに来る危

機感、そして約千111の崩壊をアメリカの社会にず.! 悲した。私を 11 1央ア

メリカの肯代追跡、を訪ね歩 0 1 ¥に誘ったのは、すでにアメリカてゆ

かl行司丙到j に未来への展望を失い、失立の念にかられている H、1
・:て、あ っ

た。

古代石像遺跡に感動

あれから 26年f よっても、訪ね歩いた数々の古代迫; 跡、の伐像ヵワli 込.:&

に浮かび、その11 1の感動の何かが、私のれ11作の支えにな っているの

を|守党するのである 。沈黙の巨石から得たものは、在るがままに、

そこに存在しつづける強さだった。
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旅は、メキシコシティ ーからはど近い肯代t ll市テォテワカンから

始まった。太陽と Jl の二 つのピラミッドは紀元前600年アスティカ

文明の象徴として名古'j ，、。 ピラミッドの市さはT I i 上まて。80m、急、な

石段を笠り、! 青J l l l I を兄波すと、その近代的な者11了間 |刊に圧倒された。

それからユカタン半島へ飛ぴ、首都メリダに滞在。 そこを拠点に、

周辺に点在する多くのマヤ文明の問、を訪ね歩いた。

チチエンイッア、ワシュマノレ、ノ干レンケはし、ずれも紀元前
900年 頃

とされる 。 マヤ文化は、空向ヵヲｾらないように空 Ｑ Ｑ ｜ｊ ｾｾＱｴ 特のプ ー ク

様式の装飾て' ' : t . mめ尽くし、石造建築を華麗なものにしている 。ユカ

タン半島カ 3 らガテマラのティカ ーノレ追跡を訪れた。 ティカ ーノレはマ

ヤ文明の '1' でもっとも羽大で、 美 しし、石造建築群であった。不i造を

おおうジ. ヤングノレは;ttろしし、ほどの密度て"1700'Q三日lij のマヤの者11を

緑一色に包み込んてやいた。E則 二て'l J : 、奇ー戸を発する手長猿や、 1' 1い

怪 ｾＦｾｩ カ ｾＱｉｾ び、交 っ た 。 』長の ｫｩ 冬わりに、首者 Ｑ Ｑ［ ヴ＿テマラシティーからジ ー

プて、国境を こえ、ホンシ、ユラスの コパンの泣跡を訪れた。ゲリラの

/1.' ，没するジ. ヤングノレや、インテ、、オの部落を抜け、 日的地に者いたの

は 2 n  '=1の朝てあった。 コノf ンの追跡、も j来いジ、ヤングノレの 11 1
にあっ

た。同じマヤ文明でありながら、ホイーにマヤの干111
聖文字を無数にj

形り

込んだいくつもの怪奇な人物像の石柱、 ｉｪ ｲｪ 司の段や周 ｉｉ ｾＧ 代の 美 祁対話一

式に努i似点を兄た。

多くの人類の泣産 を 2 ヵ月余りかけて兄て 1111 り、 ロスアンゼ、ノレス

に帰った。 しばらくは疲れと困惑の Il 々を過ごし、 それから ニュー

ヨー クへW1を移した。f可もしないまま数ヵ nが過ぎ、マンハッタン

のj禁天』刻ir' を凡ていると、心なしかティカ ーノレやバレンケなどの訂

造主ｾ築 ｭ ，が重なって兄えてきた 。 未聞と文句 ｬ の ｉｉ｜ ｊ を移動して、ふと

思い j平かんだこ とは、
ニュー ヨー クがコンクリ ー 卜の未来の抗出に

比えてきた こ とだった。前記した私のアメリカ文|リj許 『人II ¥J の物質

主義の来てに、アメリカ社会は何 らかの71ヲで未I)f Jへ傾斜しつつある

いづ渇望が、未聞へのよみがえりというち鴎えを生んだ』 ヵ明当三え、

過去とのかかわりの '1
1
で自分の 11' の象徴すべ、き価値観が変わるとき

の科しみを l味わい、自5みなれたアメリカを後: にしたのでーある 。

石材の加工技術

ｴｾｲ しぃ京材とＩ ， ｊ ｾ 犬［するとき、
その素材に対してむしろ現在知 lだ った

から こ そ、新しいずｅＩ ｇ をすることがある 。 イ ｩ ｽ ，ｾ［を ｾｦ￬ めｲＧｊ Ｇ， したころ、

経if'i (I{Jなi盟U-' て¥ キズ、やひび‘の入った Ｑｾ ｊＨ材をＧ交 Ｐ ＧＺＱっていた 。 ひび

の人っている部分は制りやすいので、割ってからそれぞれの部分を

加工して、元の子il Jったと ころへ戻してみると、当然ながら吉IJ れ luil f，J

士はピッタリ噛み合い、 これまで兄たこともないような ｼ 師 ｉ ｾ ｉ ，、造形

にな った。石材加工の常識から外れた、新しいテクノロジーの発凡
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て。あったと向負している 。

砂町Iニてw は、 1I}彩の一 つの技法として多くの彫刻家に取 り入れられ

ている 。削造のきっかけというものは、案外そんなと ころにあるの

かも知 lれな L、。生i百のためでもあったが、ヰムは多種多様な仕事をし

てきた。 その休l殺カ f創作にi朱〈結びついている こ とを思うと、物づ

くりのｽｊ ｦｴｽ ， Ｇ ＺＨは虫 ｆ 奇ｻ ， 、とチャレンジ Ｂ ｾＧｉｾ 斤 Ｑ Ｑ Ｑ にあると思うので、ある 。

コンクリート・アートの可能性

われわれ人川は、多くの物質にとりか こまれた、環境に適合した

重!jJ!物てある 。物質 /: AII¥J/: のかかわりの 11' て二芸術家は物質とどん

なかかわり } J そしてきたのだろうか。面白い需I l : J，也でもあるが、要fWl1

でもある 。

物質が、 H寺II¥J の'1
1てやイメ ー ジ、づくられた 印象ほど、

ス トー リ一性

をも ってせま って来るものはなし、。 たとえば、 li成後冷戦の象徴にな

ったドイツのベルリンの壁。鉄 t コンクリ ー 卜の廃櫨の広島の原爆

ドー ム。 そして、 |当然ヨ政壊の象徴 t して悪名高い長良川 の河口堰な

ど。 いずれも コンクリ ー卜 を多i ll:! こ使った建造物であるが、そうい

う社会的; ; : 長年半を持つイメ ー ジ、に対して、芸術家は敏感に反応するの

である 。 コンクリ ー卜 の特色は、災物質ともよく結合し、 コテーっ

て詳*111な*'11工がしやすく、耐久力にすぐれ、かつヲミ守的ーである 。 そん

なこともあって、多くの芸術家が、 コンクリ ー トて精々な表現活動

をしている 。

1982 地層の断片 PI ECE OF  STRATUM 

30" X30X300cm 鉄、川イ i、川砂、セメ ント



1993 時の階段 STAI R OF  TI ME (  4  ) 三i 1U日大松川l カリヨ ンパー ク

400" x  130x340cm ぷ武む、 (1術l彩イi

1i1 91" 1作'I K文化祭みえ94' 受れ

私とコンクリ ー 卜との{I}初の川合いは、昔、 11j11:1] 1: 始めた、水族

自 ｷ 、動物ｼ議 ｼ 、 ｉＧ ， ｉｊ 物館などにあ ｾＢＪ ｉＺ Ｎ や航木な どの ｅ［［ｬ 境造形を つくる サイ

ドワ ークてやあった。 セメン卜のlW:!化H寺1111をうまく不IJJIJ した11: :J:hて二

手先の総川きが求められる職人イ ｌＧ ｊ ｾ であった 。 コン クリ ー卜の歴火

は紀元前ローマ ｉｉ ｾ イ ｴ に、すでに ｼ 二 木、建築などに使われていたい、

うから驚かされるが、地瑚U二の人II¥Jの居住地の大部分がコンクリ ー

卜でおおわれていることで分かるように、コンクリー卜は、人111]が

カB かわっている物質のrl' で、 もっとも多くのかかわりのある物質で

ある 。

私の作品の ＧＱＧ に、「地 ｽｾＧＱ のｼ折 ｊｾｊ というテーマ名の立Ｚｩ小作品があ

る。大地をぷ現するのに、 これまで兄過ごしてきた地而下の物質を

探集して、兄せる仕事てあった。鉄の箱のrl-'に}I I石、 }II 品等をセメ

ン 卜と一紺に流し込み、 l珂めた後、桁ごと切断し て|析r( riを研l脅する

と、小平7ゃ砂などの美しい素材の色が浮かびIJ 同 くる 。 復数のさび

た欽の桁の 1]' に、採集した大地のサンプルは、千IJ び、大地の上にもど

されたのである 。私 I. : J : 様々 な素材を使いながら、 !守然をシとfll し、 ( 1

然を刊杭j兆しようとした。ただ111(::1北党を通した白己表引でなく、

兄えない JII!' 念を、見える表現の災{ ! ! I Jに含んでいる内(1"J IIl :Wを感じさ

せる演技を iJii じたのである 。 コンクリ ー 卜による創作は一つの例に

すまないが、ヰ Ｗ 料を素材に抗 ｉｊ 作するようになっても、不 ￎｾｾ だけでは

表引 しきれないものがあるか らだ。

オーストラリアに魅せられて

私は、初めて出令うような新鮮な続きと感動を求める 。 それカ泊、

の制作のイマジオ、ー ションを持続させる重要な要素になると信じて

いるからである 。

15年前から、私は、オ ーストラリアに柄引の場所を兄つけた。オ

ーストラリアには、まだ人11¥1の手っかずの |士l然が多く残っている 。

都会を出るとすぐに原町や太古のままの原生林が広がっている 。 ア

ウ トパックと言われる |人l陀部は赤 L寸断英てい、無人の大地がど こまで

も}Aがっていた。砂i英のJAl 住民アボ、リジニの芸術的表 現) J の豊かき

には常くべきものがある 。 それは、砂漠や、森の1]' で手に入る内然

のよ材をみごとに生かした造形や絵11町、楽器などに兄られた。オー

ストラリアのア ー トのrll には、アボリジニ芸術のil 洋 時 受 け た 作品

も多 L 、。オーストラリアも FI本と同じく、 1'-1らの歴史や地主li か らも

永久に隔離された環境にある。オーストラリア現代美術の野趣にあ

ふれた表現の '1'には、 i皮らの独自性引1凶; しようとする強い立欲が

感じられ、ヨ ーロ ツノ ｦ やアメリカ美術の Ｑ ［ ｾｍ ｾＺ ｾ を強〈受けてきただけ

に、今日、多様な表ろ抗議式の共存い、うヰ ｾｦ 字放を示している 。

ＱＱ 本の美術は、加工Ａ立の市いところを特ずｾとしている 。 その分だ

け、 |守然からとられてきた素材を月 JL 、た場令でも、自然の強さ 、 ( 1

fふの J J とい ったものを! 惑じさせる ことカtiZXi .成するのが汗; て。ある 。|司

じf lI ' ! . i の素材を使いながら、オ ーストラリアのア ーチス卜の作品の

) j に、 素材の，Ａ貯持びるＡ内 壬守 ｼ印 ｦ然 ｨ の刻印カが ｦ より ｪ波ＧＩｾ出 ω［Ｒ 却 ｾｊ 厚平に ｩ払 ｬ

m惑Bずるのて- ある 。

1i 材について需 うなら ば、石材を使いながら、素材に力11工の手を

加えず、石材ーをそのままインスタレー ションの作風のrll に加えると

いうそのやりブi は、 11木の伝統的な嵯悶に凡られる技法であるが、

彼らとの違いは、 その 1]' の生々しく H制対空を持ったメッ セージを出

}'i ーに感 じさせるものがあるように思うのである 。オーストラリアの

ｊｊ ｾ 代美術 ｉｈ ｉ 本てな ＱＱ られるようになってまだ ＲＰ 年 ｕ｣Ｇ しかたって

いないが、今後ますます交流がi奈くなり、脚光をあびるようになる

だろう 。

私 I.:J: 1984年、1992年 - 9 3年、そして今1111の1997年の 4 1iTIの伽|展を

シドニーのギャラリ ー とゴールドコ ース卜市立3訪問古でIJ f . J 俄してき

た。オー ストラリアにはイ7材を主 t した彫刻家がほとんどいないこ

ともあるが、 日本人として初めて、石の彫京lほ発表した。

担、は、 北アメリカ 、 'I' . ! A! ; アメリカ、オ ー ス トラリアなどの旅にお

いて、都市や、古代の泣跡、砂漠、森林な E 多くの風景を見た。 そ

れ 凶|寺11¥1 1: ，空川あ凶也したイメ ー ジとして、在、の石に怖されるこ

とになった。
(  ｾ、ずみ としあき れ彫刻家)
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ある断想一人間・コンクリート・景観

喬中田

その国の人々はあの慈悲のまなざしのまえに出遊し、展覧されて、f:: 託制とコ ンクリ ー卜 J という題を与え られて、 晩 秋の一 日、 111¥

したた

稿を認め始めている 。窓から見える i各国の空は、今円はまっ青に澄

てや感銘をうけたにちがし、ない。今年は特に建築 ・都i I i に|刻する両国

の識者のシンポジウムもジ、ヤーナリズ、ム私uこをにぎわしている 。 ど

のようなこ t が訴されているのであろうか。 いわゆる環境問題の、

C OP 第 3 回世界会議が京都で開催されて、東西のみな らず南北の諸

んでいる 。ふと、 1打者11奈良の西の京の空を夢想した。

ゆく秋の大手11の国の誕印li 寺の俗の上なるーひらの雲

白鳳の古寺の、境内の石砕にも芸IJ まれている名歌( 佐佐木信綿iJ)

その7} c : 挫の上J 二、 一片の雲が浮かんでザ

匡| も参加している 。人類の生存のために、いま空III J的に地球ガ首長に

拡大した視点が不可欠であるとすれば、 |時間的にも i出 ト 捌: ー未

来に相当に拡張した視座が要 ftl 怜れるであろう 。( さしあたり銀河系

である 。三重の京j芥の j Li !i 命、

その芸もやがてどこかへ消えて逝〈いる 。飛天の笛の音とともに、

ひとまず論外

であるとしても 。)

t すれば表1也についての小文を草するために、以下で、昔の、西

方の彼方からの筑; 人を迎えてみるのもよし、。古代ギリシアからの客

の ことや 60億年一 200万年前の地球一人類誕生前1I;1:、
であろう 。

西の京のもう 一つの古語IJ 、天平の大A: をうたった歌( 会津八

おはてらのまろきはしらの月かげを? っちにふみつつ

ものをこそおもへ

人である 。 タイム ・スリヅプして呼び出された存人の同虫白」を問唐招提寺の金堂は今宵、 n光をi谷び‘ て主! ! ってし、る 。円柱の太い影

それについての (f 対 話J ならぬ) f応答J を主1・き留めてみよき留め、ひとはものを思う 。事if をおもうのか、を土に踏み、立ちfLJZみつつ、

う。客人1;1:、 ti の大和の国営、同H寺にろげにの者11市のあちこちをも自

由に散策する 。ーー一小文は「ある断iEリであるが、かようにそれは

「ある ｾｾｕ でもある こ ｴ そことわっておこう 。

生を、死を、人なればこそそうした苦を、四苦をおもうのであろう 。

そしてその脇の千手観音立像のはの

かなひかりを拝む。 このJJ 制方ーは光背のようにか千手そもち、 JJ旬の前

堂内の本尊、 liR合iJ!1仏坐像の、

てや双の手を合掌する。 その前で自らも合掌するもの思うこころには、

-この観世音はまさしく救世の観音にちがL、なし、。

ここは災文化の世界だが、仏堂内の千手の像客人の独自 1やがて年がこれも秋の月であったであろうか、ここにn賀る月 1;1:、

を見て、人類共通の手のことを思う 。人III J l 立、問つ定出版l とちカ f っ
回り、年春に、

て、 二本足て1 ち、手が自 rHに解放される 。人が到助の中て最も賢

いのは、手を持っているからだという析学: 者が先ごろいたが( アナ

女身仏に春初日誌のつづ‘ きをり

そうではないだろう 。逆に日最も賢いから手を得たの

だj と言 うべきである 。 なぜなら手は「道共J であり、自然( 後に

千ql といわれる、メタ ・フィジヅクス) は忠} ，@:i 楽〈、例え l抗日のl吹け

クサゴラス) 、古都北郊の秋篠寺てい詠われている( 出111兄綾子) 。伎芸天の躯休の彩

色は、千幾年を経て、こ のがもまた、 ｉ ｾ ｉ 前てＡ部こ Ｑｾ ｉ ｊ 務を つづけ てい

る。一ーその表情は、はだ らなればこそ、法隆寺のかの百済観音を

る人にmを与える } i がよいように、道共をイ応、こなせる者にだけそ

れを配分したであろうからである 。最も賢いものは11k も多くの道具

とりわけよ ｉｾ イ手の季節にキ日応しい立像であ11乎びょせる 。f没者もまた、

るとしてよかろうか。

をうまく使いこなすはずである 。 とすれば手は多くの道具の代わり

あ ま た

になる道具である。かような数多の道具・としての手が、自然によっ

て、 fik も多くの「技術J 制的ザしうる字; に与えられたのである 。

百済観音は ｾ￭ ｦｊｦｦＮ ｴ ＧｦＧを経て本［ｊ ｧＵ に ＱＱ 主来した仏像てあろうが、元々はシ

ナ( 漢 ・六判) へ、西域からカ、、ンダーラへも遡る、あるいは源は中

インドにまで述するかもしれな L、( 和辻何郎) 。 この仏像の場合、直

なるほど手 1; 1 : 道共であり、道具の道共でもある 。 も

ものを作る道共であり、あるいはそうした同様の; A

応答 1(同f妥jギ、リシアにはつながらないで、あろうと 言 われているにしても

のを使う迅具、

際の道具を作り使う道具でもある 。こうした工作技術、イ史月二l技術( ユ

上) 、 ことは大手11の|王|の内にかぎられてはいなし、。 この国を tl'l て、日

本の国を出て、いま流にいえば国際的な !1m忠告の結lil lて、あろう 。対 比

営体した手は、同時にものを取る、つかむ、持つ、

たたく、投げるなどなど、1 : i A イヤ性能( マニピュランダ) としても位i}J

くことは言 うまでもないが、ほかにも多々性能を具・有していよう 。

ーテ ィリタンタ1して、法隆寺金主のほ回には、述〈ギリシアに ｩｩｦｾ ｬｩｉｊ［ ｬ する交渉も見届

けられょうか( 同上) 。

交通の方l合lを支持する手折も、楽器を 'J .lj i . き、楽人伝統率する手腕も

それら能力の- t' ' i ! I であり、近ごろ注 " されている手前もそうである 。

他者を抱擁する lhfも同様である。ノレ ・コノレ ピユ ジ、エのカ B のf I ) 肋忘れ

-

現在、 20tlt記のこの世紀末に、いうまでもないが|玉|際的な交流は

はるかに活発に、大捗 ｉￆｾ にな っ ている 。百 ｪ 斉観音 Ｑ ［ＱＺフランス凶ノ ｦ リ
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千手・合掌

『大布l路一

人 ｦ ｛ｾ き古自

民! t J

(点.1'1'，和l元

社、 19潟年)

t:. 手( メ ー ン・ウウ。エーノレ)J は、天空の大気のプシケェー と交感す

る掌であろうか、 とすればそれは広義に認知する力( ディスクリミ

ナンダ) が発現する j-J，' j 令である 。

これらを? 合めて、手は広義に、多能な道具である t 極めて言 われ

てよし、。手は ) j 能と は言 わないまでも、文字通り千手として、手守内

の、各|昨の場附に発動すべ、きそのような潜勢力を、

品守するものにはかならない。

それを汗遍に集

が 、 上に凡た千手 ｗｬｔＧ ､ 象は双の学て合掌してい、た 。 千手の ＩＱ ヲｾＭｩＮ

は多岐にわたる臼 ｉｾ Ｑ な ｦｾＩｽ きの表引として、対して令掌する ＩＱ ヲ姿は、

逆にそうした働きを断念するあり /j を象徴しているとパわれてよし、

であろうか。 とすれば手 l. i 、腕 l. i 、掌は、本; f と有能であり、多能で

あり とともに同 ｈ 寺に無能であり、単能である 。 単能、ｾＡ軽自ｵＮは ｅ

のような こ となのであろうか。一 一

• 
客人 の独 自2 燃や堂の架伊戸t : 歩lで、 そして堂|ノサの仏像でも、

その表面の金箔の膜は、漆黒のあるいは多彩な塗装もまた、いまは

斑に糸l協して凡える 。Ilfl くと ころによると、現代人は近ごろそれら

の原才様羨お王式にをを?科

復元しているそう fだご。私のf祈庁学「宅てで帥1壮lはま、 モ ノt その表|侃の性質との閑

係を考徐ーする ことは大きな問題の っていある 。モ ノは' _ kH: ('./ ー シ

ァ) として、 それ ＱＧ Ｑ ＱＫ］は ｾＡ ｉ Ｎｲ ［記、 ｾＡ ｉ Ｎｲ ，芯 ［ ｉ Ａ［ｦＺな物体であり、元々 ↑ ｉｉ ｊ らの性

ｰｬＺをも共有していなし、 。 それはど こ までも 、 それにリ ｾＧｨ ｊＡ， する性質の

基体( ピュポケイメノン) としてtll l象化されたものである 。すべて

の属性の基体である 。 Ｈ後のロ ー マ人は、 こ の訴を彼らの 汽 ｾてで、サ

ブーストレータム、下に ー置かれたもの、 と言っ ている 。) }，司性として

は、まずはもののさまざまな色、一11-辛、bhi冷( あるいは!:(Zl1lt. 、地II校、

石刻次など、) が注Uされるが、それらの大きさ、形、数、運動などの

荷|生質も始L 、あけ、られる 。府{ 性は、基体に |人l屈しているものではな

〈、文字i必り}i i !，. 1主として、いわば遊休の表|伺に十J'布している fごけの

存在資格を持つものである 。端的 に、基休日苛性との|長!係は割れて

いる。一 一この文脈ては奇妙引: と足てあろうか、 一言。 このように

割れているのは、それらについて( 認識して) 発言する 言葉の文法

構造が、通常、主語づ単語 ( S - P) に割れているの L どこか深い

ところでつなカ f っているであろう 。

応答2 こうした考え方に依って見れば、 例 えば木について

みれば、基体としてのニュー トラノレな葉に、森には性質としての紘

色が所属し、秋にはその色が賞になり、紅に移る 。集 1=1体は1I1Jら安

わらなし 、。

現代の科学 ・技術の世界て二 その世界のノレ ー ツを歴 ｾ Ｈ ｉ ｊＧ ｊ に 見 れば、

根底としては述〈ギリシアの原子論( デモクリトス) の世界観に湖

i原すると 言 われる 。 そこではそれ以上は固くて不可分な微小 な物質、

原子( アト モン) と宅雌( ケノン) だけが自然に兵実在( ピュシス)

であり 、上述のような諸性質の大半はよほど主観的 に↑rr判的 (ノ モ

ス) であるとされていたのである 。測は各人にとって tt < 、あるい

は苦いように 。 Ｈ現在記 Ｈｉｾｊ な不可分原子にも、触覚的な同さい、う性質

fごけ l H支っている。)

• 
客人 の独 自3 別代の都市では コンクリー卜の，建築物が多い

ょう t:."o ilfr- jlll ここ て。コンクリ ー 卜t いえ Lf 、主夫やカ、、ラスなどととも

に建物の材料の ことらし L、。私たちの世界では、それよりも素材( 質

料Ｉと Ｑ Ｑ ｾ 態Ｈｊ ｉ 対日Ｉの不 問 ｬ ィ 、 ｦｾ Ｑｉの実体としての ￬ ｬ ｩ 令 体 ＨシュノロンＩ

がＩｾ局長 ｬ こ ｪ 主 ＱＱ されている 。 Ｈ こ のシュノロンに対して、後代ロ ー マ人

たちは コンクレトゥム、 コンクレチィオなどのまH縁訟を充て、固い

物、凝結、よ，!jf' l企などのなl床のjよがりを集めた。) )1ヲ1患をもたない素

材はな L、。( ，、ま こ の文脈では先自 ｉｬ ｩ のヵ、のイデアの こ とはｾ Ｂ らない、Ｉ

形態は素材を体し

て文字通り共体的

になる 。 それらは

互いに必然的な間

がらであろう 。共

f制作Jなものは伯l々

にｾ体としてイ同 二

する 。あらためて

実体は、まずは共

体 Ｈ ｉ ｾ ｊ な イ Ｑ ＱＡ Ｑ 物Ｈ節

ｾ ｩ 本Ｉの こ とて守あ

る。 このあるもの

(卜 ・トテ、、・ティ)

混合体またはコンクレトウム

としての仰|物は、 fローマ』佐 木々え也訳 (rlll j 半の処築1. ｘ 柿 ｔｉｉＧ ， ｊｾｩ 打 、 ＱＹＶＶ イ ｮ

21  



本来、イ1); 1々 独千|の、それぞれに 「かけがえのなし、」存在 ・実在であ

る。

そのような例物は、実体であるか吉り、しかし同時に本質( 普遍、

種、類としての第二夫f判 をf科目して L、る 。 ソクラテスは( 人間「で

あり」、人類としての) I人1/11ソクラテスJであり、この生きものはこ

の烏である 。人1111 とちがって応の場合、この烏はこの或る馬である 。

この馬は、 15極のうちのーサンプルにほかならない t も見られよう 。

烏の代わりに' ぶも同様である 。人II¥J もまた、 11，) ' 代により状況によっ

ては、この成る人川になりかねなし、。 このな昧では「かけがえのな

いものJ はf可ほどかは「かけがえのある」ものでもある 。 コンクリ

ー卜とは、泊三をを測ってみれば¥かような「ある ・なL、J 同義のイ手

在様態の、文) - : j通り体を共えた実体そのものの詐lである 。

応答3 界人は日lt しいことを青 い始めたようだ。独向をスト

ッフ。してもらおう 。 それにしても「かけがえのある ・なし、J ものと

してのiit 介休( コンクレトワム) への 1
1
，人の注机は呪代の私たちに

とっても教示するところが多い。本郊の私たちの先輩も、 コンクリ

ー卜 という舶来却に対してかつて ri J i 凝仁j という造語を充ててい

たIIS' 代があったと IlfJ くが、砂、村材とセメン卜 、ノドのi昆令によって

凝結する材料というそこでの合立を ｉｾｈｾ れて、こ こ では形相 ・ 質料と

しての実体の兵に( ピユシス) リアノレな実在へ、 それの; j ;H見へと私

たちを導〈治; 人の思想の芯、l味深さを思ってよい。 ともかく、私たち

はコンクリート祁j築物を安易にスクラップ ・アンド ・ヒツレドするこ

t をu1むよう教えられる 。

一言、立ち E まっておかなければならない。存人の実f本について

の上記 [ 2J 、 [ 3J での言説は、 - J，t'，してノチl{ t - していよう 。一方でそ

れは無記の法体としての実体であり、 it! !.)j では「かけがえのない ・

ある ｊ 布 ＺｾＮＺｉ 床なそれで ‘ もあると 言 われていたからである 。 後代の、

現代の解釈者を当必させる思想である( 藤沢令夫) 。 そうであろう

が、ここの小文の文脈では、それらはA斗けーるものとして、 同者 )1阪・

逆に! !日射し令うものとしてオ午前するままに比定められてよ L、。本文

の末尾で触れることになろうが、いま環境|i! 日出一解決を考察すると

き、こうした重用構造はそこで映の論点を分節する要点になると思わ

れるからである 。一一ここ でも、蛇足の付言。 前者の世界が主語ー

述r，-lffi"Vj: 造の文法て言われるとすれば、後者での発声はどのような文

草になるのであろうか。

• 
客人の独自4 先はど迫共としての人II¥J の手について語り始

めたが、それからの想像がここ都市の 111
で、あちこちの近代梨伊沖合J

の、その Ｚｫ＼ ｾ ，ｦｾへと波及する 。 すくーに ｩ 主主Ａされるのは、道具の多能さ

と同じく、ある諸説オの多能さである。 この材料は、現代人がコンク
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過度に奉仕するコンクリート

11昔の泣形J Ｈ日嚇 ｬ ｲＮ、 「 必 採 ［￭ ｈｕ 第 Ｓ Ｐｾ 号 、 九 ｦ ｦＮ ｟ 19951
内

リー卜と 呼んでいるそれである 。形式と素材との関係はここでやは必

然ケてやはない。 一方的に、 さまぎまな形態、 11列犬の構築物に、 この材

料は幅広く奉仕しているようだ。奉仕の仕方は全〈倒的なように見

える 。 従順な素材てＢｦｊｾ［成された構造物は、いうまでもなく ｩｬｬＩ ｊ ある

こ の ｩ ｩｬｬ｟仁での力量 Ｑ ｊ 性 を実際上アクチュアノレに ｦ 粍見し、あるし、 ｉ ｊＺ ｾｾｉ 味

的にリアノレに表現していよう 。だが、過度に従)I !f lすぎるサーゥーァン

トかと忠われる; 場令もあるようだ。 そこでは力学の表引も希薄にな

ろう 。 この材料の本来の、独内の特性は、 この融通知硯・の多様性に

尽きるものなのかどうか。

応答4 この 和1民は対nJl 肢であろう 。 この材料 l対並立・の産出Lて

に、ラーメン梨柿に、あるいはアーチやヴォ ーノレ卜 柿 j止に も!土IFHに

使われる o ￬ｾｦ 板シェノレとして催・英 ＧＧＭ ＱＱＱ 闘 を立体 的に 兵引し、 ドーム

として空 ｾｉｉ に 控え立ちもする 。 片持梁の ＩＱ 抹が、あるし、は勧ドカ滑

に並ぶ木造架構の様式をそのままにキャス卜したようなコンクリ ー

卜構成もあちこちで11 にする 。制順守超えて没佃性に、 f谷なj""'"'"1葉て二

いわば器用貧乏のようにも比える 。 そのf組l固な性能仁11-えて、1I 刊行三

者は訓練なしに、恋誌にこの材料を形成する ことがU'I 来る 。多能の

中高の広きが1T重である ことは言- うまでもないが、同11寺に、いうなら

ばljttit の狭さに帰る こともかえって記、l味ある こと ではないか。有能

に対しての無 ｦｩｅ なあり方、ｾＡ帳台 ｅ とは ｆ ｩ わないまでも必宮 市 なあり方の

うちに、 この素材の木米の特性の相互安なー而が治んて¥、ょう 。端的

に、それは「物」として存イEするそのようなあり方である 。手は千

手の道具性を超えて、ひたすらに令学する掌でもあったのである 。

あらためてその斜まいまや物になっている 。 一Ｍ ｾＡｬ ｴｬ ｌ ｉ [ 3 J て予i わ

れた物と ここ での物は、どのようにかかわっていょうか。

• 
客人の独自5 ポｾｳＱＭ ( 質料) の、それの形態 01刻、ト1) との出

作物としての コンクレトワムについての稲垣からは、そうした具体

物がそ こに所在する領域についてたとえ一言でも 言及するよう促さ

れる 。 現代人カｾ持に景観としての ｾｲ［ Ｇｬ という 需いブJ で|立j心している

論点である。木求、かの I} J  1つ の|げよそのうえ併比の基本の村'j:}必要

素は作! なのか。 いわゆる地ノJ，火}!Rl ( フ左京¥) のpq大を挙けても大 ) j 反

論はないであろう 。地球一卜. で、火と宅気は11Eいてl凌〈、 l暖< ￬ｾ ｬ ｴ｟ って、

軽〈上方に、 7J，!:土 lJ: iMって冷〈、冷〈乾いて、重〈下方にあるの

が ｉ ｾ ｉ 然である 。 ｪｩｬｬ 冷、 ｪＺｾ ｚＺ Ｑｾ ｉＱｾＮを交換して、それら｝Ａｌ｝元は相互に変作し

イトうのである 。I} J 下」 よりも外の彼) } の傾城には、かのアイテーノレ

と称される第五の質事|ーが、それ ILlf本有限な領域としてではあろうが、



そ見られた。 ここ での原町 ・原因に重ねられて、いわばプラスの、
漂うていよう 。 この質事| の特性は、永遠無限に不生不滅、不増不i戚

そうした順 ・i主f，Yi :. i i Iのヵ、ぎしてマイナスの、 )1出・逆のそれである 。てある 。 別に、｝例日を持たね、乾 ￬ｾｦｩｾ Ｎ 、冷温を特質とする品 Ｑｍ 年賀 ＪＭｬ が

論理的にも考えられなければならな L、。 その両様の特性が、 )-J下の
りで、表立つての川辺とその解決とを仲介するものとなるてあろう 。

原理は、根本の原町であるかぎり 、物体あるいは物をI l nL 、つつ、
世界の梢成要素の相互の動態を桜木てあらしめているのである 。

ｾ＠それらの感知、表象、認識を( あるいは上米の夢先立をも合んで、
それはともかく、いまは変符せずに固有の級相にとどまっている

そこに必然にかからに この小文では立ち入るいとまがなカ B ったが、
それぞれは場所を得て、土は支え、ノドかぎり、自然の本性として、

わる s - p の散文的汽ぷのありブi とその反省までも) I} Ｑ きょせる 。 ｾ
は流れ、火は燃え、風は逝く 。尺上のアイテーノレの広がりでは、 11

境問題の根は底しれず涼し、。一 一追って本来の建築中l'i ( アノレケ ーの
FI月と年を数えて、悠久の円il リU草を阿っている 。月 t EL辰カf 、

テクオ、ー) の広がりはひろく、奥行きは深い。
世界のコスミックなあり方についての、古典の この応答5

建築術は、「社会J JI<lfi l体 とともに、かような広がりと i栄みへの桁
畑

山

ー

見解は立l味深い。 「月下」 の ここ. tw. . 上では木が立っている 。

方を学I!' なければならな L、。 まことの感性 t 認識へ向けて( その発

語へも向けて) 学ぶ こと、それは桐人 ・共同体ともどもに求められ

た緊急の、相ヨ|丈の諜!li lである 。

を張って立って L、る 。木々はノド辺にも生えてし、る 。空 lニキjli を拡げ¥

空'1
1 に枝葉を繁らせている 。森に、紙業の繁りには陽光がひかり、

夏
FIには、木もれ FI が) ! B. にゆれて木下にi栄< ; 訟を落とす。 それはし

ととじまのひかりである 。 この'!i' f1j (l i いわゆる自然の風対であり 、

-
もに同じく都市の景観て苅もなければならなし、。建造物が型めつくし、

冒頭の晩秋か らいまは初冬へ、あたりは寒芸 におおわれている 。

その灰色の '1 1
に、再度一首を 11 ずさむ。

ぴ ん ぱ 〈 わ

あせたるをひとはよしとふ頻婆果のほとけのくちは

もゆべきものを

この歌人( 会津八一) にと って、み仏の将は印度の果実のす、街、

燃ゆべきものなのである 。がに、同11m: のつづきをり 」と 詠われた像

の口もそのようであるべきなのであろう 。百済制背の 11兄もまた。

ただちに全身仁ついてもまた肱彩て、あ

るべきものであるよう促すのてあろうか。現今あちこちで1おじが臨

んにな って し、る 。併も唯も根彩色て再建されてし、る 。 それはそれで

としても この赤紅のもえは、

林立もするアスフアルト ・ジ

ヤングノレの地表には、かよう

な本来の rl然の光景の場が、

端的仁余1I の場として、たと

ぇジ‘ ヤングノレの内に点在する

あり方としても ｉｾｆ ｉ かれなけれ

ばならない。 そこが人11¥1の都

市であるためには。一一「長

歩

「

ノ

t

ζ

ト

4

-
」

の

る

そ

い

入

、

み

観

'
山

り

と

端

こ
ク

Q

は

観

と

ワ

を

J

喜一小

州

問

t

わ

u
o

物と景観 ・観 光

Ｎｩｲｾ［Ｈ の折凶 ｦ の ｡ｾｾ は小川ｊＱ ＹＧＡ ｻｊＮＨ［、モンタージュ Ｑ ＮＺｴＧｪｃ円

コ＿としてな義深いが、ｴＧｦ ｴ￭ とした干 ＱＷ 色もまた ｦｩｾよL 、。歴民斗ニの

それらは、端的に、千年を超える歳川をILI らの$1lbj ミi *L 、であろう 。

にはかならなし、。

11元体に刻印しているからである 。肯仏は、想{ 象の )J によ っても 、-

，1，仙に微笑して立つのであろうか。点朱紅をきして、
与えられた詑而は残り少なくなってきた。夢想か ら目ll めなければ

拙稿が活字にな って、今 11 はもう年明けの早春である 。
ならな L、。11 ざめてみれば、あたりは cop環境会1誌の平副主であふれ

ている 。I也献が: u突でのr : nl 直一解決;がr: nわれている 。問題はl I J i:t E化し

つつある。解決のためには同際政治からの、行政政賀むてで、の、ある

いは科学 ・校術による変革カちドめられる 。 それぞれに布忠義な、不

あをによし写楽の仰の錨の音のi登みて l鳴るなり、この# の夜を。

歌人( 窪m主砲) と t もに、，1 ; 都の景観を思う 。ぼうぼうと森| 剥

けるまえの、 ここ はボTご澄んだ、夜の風最である 。 )j はない、やみの

可欠な万途であろう 。

風光は、 ｵ Ｎｴ ｪ る Ｗ 干の、錨のひびきの ｊￆ ｾ 韻でもある 。 者 Ｑ｜ の 家々は ｉｉ ｦｦ がり
それら諸々の ) i 途の札切底に、端的にl原理的! 将位にあっ

コンクリ ー卜 の! &物も、に沈んで. いよう、木造の家も鉄、カ、、ラス、

としても、

ての、解決に 向 けての ん 位が除索きれなければならな い 。 病態のＩｽｾＨ

型 ・原因( アノレケ ー) を凡) i J lけないでする、ただちに表1(1ifi" Jな刈処

みな一様に夜のしじまに包まれている 。かようなうif 飢のj瓜1ii のうち

に、 Ｓ 首々の コ ンクレトウム ｬ￬ｦｾ カ、れ ＱＱ 民っているてれあろう 。 ｪ 滝の下干カ ｦ
としての処世 ・処方は本当は有効で1まな L 、であろう 。遠 ) i からの治:

家々の裂をわたって逝く 。

( たなか たかし神戸国際大' ' ' / ; 教校、 r.や 1!1j. 1・、ill 築家)
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人の独|司は、私たちの川j辺の原J 111・原閃を臼党するために示唆涼〈

はないであろうか。 その場令市人の言説 li 矛盾のまま重附化されて



コンクリートの新しい使い方

福 永

マンション li 築30年 で一つの壁に当たる 。 ここ で抜本的な修迎を

行えば主主物の寿命は延長できる 。 しかし、ち百五のマンションは多く

の問題を抱えており、必要とされる修絡を完遂する こt が困難な状

況にある。そのため、①長期間使えて、 e注 ifr ! : 社会の変化に対応

し、 ③資産価値を保全できるマンシヨンが求められている 。 この課

題を向卒、決するため、寿命の長い マンションを成立させる考え方と、

それに向けての新技術体系をfI '(ii J ' I : しなければならな い。

提案の内容

木地案では、建物の耐久性に関するコンクリ ー 卜の新しい使L、方

t して、側十周年数石市るものさし、の安行| 生fiEの活用、の二つの

ブ沼 ー を述べるとともに、それに Ｑ ， Ｑ ｾＮ 迫して耐久性を高めるために必要

な、 ③二重崖線 、 ④ 設 備 の 蹄Vr、について提案する 。

時間軸の設定-300年住宅の前提一

長期いづ Ｂ Ｃ ｉｾｉ ｉ 軸については、目棋として ＳＰＰ 年いづ設定を行

った。ろt庇のマンションの耐用年数は、鉄筋コンクリ ー ト造の減価

償却JJUllll 1である 60年 い づ 数 値 を 基 準 と し て L' .s 。資産fm緬 を iWIる

基準だが、公的な基準は今のと ころこれしかなし、。 しかし、建物の

耐久性が向上すれば、利用 ｦ ｩｬｬ ￮ 値が ｉ ｾ ＭＺＭ ｉ ｉｊ まり、そのが［来、資産 仙 ｩ 他の基

準も変化する。経済的な観点からも耐久性の山佐物のMは が必要

にな っている 。 そこで 100年単位で使川できる建物にする こ とを目

棋とする 。

立ｾ物 ｬ ま梨なる昔 Ｑｉ 材からなる集令体である 。 者 Ｑ ｉ 材それぞれに寿命が

輿なる 。故も寿命が長〈、最も重要なのは柿造体てある 。 この構造

体を 11棋として 300年間もたせる 必要がある。構造体が長持ちすれ

ば、その仙の者11 { 立を更新する こ とで、雄物li 梢造体の寿命まで持つ

ことになる 。

しかし、住物の時間的耐久性を計る共通のものさしがなし、。 設定

条件によって耐久性能には速いが生じるが、 一般的な円安 t して建

物の耐川年数の共通の理リ符ーを行うものさしが必要である。

・コンクリー卜の耐久性のものさしとしてかぶり厚を採用

主ｾ物の ｎ 命を延ばす鍵は、 コ ンクリ ー 卜の耐久性能に大きく依存

する 。 しかし、コンクリ ー 卜に関しては、構造体や品質について論

議されることが主流であって、" 寺1m的耐久性能についてはあまり検

討されていな L、。そのため、鉄筋コンクリ ー 卜造建築物の耐用年数

を、判断する基準が明瞭でな い。そ こで、本杭では 「かぶり l半」 を

コンクリ ー卜 の面; 問3年数の尺度として使j りする ことを提案する 。

. コンクリ ー トの耐久性能の数イ直化

数1J ! [ イヒにさiたり、 コンクリ ー トにWJ する基本的な仕織を設定した。

24  tt 築と社会 ・1998. 2

博

(1) 新 ] ASS5 (1997年) をf耐且基準とした。

① 計i! ! f l 供周期間を1000' 1辻、長期にする。

②耐久設計五凶釘虫度は30N/mm' を標準として L' .s 。

(2) かぶり j早さは、新 ] ASS5ι L上のレベノレ設定。

本提案の設定値は新 ] ASS5の設計かぶり! 享さより大きな数値と

した。外部に接する柱 ・梁および) 耐力壁が耐久性を市める鍵となる

ため、こ の部位のかぶり !平さは 70mmに設定する 。

(3) 設計かぶり l写さ設定の考え方

新 ] ASS5の 「水セメン 卜比 と中性化の進行についての|長げ系式J に

基づいて、 300年の材齢を計X1 した。 7つの草斜l係数のとらえ方によ

り数値のばらつきが大きく !I'. るため、新 ] ASS5の設計かぶり厚40

ｭ 聞を基準として、逆 ｾＱ て＿算出すると約 ＷＰ ｭｭ の結果を得た。
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する速度を表すモデノレ計

t，1式」では、 100"f . を超

える '1
'
性化JUJ IM' l を設定す

ると、退出i なイ直が，'-1' ，てこなし、。

ケ Ｎ大 気 中て Ｇ コンクリー卜が中性化する 速度を表 すモテ Ｇ ル計 算式 Ｈｪ［ ｾ 谷苧 ー Ｉ

ホセメント比が60%以ドのとき、

y =  { 7. 27 R 2( 4_6X'ー1_76) 2} XC2

} - :  C まで，'，性化する JUII/ iJ (11ヲ

C  :  "' ttf ヒの{ 茶色 (cm)  

X  ノドセ メント比( %) 、 X' =X/ l 00

R  :  'i '1:'t ft必

紺 |をY = 300作、 X " = 45+ 5 % (lI'1'- cf創立30のi.'，¥[，Y;[J 也l玄のレミコンt古川町{7' . ，xJ :

1)) 、R = 1. 0 U-t! 外 . f Ll -_なし) 1: した場作、 C = 3 _49刷時 4仰とな る。

似に、 C = 7cmとして辺r I すると、 Y = 1209' 1二となり、 J 開U.J I(j な数tーになる。

(5) かぶり! 平と耐J =i ' J王子数のる同主

本提案では設計のかぶり ｪ 平を定めるに当たり、 ＨＳＩＨＴＩ の関係式ぞ ｾＷ



出中蹴Eとして採用した。 しかし、 きりの良い数値カ滑られなかった

ので、 表 1のように 100年単位で数1u品開Eを仮に定めた。その際、内

貯と外壁では去を付けた。

これによって 100年以 七

の耐周年数を有する姥物に

ついて、共通の理解を得る

表 1 かぶり厚と耐周年数の基準( 提案値)

白I川 f ド数 300
i
rニ

タト A笠 70mm 

ことが可能になるのではな 内 皮 50mm 

Lヴごろうか。

. コンクリートの接着性能の活用

次に コンクリ ー トの按許|主と柔軟性を利用して、コンクリ ー 卜栴

造体の耐久性ぞ高めるブ7法について提案する 。

建物のかぶり j平によ って、杭造体が10側二単位で保全されるため、

1] 二上材についても同等の耐久性能を保全する必要がある 。イ土t げに

タイノレを月二:J ｾ 、て躯休を被覆する こ とて而 ｴ 久性は高まるが、恭 ｉｊ 離とい

う問題が生じ、 30年ll l . 位で大規挟な修繕が必要になる 。 この問題を

解決するために コンクリ ー トの接許性能を利用する 。工法としては、

外壁タイノレのぷｻ ｊＡｬ ｊ に突起等を設け、 コ ンクリ ート ｾｦＺ料 ｔ 設と 同 ｈ 寺に

施工する 。 コンクリ ー 卜は、硬化するまでは流体なので、タイル裏

面に設けられた突起等 (図 2) の形状と親和し、後に強固に付着し

て剥離を防止する 。

また同時に、 この目 的のために新しい型枠の開発を行い、 コンク

リー卜 の桜粁生fiEを利川 して内壁側 においても断摂件オ t. U:J 二下it!!. 材

を、 コンクリ ー ト脳材T設と同時に純工( 図 3 ) する 。 これにより

内装工事の簡田制ヒと し、う付加価値も生じる 。

・裏足を付けたタイル

暗に食い込み、

和協!Eを防付文' ，Iil! を栄たす。

タイ j レ

. コンクリートの耐久性を高めるこ重構造の屋根

タイル・内装下地

同時施工方法

構造体と外壁が、 100年単位の時間に対して保全された。次は屋根

である 。屋根を二重屋般にする ことでコンクリ ー卜 躯体 は完全に被

覆される( 図 4 )。防水処理1された屋根の上に、修理可能な材料で大

ニ主催十H!: 二if[ スラブて

躯体の被説n州市まる。

11i 級」えぴJ" 1ー防ノド lまi車'11:、

fl iFH・ヨ主役する。

図 4 二重屋根

屋根を架設する 。上古I1の屋根を定期的に修理lする ことにより屋根の

寿命を延長し、柿造体制崩斐て》る 。 また、屋根内音I1は空3fVf i を有

するため断然以カ果も日出、。

・老朽化・陳庸化する部位の取り替え

コンクリ ー 卜に関する部分については、品質とかぶり J与と表面被

覆によって保全される 。 しかし、住宅として、 一回明間の使用に耐え

るた!!to/J として似合するためには、老朽化 ・陳腐化する設iiili ・昔11材 を

簡便にメンテナンスでき、交換できる構造にする ことが主要になる 。

. サッシュ等鋼製建具の取り替

えは、現在の→主的な工法てやはｾ

f本を損傷させるため、簡便に取り

替えられる仕組み (図 5 ) とする 。

これにより、修理 ・取り替えの際、

躯体を損傷させる ことがなくなり、

図 5 " 寸<r -

サッシュの S E F L 型取付方法 また足場も 必要でなくなる。

・設備については、およそ 30年を目途として大匁u英な取り替えを

行う必要があるため、ポンプアップ工法( 図 6 ) を採用し、さらに

配管をプライベー トと

ノ f ブリックにう〉け、簡

便 に取り替えられる付

組みとした。

このように取り替え

る必要が生じるものは

容易に取り替えられる

イ土品且みをつくり、 コン

クリ ー ト躯体の長期保

全と並行する 。 図 6 ポンフヲッフ.排 水

技術目標: S E F L  

私たちは長期耐久型マンションの技術目標を、 S EF L t. 呼んでい

る。Safety( 安全性) 、 Ecology( エコ ロジーな生産方法) 、 Longlife

( 世代を超えて永〈住める) 、 Freedom(自由に変更て3 る空間) の

4 つ の 瓢;字をとったものである 。建物はそれを活かすビジョンと

スト ー リーが重要である。 それを達成するために目標を設定し、そ

れを実現するために技術開発が行われる ことが望ましし、。住宅が内

包する社会性や主主主斉性の基本的なビジョンやスト ー リーが何かを、

技術や商l号1を通して r: [11唱、直して いきたい。

(ふくなが ひろし建築家、t { ，j ，k  ｴｾＧｊＮ ｩｬｬ 築 Ｈｩ ｊｦ 究所所長Ｉ
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既存構造物の長寿命化

太 田 隆 信

短 ｏ ｾ る動きもあって、この述いがなかなか理解できにくし、 。 鉄筋

コンクリート造の場介にも、 ついつい木造てや培われた考え方、作法、

というよりは- r I ' t 刊のようなものが先に立ってしまう 。

ここで、木造と鉄筋コンクリー卜造の優劣を論じようとしている

n先イ子構造物( 姥物) の保存てはなく、長寿命化いづタイトノレに

は、新しい今 " 的な斡きがある 。 そういった斡きを受けて、既存押』

造物( 雄物) の長j手命化には、 二つの側面があるのではなかろうか。

ごくごく常識(1旬、円? ? ; 茶飯事の増改築、そして改修。ひとつは、

のではない、誤解なきように。両者の述いをきちんとしておきたい、建物が生きている、つまりそこで生活が営まれているかぎり、生活

それぞれに長所というよりは、特長がある 。例えば、「明治村よあれに令わせて、時には生活をリ ー ドするようなかたちで、建物も変わ

なぞは、木造住築てあったればこその発想。鉄筋コンクリ ー 卜造だってゆかねばならな し、。建物の寿命というか、建物が生きがしけてゆ

と、ああはし、きにくし、。同じi ' 別?2刷」の「帝匡|ホテノレj と比校し

てみると、興味深いものがある 。木造の各，建物が、保存 ・修復であ

るのに対して、「帝| 王| ホテノレJ Ｑ ［ＱＺ、再 ｉｊ ｾ であろうか 。

おおげさにいうと 11 々変わり続けてゆかねばな

らないというあたりまえの仰打師、 つまり市井の生活の投影 とい った

側面。 そしてもうひとつは、重要文化j材、

くには、主主物向体、

さらには国宝といった伝

統建物の長寿命化。 これは、保イ字寸断友といった性絡のもの と考え

てｾ， ｾ、だろう 。 こうい った 二 つの長寿命 化が あると いうこと を 、 ま
鉄筋コンクリー卜造の場合

基本的に、 鉄筋 コンクリ ート 造建築の長寿命化は、建物が建って
きちんと整理しておかねばなるまし、。ず始めに、

その場所でしかおこなえいるその場所て. おこなうべきこと、いや、それからもうひとつ、長Ｉｾ Ｂ ＱＮｩ［化には、木造の場合と、石造 ・ レン

ないことと、理解すべきであろう 。 それには、その場jifrで生き就け

これはハー ドよりはソフトの問題、

ヵー造そして鉄筋コンクリ ー 卜造の場令という 二つのケースがある t

となると、てゆかねLf ならない。
この際、 指摘しておきたし、。いうことも、

長寿命 化の第一のノ 、一ドノレはここにあると解すぺきだろう 。f1'J 論の二者と後論の二者ーとの紺み令わせをはっきりとさせた上て二

このハー ドノレを釆り越えるには、鉄筋コンクリ ー卜 造のロマンと既存雄物の長寿命化は論じてゆくべきである 。型論的には 4通りの

そこい らあた

りから出発しなければならなし、。咋今の重要文化H1の認定など、そ

の/11] の司予防を甚} 附して相当フレキシブノレに対応、 安 I! 大な姿勢を示 し

いうか、鉄筋コン クリート造に対する愛者 t いうか、組み令わせがあるはずだが、現実には、伝統の木造建築に対して、

近代の石造 ・レンカ、造 ・鉄筋コンクリ ー 卜造建築といった保存 ・修

復的な ニュアンスが先に立って、市井の木造建築、石造 ・レンカ、道

|止問はそれについていけなし、! ¥1. 1' ; じ。タ支念? である 。ているのに対して、- 鉄筋コンクリ ー卜 造建築の長寿命化 という話はなカ‘ なカ' ，' -1-'，てきに

2  x  4村以J二にせよ、外来のものは、鉄筋コンクリー卜造にせよ、

。

、
L

 

，
，、
、

どちらかというと便利使いされている而が強くて、こち らのＩ ＭｹがＯｩ Ｚｾｊ 国な のでＢはな いか 。 ｼ波利時炎路大 震災の 例しかし、

それやれのよさ、

ｾヵ、のぼって探求されていはしなし、 。特長といったところにまで、それも在来工法のものをを持ち ，"'，すまでもなく、市井の木造建築、

木造建築ー 2 x  ＴｦｪＧ胞に対するｻｊ沫木造村誠い、う ＺｾＮＺｮ 未を込めて ーどう長苅命化すべ、きか。 この川題は、 当然、不燃化 という こと も合

に歴史があり文化があるように、ここでは月，/の機会にゆずり、めてぜ、ひとも吉命じたいテ ーマであるが、

2  x  4州法にも、鉄筋 コンクリ ー

卜造にも、 当然ながらそれぞれの歴史があり文化があるはずなのに

そこのところがおざなりになっている 。|羽った ことだ。木造の場合

以下、石造 ・レンカ、、造 ・鉄筋コンクリ ート 造をまとめ、日本の近代

同様に、鉄筋コンクリ ー卜 造についても、 ロマンと様々なエピソー

ドが諮り継がれてほしいものである 。 そういった物語の積み重ねが、

控築の初 ｾｖｊ の処築をも合めて、鉄筋 コ ンクリ ー 卜造建築と略称する

かたちで、論を進めてゆきたし、。

愛肴につながると珂l解してほしし、。

夜、の休l験談になるが、 II ?係1135年から 3 年/11] 、「南海ヒツレJ の 「市島とし

長寿命化というテーマ

そうなると伝統の木造建築、長i-i' 命化とし 、うと保存 ・修復、

屋百1t J，15J 部分の改築計匝|を担当させていただいた。昭和 6年から
うのが 3 ，1，日セット 。例え鉄筋コンクリー卜造を論ずる場合ても、木

9年にかけて建設されたこのヒツレは、大阪ミナミの玄関として数万
造の保存 ・ 修復の，ｾｴＧＮｩ縛から逃れにくい而がある 。

人 単位の来降客数のスケ ー ノレに介わせたものだった 。 それを ｮ＿ｾ 和 ＳＰ木造建築は、修開 ・噌改築 ・補修等いとも簡単に手を加える こと

年イ't の，，-，頃に、数ー1)7人単位の乗降客のスケーノレに対応するタ ーミがて3 る反面、長弘f命化 1; 1: むつヵ、 しい。それに対して、鉄筋コンク

その215一歩をふみIJ' ，したのである。保持命、

釆降ゑ: は段階的にふえていったし、今 11 のミナミの玄関口としての

f草寺字をととのえるまでには、 IIrHI145年の大阪万博前の「南海ヒツレJ

ナノレに変貌させるべく、リー卜 造の場合、修理 ・増改築 ・補修等はけっ こう大変だが、長寿

ぃ、うよりも、基本的に長

寿命なのである 。ひと頃、鉄筋 コンクリ ー卜 造の寿命を必要以上に

命化はさほどむつかしいことではなし、。

建築と 社 会 ・' 998_226 
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明築から、その後さらに、竹'1' 工務lJ7設計部によるプラットフォー

ム苦11分からコンコ ースにかけての大改築、そして FI建設計による「南

海サウスタワ ーホテノけし はば30年のi在日を要している 。

最初j は、いみじくも「一宮11I次 試 仁 川 と 何十けられたように、そ

の後の大ガ峠英な改修、新築工事に較べるまでもなく、本当に小さな

歩てーはあったが、 このH寺のプラットフォームからコンコ ースへか

けて、さらに百1' i : 底部分への人々の到所以の考え方等が、今 11 のタ ー

ミナノレのかたちをつくった。つまり「南海ピノレJ の長奔命化につな

カf った t 、干必かに自負している 。

昨今、 ，'i い、し、ぃ建物がむぞうきにうたわれていくなか、大阪のキ

タとミナミの両玄関口て二「阪急I，J i  1桁 !1j: Jの同タ ー ミナノレヒツレが枠の

姿てや頑張っている風景はすばらし L、。長j 子命化は、ハー ド而よりも

まずソフトの検討を? という切り 11て二ぜひとも この二つのZ阿ダIJ を考

えてみてほしい。 いろいろと見えてくるものがあるはずだ。

レト口フィットの今・.....

長j手命化を考える上で一番大切なこと、そして最も基本的なこと

は、やはり、それぞれの建物をとり ｉ ｊ ｾ ￻ 人々が末長くその控 ｴ ｩＧ ｊ を使

ってゆきたい、つまり、その控 ｴ ｩＧ ｊ を長Ｉｾ，命イヒしたいと考えるような、

L、し、雄物、愛される建物をつくること 。 これこそが、長芳2命化論の

スター トラインい、うべきだろう 。 し、 L 、主! ! 物、愛される建物、愛さ

れるし、し、主主物、それぞれちょ っ とずっニュアンスが違うようだが、

まずはそれぞれが考えるし、 L、建物、愛される建物を、ひとつひとつ

つ くってゆこうと自覚するところからレトロフィットは出発すると、

内戒の念を込めて強制しておきたし、。

11本ではレトロフィッ卜は、イクオーノレ免震レ卜ロフィッ卜い、

った感じであるが、本来のレ卜ロフィットの意味はもっと| 幅広〈、

青 うところのｼ玉 ｼ 宝、重要文化ｊＡｾ、またはそれに準ずる建物の修復 ・

保存以外の、いわゆる長寿命化 はすべてレトロフィッ卜と考えた }j

がわかりやすいのではないか。相、なりの思いを込めた発言 ぞさせて

いたfごけ Lf 、 レ卜ロフィットの伊 ｩ よりの ｴｾｬ ￲ 長は Ｑｾ ぃ帝えけてゆくこと、

文' . f: i必りの長寿命化 にあると、 言 うべきだろう 。

以下、「南海ピノレj 以後の長必命化のfね験談を ・

「神 戸 市立 ｴｾ 干物館 ｪ は ＱＱＱ こ ｼ枇浜 ￆ 令銀行」の建物を、博物館に出『

改築したもの。既存部分は、 iru九三診断のふM*にもとづいて、柿造相li

強をしている 。私にとって、故初の大}JUtf なレトロフィットの""]';例

である 。 ( 詳しくは「新建築J 117{不11581，1'- 3  J  J  J +{ こ拍，1災) 。

「戸屋市立打出教育文化センタ- J  L: J : 、もともと大阪市内にあ っ

た| 明治時代の銀行の建物の州立を、 IIRキ11杉山lに移築した鉄骨、鉄筋

コンクリ ー ト、オ嚇t造をミックスした行も 言われね建物てあった。

佐倉市立美術館

一エントランスホールより

ロビ一連絡 ロ

もちろん、地震に遭えばひとたまりもなし、。 この建物を長 lf 命化し

ようと、内部をす っかり鉄筋コンクリ ー トて改築、おかげで、今度

の地震では被害 を受けなカ・った。軟弱な地盤であ ったから、既存の

外壁の内{ ) ! i Jでの基礎|刻係の J: 'j " ; ; : は大変だった。簡単に希 うと、基礎

工事関係の梯材はし、ずれも屋外の、それも広々とした場所での使JTI

を前提に製造されたものだか ら、建物の内部での使川は tr っかしい、

というよりは無理であった。幸い小さな建物だったから、人 ) J !: fn'i 

li i.な機材というよりは道具て》包工てきたものの、既存のム! ! 物をちゃ

んと 活用していくとすれば、まずはこのあたりの椴財の改革こそ、

長舟命化を云々する場令、忘れてはならない大切なテーマである 。

そんな ことをしみじみと f本験したのが、それから 5年後の平成 8

年。巾之島の i 'i' 央公会堂J の保存 ・再生の仕事をさせていただく

ことになったが、この 5年川て樹: オ関係は長足の進歩を遂げ、今な

らν トロフィットも) ! 良市のイ b' JT、 と言 うとちょっと 言いすぎかもし

れないが、そんな! 古じである 。 よく 言われるようにニーズ( ソフト)

カZハー ドを開発する ・・ぃ、 u+似J I : 言 えよう 。

日立倉市立美祁7館J のエントランスホーノレは、 IIHJ ll lht.泌4行佐合支

!占j てある 。旧支出の|人l背11制針匁、再利用した。 いわゆる 内生ξ [ :); jJ.

てあるが、 これからの娃物の長寿命化を考えるとき、レ卜ロフィッ

卜の仕事のひとつとして、 TTててゆかねばならない分野である 。

古い草袋に新しい酒を・. . . . .

ii ! : i ，、革袋に新しいi凶を入れる J という古い諺があるが、主! ! 物の

長寿命化Ij : 、まさにこのことと思う 。

大長災のあとだから、レ卜ロフィッ卜のテーマは、どうしても技

術的な方向に傾きがちだが、まずソフト 。初めにソフトありき t 考

えてはしい。冒E頃にのべた「明治中tJ の司王例にしても、l ' リl ? 台半、u と

いう発想、があったればこそ、あれだけまとまって、立重なものを保

併する こt ができた。繰り返しになるが、木造主体だからあれだけ

のものを集める ことができたが、鉄筋コンクリー卜造の場令は、あ

あはいきにくい 。 それぞれの場所て、それぞれの長Ｉｾ ， 命イヒのアイデ

ア、発想カ，. ドめられるのてある 。 これは、大変なことと rut しなけ

ればならな L 、。アーキテクトの其の力量が問われる 11キである 。

まず始めにソフトありきと苦いてきたが、そのソフトは、十分に

ハー ド而の袋イ寸けのあるソフトであり、発言でなければならないこ

とは言 うまでもな し、。 さもなくば、せっかくの長弁命化 も、絵に iill l

いた餅、単なるブームて ＢｫＺｾ わ っ てしまいかねない 。

今一度「古い112袋に新しいi肖を入れる j この言葉の却味到来くか

みしめてみたいものである 。

( おおた たかのぶ 株 式 会 社 坂frill 築研究所( ¥: : ぷl{X締役大|以下務所長)
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コンクリヰトと環境

井 芳 夫笠

図 H J : 、明治時代からのわが凶のセメン卜生産註と第 2次大ii没後

のレテV ミクス卜コンクリ ー トの生産量の推移である 。戦前のセメ

一 制亮葉物や産業 ｊｾｾ 去を物の捨て坊がなくなり、有機ゴ、はじめに

ント生産量の合計はおよそ 1佑 2千万トンであり、 このうち 80%が

コンクリー卜の製造に ｈｊｾ 、られたとして、単位セメン卜孟を 300kg/

ミの焼却処分の際発生するダイオキシンの|問題、あるいは地B附昆l暖

化対策としての C 0
2
1J /I :I，11など、大きくは地対t環境の保全ある L、IJ:資

源 ・エえ、ノレギーの持続的なイ史用など、今、人類の将来を占うような

げとすると、約 31芯2千万m'である 。第 2次世界大戦後のセメン卜
重大な問題が品起きれている 。

生産量の品鯖十は約26億トンである 。レテV ミクス卜コンクリー卜は建設産業は膨大資源を消費し、また建設1時あるいは向料相|寺に多iE

約45億 5千万州、 JlXli吹から 1975年までのレディミクストコンクリーの建設高IJ 産物を発生する 。特に コンクリ ート は生産社、副産物とも

ト以外のコンクリー卜生産量は約 5億 4千万m' i : 計算され、! 被前かコンクリ ート カ秘境に及ぼすij郊ドをさぐるために多し、。 ここでは、

らちt( : Eまで合計約54億 l ごF万m'生産された ことと なる 。このように
の要因をとりあげて解説する 。

これまでに解体さ

れたコンクリ ー卜 の量は 1975年から毎年2，500万トン解体されたと

して、 20年間分であるから 5{む卜ンとなり、約 2倍、m' 解体された こ

膨大な誌のコンクリ ー卜 がこの品|到に投入され、

とになる 。

セメント生産のための

エネルギー消費量とC 02発生量はと‘のくらいある力、?

セメン卜を 1 トン生産するためには、約910X 10
3

kcal  を必要とす

コンクリー卜の生産量とマテリアルフロー

海外より輸入7. 2

( 平成 5 年度

単 位 億 t )

コンクリ ー トは、年

1m2憶がも生産される

巨大な産業である。 イ史

る。i京j由に換算すると発熱批10X 10
3

kcal/ kg として、 91kg/t i:な

る。わが| 到の近年のセメン卜の生産fiI を9，000万トン( うち 1，000) J

トンは輸けリとすると、原ilJ I約819). 1"ト ンとなり、 50) J トンのタンカ
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J刊されるセメン卜は

7，000- 8，000万トン、

骨材は約 5億トン t な

る。 これらの誌は図 1

わが国に示すように、

ーで迎. ぶとすると、約17般と なる 。

セメン卜を 1 トン生産するためには石灰石 ( CaC0
3
) を約1 . 16 ト

ン必要とする 。このうち、約44%が C O
2

として放ιゆれる 。セメン

の近年におけるマテリ

アノレフロ ー
( l 年間に消費 される資源の拡) 23.  ＶｦＡｾｾ ト ンの約 Ｑ ＯＲ を 内

めているのである。 このように膨大なiitのセメン 卜・コ ンクリ ー卜

の生産カ環境に及ぼすｾｾｾと、資源の持続 ＨＱｾ ｝Ｑ Ａ却 Ｑｉ のために、

卜1 トン当た りC O2
が0.51 トン放出されるとして、年IIll4 ，590万ト

ンとなる。 このほカ城跡斗、屯) J の消費があり、 セメン卜生産主』こお

ける COe e生率は主要建設材料のと1:: 産の際、発生する全 CO
2立の約

リユー

これは人類の生き残りをかけた重要なス ・リサイクノレが要請され、

調t越となってきた。

コンクリートは都市の気候に

影響をもたらしたか?

わが国の コンクリ ート の生産量

は年間約 2億m' i : 述べたが、その

iEに実感が1' 1" わない。 このiit は束

点 ・大|坂|討を 550kmとして厚さ l

ｭ 、 ｉ￞ｾＳＶＴｭ のコンクリー卜道路

を4WF 1 本建設する盆に相当する 。

セメント及びf レテ'ィミクストコンクリ

ートの生産量の推移

((ω セメント協会 ・全国生コンクリート工業組合連

合会資料より。生コンクリートの実数はこれより 15

%程度多い。)

図 2
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また 10トン柏みトラックに砧載して 10ml/ ¥Jli 扇に配車すると、地球の

周長を 4万kmとして、 11. 5凹取り同むhl!: なる。 このように) J 彰大な

誌のコンクリ ー 卜を、 15年間山よも生産 し続けている のである 。 こ

れカ堵11市の「コンクリ ー 卜砂i臭化」というショッキングな表現を生

んだのである 。 コンクリー卜の丑r: nにおける苦熱と夜間の放熱とは、

都市のヒ ー トアイランドｾｾＭＡＮと無関係で‘はあるま ｌ 、 。

コンクリー卜構造物を作るための合板型枠の消費量は?

コンクリート間合板型枠にはフィリピン、インドオ、シアなど雨方

諸1玉| のラワン材が用いられるが、わが国の輸入量が突出して多〈、

淵本の伐採による表土の流出がけ胆とな ってきた。その結果、 コン

クリー 卜 型枠の合板の消費カ ｦ 地羽 ｸｲ ｊ［Ｚｾ境の保全の立場から注目される

ようになった。 ここ では、令板型枠に必要な令板の ￬￬ 刊 ｾｩｬｬ について

検討する 。桝造物の手重類は多様であり、かつ l 枚の合板の転JIこj同数

も1. 5- 4. 51旦| と大幅に異なるため、コンクリ ー 卜の生産量や建物の

れ工床面和などに基づいて算定するのは岡日ff なようである 九

コンクリ ー 卜J=FI型枠令板

( rI本jA林規絡) の 1996年

j立の総1+'，荷量( ) 享さ 12mm、

表 1 コンクリートパネルの出荷量(1996年度分)

(900X1800X12m. 換算 :Jj 枚)

ｉＧｾ＠ I人1' 1: 1並

900 x  1  ，800mmに換X- ; I ) と輸 愉

5. 278 

入祉の令言十は、 表 1 に示す 州民 1:制 uイ刈介会の，J!l 仰こよる。

ように 13 ，250万枚となる 。構 造川、野地板、応阪な1 : : ' ( こ使mされる

ため、コンクリ ー ト型枠JIJ にはこのうち約30%手目支カ切れ、られると

いうことてゃあり 2)、約3，975万枚となる 。木材の体積は 3，975) J X

0.01944m'主 77万m' となり、これに必要な j京木の体積は 5 %増しと

しても約81万耐という こ とになる 。合t即売材の一部はパーテクノレボ

ー ドJ = t J などに用いられている 。令板井J}京木として特定の南方の品の

ラワン材を伐採し、環境破壊がll¥jJ国となり、代替型枠が|制発されて

いるが、 FI木建設大工工事業協会町二よる t 、令板型枠に比 し1ill i格、

寸 法 ・重 虫、加 工 性 、 互 換 性 、 人 体 へ の 刺 激 ( GFRC 型 枠 の 場

令) 、リサイクノレ性などの点てIl ¥J j 国があり、令板型枠と同等か、有利

であれば干干及するが、宅 ｦ さ伏てやは集Ｈｦ ｾ しいようである 。

コンクリート塊の再利用

建物の解体などによ って発生したコンクリ ー 卜塊は、 1995年l立に

3，600万トン( 約1，130J J m') も発生した( 図 3 ) 。 この立は コンクリ

ー 卜生産祉の約5.7 %に相当する 。なお、 Wf:休コンクリ ー 卜塊の約65

% は路量生キオ、埋め戻し材、敷き均し材などに再利用されてしゅ。建

設行は「建設リサイクノレ11凶主計匝'1'97J において、 2000年には90%再

利用したいと公表している( 表 2) 。構造物の解体は、今後さらに増

える ことが予想されるが、

;思想としては、執造体の耐

m年数を大きくし、さ らに

建物のt葉未来替え、J l I途変更

1，U ' によって向平体する こと

なく、長い年月使川するこ

とが望まい、。それには設

計の段階から長寿命化と、

鋭校岱えなどを考応、してお

くべきである。

解f木したコンクリ ー 卜J鬼

アスフアルト コンクリ 卜塊

36.0 (36%)  

81% 

l 喝

図 3 種類別建設廃棄物の排出量

出典建設耳目産物実態調査

網がけ部分の数字は再利用率

引 建設リサイクルj睦 計 酌7(リサイクル率の目標値)

平成12年度

. ! i l l 設廃棄物 80% ( 58%)  

アス7 7ノレト ・コンクリート塊 90% ( 81%)  

コンクリ Ｍｾｊ ｊｬＡ 90% ( 65%)  

建設汚ilt 60% (14%)  

!ill設i昆令廃棄物 50% ( 11%)  

! i l l 説先生木材 90% ( 40%)  

. 建設発生上 80% ( 32%)  

をコンクリ ー ト刑'IIJ.材とし (  ) 内は、平成 7年 度 の 抑;itf l也

て再利J ' Iニlするための研究は、筆者によって 25年前にはじめられた。

その後、 1977年に帥建築業協会は下再生骨材及び再生骨材 コンクリ

ー 卜の使用規準( 案) ・同解i見J を作成し t.: 九 建 設 省 は 1992年に 「再

生 コンクリ ー トJ=Iこl途別暫定使用基準J を制定しているが、いまだ、

実建築物としては1996年に住宅 ・者| 灯時針路公団八王子実験場に実験

棟 t して R C 2 階建て約200げが建築されたのみ t いってよい。昨

年の夏、例建材試験センタ ーに設置された再生 コンクリ ー 卜技術委

員会は、直径100cm、深さ 30mの再生骨材コンクリ ー ト杭をつくっ

た。場所打杭は上 '1
1にあるため、収縮や凍結融解作月二! などを考慮す

る必要がなく、羽生コンクリ ー 卜に適していると考えられる 。再生

Ll→コンクリ ー 卜専門工場は東京に 1社あり、外構コンクリ ー ト・木

造建物の基礎な E として n間約300m'1.B荷している 。大阪には JI S

- 場認定を得ながら、 JI S 脱俗外の再生骨材 コンクリ ー トのみを出

荷する生 コン工場があり 、外相出l ・木造建物基礎問などとして毎月

約3，0∞0∞0- 4 ，0∞0∞Om耐nげsii出ll日出:B

このように、手駐主 コンクリ ー 卜の実用化 は遅々と して進まない。

理由はいくつかあるが、 コンクリ ー 卜用一院主' 骨材を製造できる工場

がなく、さらに再生骨材を丹1ｾ 、て製造する生 コ ンクリ ー 卜工場がな

く、カもつ羽生 コンクリ ー 卜をf却1=1した経験がないためて、ある九 主要

都市にパイロッ トプラン卜を設置するなどの施策が必要である 。

・コンクリー何故粉の再利用

再生組骨材の製造過程において 、' 自材表面に付着した比重の小 さ

い、強度の弱いモルタルを除去し、改質処理をする こt がある 。 こ

の場合、粗骨材は)点コンクリ ー卜 の20%程度 しか採れず、多量の微

粒分が発生する。この対応策として、

① セメン卜の代替 : この徴組分rl 1のセメン卜は7同 1しているので、

セメントに代替してJ l 1  ｾ、ても強度は発現しない 。② オ ー トクレ ー ブ

養生 . こ の微粒分と石灰をそノレ比を誹陛してオ ー トクレーフ道生す
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ると、ある平D支の強度発現がみられたが、バラツキが大きカ B った。

これは微紐分中の骨材の組成が河川に よって異なるためと思われる。

③ このほか泥土に微粒分 とセメ ン トを加え、化学i毘和剤を用いて流

動性を大きくし、担戻土 t しての使用がはじまっている 。

. エココンクリート

エココ ンク リー 卜とは、制H粗骨材として石灰石を用い、その解体

H寺に発生 したコ ンクリ ー 卜塊はセ メン卜工場に搬入し、全量セメン

卜の原料とする ことがで3 るコ ンクリ ー 卜につい ての着想をいう 。

砂町E、石灰石は年間約 2億トン消費され、そのうち コンクリ ー 卜

骨材としては約3，500万トン消費されている 。 1993年におけるわが

国の石灰石の可採粗鉱盆は96億ト ンであるから 、現状の採掘量 と推

定 して今後50制践は官桝されるが、本格的に コンクリ ー ト用骨材

としてm，、られるようになると、 20- 30年て干i出品するものと思われ

る( 表 3 、図 2) 0 50- 60年後にエ ココン クリー 卜を用いた構造物を

解体したとき、日本に セメン 卜工場が存在しないこともあり 得 る。

このような コンクリ ー 卜が本当に環境の保全に役立つ コンクリー卜

とは忠われない。と りあえず石灰石骨材を用いた場合、その ことを

銅板などに明記して、構造物の目立つと ころ仁取り付けておく こと

により、将来解f本時の再利用に有効であろう 。

1000 
表 3 石灰石 の鉱 量

(1993年 4 rJ JJ UE)  

埋蔵鉱量

鉱 山 千 t ) 1品位( %)

確定 111 ， 709，240 81 53. 3 

推定 I9，045，577.0f5U 

下 恕 ｾＶ ， ＶＷＵＮＳＵｌｏ I  52.9 

;i 1- 157，430，16891 53. 2 
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可採草且鉱量

鉱五百す] 品位( %)

確定 1 9，601 ，660.61 幻 l

有ri定 1 7，174 ，99161 55-:3 

予恕| 川99，903.51 52. 7 

ｊｾＮ＠ 137，876，555.71 55. 3 

1主) 品伎は、 C.O合有量。

(J. ' l l成鉱 i孟統計調査より)
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コンクリー卜洗浄水及びスラッジの再利用

生 コンクリ ー 卜工場においては、 ミキサーやアジテーター トラ ッ

クの洗浄水、及び戻り コンクリ ー 卜の処分は次のよ うに行っている 。

① コン クリ ー トを洗浄し、出陣且骨材 を取 り出して、再利用する 。

⑫先い* は上澄み水とし て再利用する 。

③ス ラッジは図形分としてセメン卜立の 3 %までコンクリ ー トの練

30 

り水に混合して用いても良いことになっている 。

ところが、近年スラッジが多量に発生し、問題となってきた。そ

の原因は、建設現場において コ ンクリ ー 卜 発注の際、 ｬｩｾｾｾ にゆとり

をもたせすぎ、多量の戻り コンクリ ー卜が生じ 、そ の結果として、

スラッジが多くなっているようである 。

iit に発生したスラッジ処分ブ刀去と して、次のようなものがある。

地面に穴を掘って埋める/ 山畑に ".，和剤として散布する ( それほど

有効でな し、) / 生 ゴミ 焼却炉にアルカリ材として投入する/ セメン

卜の原料として再利用す る ( セメン 卜工 場 に近いとこ ろのみ) /

800.C干D支て"tycいて、 i111炉スラグ微粉末と混合 して、セメン トを作る

(製品イヒされたこと もあったが、3jF及しなかった) 。

④戻 りコンクリー卜を硬化させ、破砕して骨材として再利用する 。

戻り コン クリ ー 卜を最少とするため、現場校符守幸四による積算の合

I型イヒを期待したい。

工コセメント

エコセ メン卜は汚陀焼却灰を原料の一部として、石灰石、シリカ

など成分調整制T' 、必械したセメン卜である 。強度などはポノレ トラ

ンド セメ ン トと 大差な いが、 ｾＺ ［ｴ［｟ ，化物イオ ンを多量に含むため、鉄筋

コン クリー 卜用としては使 えな し、。無筋コンクリ ー 卜の製品用とし

て用途|羽発が行われている 。将来は生ゴミ焼却を兼ねてセメン卜を

製造したいという研究が行われているようである 。 このほかに、 セ

メン トカi WX: : 脱持斗として古タイヤ、ノ f チン コ台な E が汗lいられている。

むすび コンクリ ート のさ1::: 臨 IIがJI !ij 大て、あるため、「コ ンクリ ー 卜

と環境問題J は、大きな社会的テーマて‘ ある。 人類の生き残りをか

けたI也務迂震士jEの{ 呆全にi築くかかわっているので。ある 。

但木的には、これまでのように安易に構造物を解イ本して新築する

ということでなく、建物の長舟命化や、 f剥: 張怯え、i J i 去用などを心が

けるべきである 。 これは設計の段階から考えておくべき ことで、社

会資本としての建物の価値を決める要因の ひと つである九材料学

徒の一人として、 設計の先生方に切にお願いしたい。

1  ) 飛l川主之、 己主: 筋論文、セメント川i民和剤lのマスコンクリートへのi ! W1 I に|則する日f九

1976"1三3 JI 

2) 戸fi 千武、戸fr主l ! 泌附I t wlx鮒生による。参考・! 出生会両械で、きるかコンパ斗11日組・

ｦＩ［蹴 ＱＱＺ｝ 題、制 ＱＱ 本生 ｬｬ ｾ おに｛｟｛， Ｉ ｾｾ協会編

3) 笠)1ヲ九長、 !J nt: i秀治、コンクリート E抑特命のil .j.;f I)J I) ( その l セメント ・コンクリー

ト)、 No. 347 (1976. 1)、pp. 20-2& ( その 2 I司)、 No. 438 (1976. 2) 、pp. 16-2

4  ) 笠井芳夫、建設目| 附却の fl#肌iの防法と コンクリ ート塊の隅1) 朋の現状、「資il!;llJm阻

社会」構築に向りての ｩｬｬｾ 共産業持の ｦ ＩｴＧ， ＧｉｉＩ 、 ｩｬｬ 設両 Ｑ Ｉ 起物のリサイクノレ広相 ｈ Ａｲ ｩ Ｎ｡ｧ会 ｊｊｴ

1997. 11、 pp. 70-77

5) 笠)1ヲ九1(， ｩｬｬ 築物のライフ ・ メンテナンス ・ リサイクノレへの言｜，ｾ曲、 ｬ 紅仁、 ＱＹＹＵＮＳ 、

pp. 102- 108 

( かさL、よしお 日本大学生産[ " f : llflill 築 工 a予科教授、_ [ ，予防士)



現在の廃材処理

安 ヵ 川 常 孝

建設副産物の法的位置づけとリサイクル方針

建設高1J 産物と は建設工事に ｦ￞ｾ 、副次的に得られるものであり、再

資源の利用の促進に関する法律( 以下「リサイクノレ法j という) で

定義された指定副産物の一つである 。廃葉物の処理及び清叩に関す

る法作( 以下「廃帰法J い、う) てゆ控設廃棄物のほかに、建設先

生七及び有111日物も含まれる。

￟ｾ 帰法て羽 ｉ［ｈ Ｇ ， ｉ ｊ ｔ 業者は 、事 業活 動に よって生じ たすべて の廃棄物

をli らの責任において迎 Eに処理する責務をれって L 、る 。位制球ー

に必要な資料は単価が去、、ことから、! & 設副産物は無Ifi てー提供し、

適切に利用する ことが資源の循環活f l ' Jのおt ! 主力、らは令理l的である 。

しかし、 NH司法では排出事業者が処理業者 t 委託契約を締結して適

正処理する こ とを＿手問先づけており、 ｾＡｉＮ ｦ［ Ｇ ｦＱＧｩ Ｚ ｬ 赴供は祭じられている。

リサイクノレ法て。は建設業、カ、、ラス製造業、紙製造業の 3業1JI を判

定業J ill: と定めて L、る 。さらに、施工金額カ( 1: 1' - 11¥J 50億円五L I::. の! &設業

にはじ砂、コンクリ ート のJ鬼、 アスフアルト コンクリ ー 卜の塊、木

材の 4 租知を指定高1J産物 t し、 再生資源として利 J'I J をG叫主す るよう

オ問先づけられて L' t.>。 その悲木方針I . i 以下の 5 つである 。

- 工作仰に要求される機能を舵保して、再生資源の利則を|ヌ|る 0

・副産物の分別、破砕等を当該引坊において行う 。

・1
1
}生資源化1i 包設のi丙mをlヌ|る。

- 日1J 践物の先生の抑1111J に資する施工ブ万三ミまたは資材の選択を行う 。

Ｎｉ ｬｾ 七資源の利 Ｉｉ ］ｊ 促進に資する 。

ＡＦ設ヂ｛て Ｑ 正、リサイクノ ν 法制定を契機に ￭ＡＦ 設ｾＢｉ｝産物対策行重 Ｉｊ 言 ＱＭ

|市|ー リサイクノレプラン 21- J を策定し、行民が連携して建設il . 1Jj主物

のリサイクノレを1(出主している 。

その具体的施策は、以下のとおりである 0

. 設計の工夫等による者向丘した発生抑制l。

- 工 'JTII ¥J のWi報交換等による 峠大阪の リサイ クノレ拍 唯0

Ｎ 羽平 ｉｊ Ｉ Ｑｬが凶出 ｦｦ なＩ ｾｾ葉牧 ｪ に対する勘以 ν型 の 十世誕 。

- 柏極的な技術開発のf制主。

コンクリー卜塊の利用状況と問題点

主主設副産物のうち コン クリ ー卜 ｊ 鬼 の 利川状況とそ の ｬｩｩｊ 題Ｎ Ｇ ，ｾを示す 。

①道路川羽生什材 よく官: 型された一再生施設で生産された再生什

材 を路盟主才A として使刑した私的、日各総 t しての強度、すりへり J氏抗、

抑l性指数、? ' i ノドiLi; 等いずれもパージン材より良好である 。

② コンクリ ー卜 用再生'1']沖オ l京什材に付析しているモノレタノレ分の

除去は同事 ｉｾ である 。 そのため ＱＱ ルド半が市くなり、コンクリー卜の強

度カ河丘下する 。モルタノレ分の除去率を高める t 再生{ 耐各カ市i くなる 。

G濃J j 栗石、採草壁裂込材 この目 的に は以前から用 い られており、

新し し、利用法ではない。

⑩市装フィノレタ ー材 空港の舗装 フィノレタ ー材 t して使用実績が

あるが、持ヤドがアノレカリ性になるので、中和目的の 脚J，丸噛施設が

必要 になる 。

⑤魚礁、敷石、プレパック ドコンクリ ー 卜による重力却i砥 等

試験工事て使用実絞があり 、いずれも好結果を得られた報告がある 。

建設廃材処理の手順

位 Ｗ ねｾＺｲｪ［［Ｚによる建設副産物は土、紙材オ、金属〈ず、木〈ず、

コンクリ ー 卜塊、アスフ アル トコン ク リー 卜塊、廃プラスチ ック、

その他雑多な混合物として発生する 。

これらを発生現場てl } 資源化する場合は、解体業者が建造物を解

体し、 発生 しt..: il. 1Jj宝物を移動式施設をmいて、発生現場て羽生資源

にする 。建築物を解体する場合は、皆主施設て、、外部 と遮断した範囲

内で作業が行われる 。鉄筋 コンクリ ー トの建物であれば、ま ず内装

苦11を撤去し、現地て素材月 IJに分別する。m; f本はパーラーで切りくず

し、コンクリ ー 卜J鬼と鉄筋とに分ける 。ダスト対策てやジ‘ ェッ トポン

プを則いるので、解体で、発生するダストは副産物に水滴とともに付

着する 。振動ふるいによって鉄筋、 コンクリ ー 卜、 土砂に分別する 。

施 主の ｦｴｾ 車買があれば発 生 し ｴＮＮＺ ｩｬＮ Ｑｊ 産 物を移動式クラ ッ シヤ ー Ｈカ、ラ パ

ゴス) て引JJ 'Iこlするサイズの砕石にし、明也て、再利用する 。

発生現場て平].f IJ Jl J しない場令は、混合副産物 t して再生工場に搬

入される 。再生工場てゆ手)1阪は次のとおりである。

⑪辰到jふる いによ って i昆令市1J 産物 rl-'の土砂をふるい落 t す。

②風力選別機て可燃物と不燃物に分け、可燃物は焼却する 。

⑪i強選機でアノレ ミを合む金属くずを回収する 。

④ 手選 別で木〈ず、Ｉ ｾ ｾプラスチックその他の混合物に分ける 。

⑤水 力 引l:J ｾ＠ 、て重祉物のうちの創f I * 立物を除去する 。

⑥重量物のうち粗いも のがコンクリ ー ト塊となる 。

⑦ コンクリ ー 卜塊営クラ ッシャ ーて、、所定のfiI.J支にf土上げる 。

③廃プラスチッ ク等のi昆1' i - ' - 物は埋立処分地に運ばれるが、廃プラス

チックのみで迦め立てると有枇反応、によるカコ発生、火災等がある

ので、品質の劣る 再生什材を誼ゴことして利用するケースが多L、。

商品としての再生資源の行方

コンクリ ー卜 塊から再生什材を生産する再生事業者は、 リサイク

ノレ法の第 3{封日定事業者になるので、分別後のコン クリ ー 卜塊は再

生事業者 に集 中 する。 ｊ 区 ｉ ｾ 後の骨材は再生骨材の品質基準 Ｈ 案Ｉ (総

フ。ロ) に従って用途別に分け られるが、再生商品 t して確実に版売

建築と社会 ・' 998. 2 31 



可能なfiIBai は手間をかけたものに限られ、生産された再生骨材がす

べて売れるとは限らない。再生工場の事業者がi献冬処分業も営んで、

いる場令には自社処分地の覆土材として完れない再生骨材の利用は

可能であるが、- J : i U: 村ι分地主? 持っていない再資源化専業者の場合に

は利用仰II仙のない再生骨材を売り初IJ くことがでヨず、自社てやス トッ

クせぎるを制ない。 ストックヤー ドに余裕がなくなると再生骨材の

行き場がなくなり、再生事業をストップせざるを得なくなる。

ｈ 乍年 ＱＰ 月に、奈良県て Ｂｾｉ ，ｦ［許可て、産業廃棄物を投棄した業者に院主

Ｇｾ ｊ 材を委託処分した疑いで、再資源化専業者が逮捕された 。 廃棄物

処理法違反の疑いであるが、捨てられた現物は再生骨材てあり、骨

材として使用するには品質が劣るので克れず、自社にストックする

余絡もなく、無許可業者に処分を似KWTI したものである 。

再生廿材は、資源として利用する J=J 的があるので暁葉物てはない。

建設廃棄物11
1
の コンクリ ー 卜塊を分別 しそれを? 似砕 して得られた再

生 'j I1材は、生産された11寺点で廃棄物でなくなり、マ ニ フェス卜( 枯

荷目録) の対象にならない。奈良県の場令、許可を得た処理業者が

塀てが問うなどのfJW苦対策をして山rl' に柏み上げていた場合は資源の

保管に該当し、 j尭葉物処理法違反で摘発する ことは不可能になる 。

解体作業とマ二フェスト

建築物や土オミWi: 造物の耐月 J年数が過きγ J り、手欣lI.計匝lに支障を来

したり し た理 由 て Ｂｗ ｍ 村 ｦＦ 去されると、ｾ設高 ｉｪ 産物が大量に発生する 。

この場令に解体作業を担当するのがし、わゆる僻付喋者である 。 しか

し内側喋なる職業は産業別類重として 日本には存在しない。解体

保業は、とび ・土工工事業の特定建設業の許可があれば施工できる 。

廃棄秒氏主理業者てないとび ・土工工事の指定建設業者が解体をした

場令、注文主から依頼がない限り、解体した業者はマ ニフェス 卜の

発行をしない。 マニフェスト制度は産業! 亮棄物の不法投棄を防止す

る目的て官5制化されたが、建設廃棄物を直接発生させる解休業者に

言明先づけられていないので、程々のIl fjJ迫力 f発生する 。

建造物を併特し、その跡、に新しし、建造物を建設する事業を、同ー

の主主設業者が行う場令には l:fH国はな L、。 また公主思:JJ . 業や大手建設業

者が解体工事のみを? 施工する ;tIJ 作も H日組はなし、。民間の建造物につ

いて附本工事のみをオ附喋者に広捌制ｾＨし、マ ニ フェス卜発行を施

工条件としない場令に ｝Ｚ ｩｈ 迫力主発生する 。 向何本工事に ｾ ｪ める処分 ＧＱＡ ｊ 月 Ｑ

の比率カfrJiし、ので、処分地 に揃M しないで不法投棄により処分費用

を浮力、す場令が多 L、。

再資源化と処分のコスト分析

先述した奈良県の不法投棄の経済的背対は、通常の埋立処分料金
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が運賃を別にして 10000- 14000J1] / t に対し再生業者は 1300JIl / t  

で 処 分 制t'<. 頼していた。再生'1'1材である こ とがはっきりしているの

で販売するときパー ジン竹材より安くしないと売れないのに、笑| 療

の原{nfi Ij:ノ f ー ジン骨材に比べて日〈ついている。再生骨材を自社てや

ス トックできず通常の処分政もかけられないとすれば、 10 %の費用

で引き受けてくれる業者があればそこに依頼する 。

砂町王の|長! 西地域の干厚生事業者は、建設現場からの混合同l産物を

40000円/ 4 t  ( 6 m
3

のボ、ツクス) て。引 き取っている 。東京の再生卒

業者では混合副産物からの完全分))IJ 化が進む傾向にあり、分別後の

副産物は種類によって仰i値カf呉なってくる 。例えば紙類は→l腕 棄

物になるので処理費JlJ は Oである 。再生にかけた費用の回収ができ

ないので分別を徹底すればするほど号 |き取り価格を上げ' ざるを得な

くなる 。現在、東京のi毘令市IJ 産物のう |き取 引日lI格は 6 - 70000円/ 4

t  ( 6  m
3

ボ、ツクス) になっている 。l刻西地区でも完全分別 化の方向

に進んでおり 、東京側絡並みに上げざるを得なくなる 。

建設副産物再利用率は高められるか

建設省てではリサイクノレプラン 21てい、建設廃棄物については酉肝

2000年までに 10 %の発生抑制と 80%のリサイクノレ率を目指してお

り、建設業者に実績を報告させてし、る 。iJ f ，、笑絞業者は公表される

ことになって いるので、娃設業者は取引 を している廃棄物次k理業者

に荷主t 1.庖設の設置と第 3干副 行定卒業者の免許取得とを要求する 。廃

棄物処理業者は得意先を附当示するために設備制止資を行い免許を取待

する 。 コ ンクリ ー ト Ｑｍ を単品で資 ￬ｊｾｾ 化するには ＷＰＰＰ 円 Ｏ ｭ Ｇ のｾｬＨ ｊ ］ｲ］ ｊ を

要するが、混合副産物として一括ヲ |き取り、処夕刊也の覆土利用等てや

全体のlt長尻を合わせているのが実情である 。

リサイクノレプラン21の目標を達成するには、リサイクノレ製品を相J'

ｾｊ ｉ Ｔ ｊ ｪＺ業者て Ｑ ＰＰＥ 買い戻して再利則する こ とを毒釘労づける必要があ

る。 さらに再利用に不向きな製品については排出事業者が7000円/

ｭ Ｓ の処迎 ｛Ｇｊ［ ｾ を支払うべきである 。 再生Ｇド ｩ 材がマ ニ フェス 卜 の対象外

なので処理費が支払われない場令はストック ヤー ドの余裕がなくな

り、不法投棄の道しか残されていな L、。

有限である地球資源を有効利則する兄地からすれば、建設市IJ j 宝物

を建設事業の資材として再利用するのであるから、社会システムの

どこかでτ民主費用の負担そしないと目樵達成は不可能でv ある。り L状

ては混合廃棄物の引 き取り {il li 絡を安くせよ、 リサイクノレ率を ｾｾ Ａｪ めよ、

不法投棄をなくせよ、 t 立場ご とに矛盾した要求がなされている 。

建設副産物の利刷技術が，. ，] められでも、 {il [ J 格の裏付けがない限り市

場カワ|ヲ成されず、建設高IJ 産物の再利用率は高まらないと 忠 われる 。

( やすかがわ つねたか 株式会社五.11完全l百HI : : . K取締役)



コンクリート技術の歴史と未来

田

汁

H

フ。ロロークe 京都・先斗IlI j' - 1n幻11 と河開111] 通りに挟まれた南北に

細長い このIUTーに沿って流れる小さな浅い水路、慶長 17年に角合了

以によって |刻j'i lJされた市御リ 11の、 pq条通りからほんの少し下がった

ところに|陥2.4 m、スノ f ン6. 0m、J平さ 15cmfl どの小さな鉄筋コンク

リー トの小橋がひっそりと梨ヵ、っています。欄干というには余りに

も低い、 7認さ 50cmU: / : : ' の縁どりの端に 「あやの こうじばしJ の文字

を浮かせた 8 cmX  ＲＰ｣ ｭ の 小 さな ｦ Ｇ ｲｦ ｬ ｩｩ ｊ の銘板が Ｉ ｬ ｾￎ つである ｔ ごけです 。

すでに{ J l IJ 而のと ころE ころの被裂がはがれ、赤錆びた鉄筋力 f吉正1'1 '1 し

ている部分もありますが、 この小橋、 11本ではじめての鉄筋コンク

リー 卜の橋であった t いう ことです 1)。 それは明治38 (1907) 年、京

都市の井上秀二技師( 海軍兵学校長 j ド上成美: t J l ' 1守の令兄で、後京大

助教授、土木学会長 2)) によって、ひとつ雨の刊1，光寺の小橋といっし

ょに設計された由です 。 Ｍ，背号ＣＮ長占れ ｌい、 ｉ ｊ件問 ｝凡川 ｌ川 ｉ ｦ角 Ｑ ｾ い切石ててで、伊弔‘

1/川i日川iりlに架け波された、橋というよりは板に近い この情。 10' 1' -ほど rIII 、

コンクリ ー卜 のアノレカリ 什材反応が N H K によって 「重 い泣産」と

騒がれたため、京都でHFJHll された 日本七地法学会の「 コンクリ ー 卜

災害 と法J というシンポジウムに誹r : ll i としてひっぱり出された折3) 、

このお話をご披露した t ころ、 l臨席されていた京都大学法学部の長

老 ・谷 口女11平名誉桝受カ f i懐かしいお話をf討し、ました、初、は幼ffl 品|

に通うのに、あの楕を毎 iI 泌っておりましたJ t 言われました。た

ぶん明治の末か大正のはじめの ころでありましょうか( 写真 1)。

写真 1 日本ではじめての鉄筋コンクリート橋「あやのこうじばしJ ( 19日17)

杭のたもとに貼られた青銅の小さな銘板には、上手に「あやの こ

うじばしJ 下手に「綾小路J の文字しかなく、建設年月は見当たり

ません。被裂がはがれ、蕗1'1 '1 した鉄筋のWi び. 加減や コンクリ ー 卜の

傷み共令に、 90年の年月がし 、ささか気になり、 この椅を管息! なさっ

ている Ｉ ｪ ｾ 都市道路建設諒橋梁掛の Ｉｪ にお Ｑ Ｂ ｊ ，、したと こ ろ、台 ｉｰ ｅ ミ によ

れlおljJ，t 11 8 (1933) 年、日i*JUI Iの改修にともない改修されて亨;!Ai. の

杭にな っている、との lil でした。 もし、 このとき架け科えられたと

稔

すると 1907年の架設からわずカ、26年( 今と遠い、そんな|刷 't( こそん

なに早〈架け替えカ f行われたものかと、疑問が残りますが) 、それで

も以後、 64年。 この精は北隣の「おせきばしJ i於石橋」とふたつ、

今もひっそりと並んて‘ 架かっています。 (仰刊側仰i品; 光寺のづ小、併M柿!;lは立平!成戎 8年、

新しいL

京都 . 山科の北側山11友に IJfWf IJされた琵琶湖!疏水にスパン約 8 mの

メラン式ア ー チ橋が Ｑ ＹＰＳＡＮ Ｑ ｾ 7  )  J  に架設され、 これが 11木仏古 とも言

われておりますが ＲＩ 、その ｕ Ｇ ｉｾｉ ｈ まさだかでないようです 。

ヨー ロツノ{ ' ( 二日を転じますと、鉄筋 コンクリ ー 卜のパテントが、

1867年フランスのモニエによ ってはじめて取得され、その杭梁への

適用の追加パテントが認められた 1873年から 2年後の 1875年、フラ

ンスの 小 村落シャズレの公 ｉ ｾ ｉ にある倣の外濠に、 写真 Ｒ のようなス

パン 16. 5m、IPM4. 0mの橋が架けられました。この析は、世界てはじ

めてつくられた鉄筋 コンクリ ー 卜の柿として 120年を経たその近況

を、 ドイツのベ トンウン トシュタ ーノレベトン誌の編者ーシュティグラ

ー 卜が訪ねて紹介しています九 木の伎を模した欄干は庭師だった

そニエ 自身がつく っていたという館の主の孫の話も納付がゆきます。

写真 2

鉄筋コンクリート

の創始者モニエ

( 1823ー 1906) と

その手になる世界

ではじめての鉄筋

コンクリート橋，)

( 1875)  

この橋がつくられたのは明治 8 (1875) 年。 ちょうど LI 本では東

京i奈川 に官宮のセメン卜工場がつくられ、 9年後に民常化されて浅

野セメン 卜 (現 J-I 本セメン 卜) となり、月IJに明治 14 (1881) 年には

山口県小野田に小野111セメントが発足したと い うこ とです 1)。 コン

クリ ー 卜の材料であるセメント産業は iI 本ては苦IJ 令峠〈スタ ー トし

ているようです。石}:kf' f 制 抑4微粉炭とともに側友してつくるポノレ

トランド ・セメン 卜は、 この50年前の1824年に英|主|のアスプディン

が特許をとっているようですが、資源の少ない i1 * ては珍しく盟笛
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写真 3

関西 日偽学館

(1 936ー 1997→ ?)

な石灰岩も この産業の発達には役立ったのでしょうか。 ドイツ、 日

本、アメリカのセメントの品質は、 ミュンへン、キU腕、 ミノレウォ ー

キと称されるビーノレ同様、世界ていも定評のある日品質なものです。

さて、鉄筋 コンクリ ー 卜建築はというと、明治末、今世紀はじめ

の この輸入言明期、札幌農学校のクラ ーク昨士の教え子で、海軍省

建築局長そして附繍造の柔構造説て知られる尻島健三郎博士の設

計された佐世保軍港ドックのポンプ室と機関室が明治38 (1905) 年、

そして京京倉庫附の村1戸和田Ihljl に 2 階建て合J_ i f [ が京大教授!と111直治

博士によって明治39 (1906) 年、 この年、サンフランシスコ大地艮

の調査をして鉄筋 コンクリ ー ト建築の両I旧主性の優秀さを認識して帰

国された京大佐町' 不IJ 器博士が明治41 (1908) 年末京丸善の床版を、

次いで、明治43 (1910) 年には後に京大娃築教室をおIJ 設されたコンビ

の、デザインの武田五一、構造の 円上じ忠 彦 ｾ ｉｩｪ 博士が、京都商品 ｊｉｗ 列

所の床版に試用された由です 1)。

20世紀前半

このような明治末、今世紀初頭の鉄筋コンクリ ー ト技術の輸入 ・

試用 ｊｾ ｊ を経て、その技術が普及しはじめた大山側、 こ の新しい投術

を地民固い、うわが国の特殊事情にマッチさせるべく、佐H刊 IJ*相手

士やその弟子の内藤多仲博士によって臥沫とは呉なった独自の研究

がはじめられました。

大正 4 Ｈ Ｑ ＹＱＵＩ 年に佐里子手 ｉｊ 総博士の「家屋 ｩｦｩ￮［ｾｾ 緋造論 ｪ で ｊｩｴ Ａｦ ｩｬ で

はじめての耐: 限設計哩話ト蔚支法ーが登場。次いで、大正11(1922) 

年、早大に移られた内藤多仲博士が、 トランクに仕切り板を入れて

補強し破損を免れたf本l験をもとに、鉄筋コンクリ ー 卜建築に両托主主主

を入れて恥!誕性を高める創案を加えて示された「鮒制諜耐震構造

論J によって、わが国独自の、世界にさきがけた独創的な鉄筋 コン

クリ ー卜緋造技術が創始さ れたのでした。 この独創的技術を使って

設計された 8階建ての 日本興業銀行本j占は、 l i ! 白木が建ち上がった大

正12 (1923) 年 9 月1 日、関東大震災にも凡事にその効果ぞ発揮し

ました。 この建物 こそ、わが国独自の鉄筋コンクリ ー 卜技術をうち

たてた金字塔として (50"阿 久 米 国 等 で Shear Wal l  ! : もてはやさ

れていますが) 、重要文化財とし て、後|止に似存してほしヵ、ったもの

です( 約20年前取り壊されてきFほ の ヒツレになり 、伐念7です) 。

こうして、わが国独自の技術に裏打ちされた鉄筋コンクリ ー 卜控

築は|昭和1に入って1930年代、 一斉に花 JJf .J いたと 言っ ていし、でしょ

う。 このH割削を1t表するものと して、私は、あえて次の 2例をあげ

たいと思います。 そのひとつは、「関西 11刊11こ同i'( J 5)、いまひとつは

「旧ド イツ文 化研 究所 ｊ ＶＩｯ こ れらは し、 ずれも、京都東 一 粂の旧 ｊ ｾ ｾ 者 ｊ ｉ

111-，等工芸学校 ( 現京都工芸批維大学) 跡地に、昭和 l初期に相次L、で
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立ｾてられたもので、関西 ｮ 仰学館は昭和 ＱＱ (1936) 年フラン人メス

トラレ一氏のスケ ッチをもとに した木子 ヒ郎氏の設計で、鉄筋 コン

クリ ー卜 3階，建て、 1' 1 セメント寒水石入札人間イ土上げはすばらし

く、美しい文字通りの ｩＧ ｬｾｬ ｾ の殿堂で、建築後 ＶＱ 年を経た今 日 も 全 〈

汚れを凡せず、 |制J! l J 2附のパラペットに品よく並んだ (INSTI TUT

F RANCO-J APONAl S  DU K ANSA I ) の文字が王冠の縁どりの

ように飾られ、汗? 楚て千五- 芙なたたずまいを剛J ! l Jの庭の池にH央す姿は、

誠にすばらしいものです( 写真 3 )。今回、ょうやく文化庁より笠鉢

文化財 に桁定された dl 、起きにうたした とは言 え、やっ とのことかと

思います。一一一千干し、ことと文化財の{ilfi 値と はお、は無関係と思います。

UiT:f1l 9  (1934) 年、若き日の村野藤吾氏設計の i lll ドイツ文化研

究所J は緩い勾配の瓦 ｊ 特ｼ司板耳きの屋根の棟を南北に、 ｩ淡炎ｾ ‘  

の4壁l里主面に lはま拘私縦t長窓カがf並び、 i務ち者いた二|国 :(1句雰岡気をかもし 1J '1 して、

北隣の明るし、南殴的な円何|浮世官以子大切!Hをなし、東大路j必りを隔て

た耳Eイ)!i Jの京都大学の石垣の上にそびえる老松 U9まって、すば らし

いビスタを ｊｉ ヲ成していたのです 。 ラテン的な明るし、 ｮ 付 ＱＱ 浮世 ｲｾ とゲノレ

マン的自学さの rH出。 この n独会館はl断が択軍に被収され、返還後

は京大人文科学研究所に ')1 き継がれましたが、 U?J，;f; 1I 49 (1974) 年取

り撲され、醜悪なコンクリー卜函のような建物に変わりはてました。

村野藤吾氏もす干き nの代表作と自信をもっておられた作品、これ

が文化財にはとりわけ理解あるはすーの京大人文科学研究所によ って

取り壊された ことに、| 浪りない悲しみを党えるのは私だけでしょう

か。保存と修景とは、 ーイ本1nJ だったのでしょうか。 日独、 11利11はと

もに建築当 ｮ ［ｊｪＧの ｦ 明言 刊 Ｂ としてヰ ＧｩＧ￭ｾ され、建築 学会の 「 辿築雑誌 ｊ ｾこ

相次いで‘ 登載されたものでした。 このふたつが並んでl i ? 叩ゆ'1WI を官ili

る文イり討として桁定されてこそと思います。、そして、このすばらし

い街並みもまた、保存されるべきだったと思います。

この1930年代の ころヨーロ ツノ f てやは、鉄筋 コンクリ ー ト技術は次

の ｬｉ ｾｦ ＱＭ｜に入っておりました 。 ひとつは、 ドイツ、ディツカーホープ

社の杵き技師フイ ンスタ ーワノレダ一博士によるシェノレ尾根の試作て.

あり、いまひとつはフランスのフレツシオ、一氏によるプレストレス

卜・コ ンクリ ー 卜の官IJ 案でした。ノf テントは取られましたが、当時

のセメン卜や制材では強度不足てや実現て3 ず、これが'長引て3 たの

は第 2 次大戦後のことでした。シェノレも、プレストレスト ・コンク

リー卜も、セメン卜や制材の必! 立が到足踏(1' :1に改普された 1950年代に



入って、はじめて幸庁しし、鉄筋コンクリー卜の技争町としてイ印日くので

す。 そのf恒則乍は、 ドイ ツのレオンハノレ 卜設計のシュトットガノレ卜

の高さ 214mのテレビI芥(195がp) とrpせましょうか。以後、サー リ

マン設計のカナダー トロン卜の C Nタワ ーへとおしいております。

同じ ころヨーロツノ f て''I;;J:、 ドイツのグロピウスによるデッサウの

パワハウスに兄られる鉄とガラスとコンクリー卜の近代主主築運動は、

新しい鉄筋コンクリ ー トの表現を求め、フランスのノレ ・コノレピュジ

エは、シュトットカツレト郊外のワイセンホープ ・ジー トノレンクて'tk

筋コンクリー卜住宅にピロティの試作を発表しておりました。

20世紀後半

第 2 次大li 攻，1&の19505' 1三代に入札ノレ ・コノレビュジ. エは、 3失筋コン

クリ ー 卜の表現に打ち放しを試み、これが、またたくr : nにわが国に

輸入され大流行しました。ノレ ・コノレピュジエの鉄筋コンクリ ー ト打

放しは、魚の卜ロ箱のような刻凶反を型枠に使い、 この1' 1
1
へコンクリ

ー 卜を打設したもので、ふし干しあり、ジ‘ ャンカありで、 そのキ且L
、仕

上け面L: t . 石造そのもの。 1957年のベルリン ・インタ ーパウの工事を

兄て、私は、ノレ ・コノレビュジ‘ エのコンクリー卜打放しによる石の表

現に和' i 得したものでした。

これがいったん日本に輸入されると、型枠の木の年11
1針刻表をデザ、

インと心得て、ジ、ヤンカで欠けたところをモルタノレで. ふさいで、年

輪を描き加える“わざＢまてや流行る ｾｦ 沫 。 デザインとは何なのでし

ょうか。 コンクリ ー トは弱アルカリでこそ内包する鉄筋の発錆が防

げ、数十年を経てもびく t もしませんが、コンクリ ー 卜の肌がむき

出しの打4 ち放しては、 空気中の二階イti茨素てt たたく rm( こ巾性化さ

れ、劣化してしまいます。 まして 111:: 今のように環境問也の筆頭に上

がっている日濃度の二酸化炭素。保て" むき 1.1 '1 しのJJ凡の打放しコンク

リー 卜の凋落は当然の こと、その苅: 命も保証の| 浪りではありま せん。

どす黒〈汚れた打放しコンクリ ー 卜の老いさらばえたJJJLは、 H艮をそ

なけたくなるものがあります。凋落の美というなら別ですカ九

コンクリ ー 卜の品質を劣イヒさせたいまひと つが、コンクリ ー トポ

ンプの古LJ: Hです。ポンプで圧送して注入 ( pour) される、いわゆる

シャブコン。 コンクリー卜の阿りをよくしようと水が加えられ、凡

たと ころはよく回ってもコンクリー卜はピショビショ 。 もっとも劣

悪なものです。 コンクリ ー 卜は打設 ( place) するものであって、注

入 ( pour) するものではないのです。て、きるだけ少ない水て守康弘

打設創立 卜分な水制惜して養生 (cure) するのがコンクリ ー ト技

術の基本ていす。

昭和39 (1964) 年の新山地良で、江戸時イにに小J'け替えられた旧河

川敷に建つ鉄筋 コンクリー卜 4 階地てのi ' li 営アパー トがJ : I M! 主の液状

化現象て官IJ れたとき、窓ひとつ主哀れず、ひぴひとつ入らず、そのま

ま横倒しになって基礎誕の筈1 ] 栗石を凡せた鉄筋コンクリート構造体

の市担割注は、完墜と信じられたものでした。 そんなところへ、鉄筋

コンクリ ー ト短柱は燥烈する危険性があ るという筆者の暫告は、 一

蹴されました。 4 i: H&、昭和43 (1968) 年の十勝沖地艮で多くの鉄

筋コンクリ ー 卜制湖交合の短柱が爆烈倒壊するに及んで、ようやく

耳を傾けて下さるようになりましたが、それでも と何言半疑。 1968年

ニュー ヨークて'1m催された節 8J 旦JI 玉| 際桃造工学会議 (I ABSE) て、

当時国際地良工学会会長Tごった米|主|イリノイ大学ニューマーク初受

の鉄筋コンクリ ー 卜 の ＱＱＱＱ げ靭性による耐震説に対し、矧主の努 ｉｾ ｲＮ燥

r. !l の危険性をもって骨陪命、一一十j断中長害による失百Eで、 ニューマ

ーク教授からは「学説が提示されてわず、か 2年て実証されるとは、

アンラッキーな地震で、山田教技、あなたはただひとりラッキーで

したねJ。このとき ニューマーク教授やカリフオノレニア大学ンf ークレ

イのポポフ制支の要箭てが、鉄筋コンクリ ー 卜の耐震性の講演をしま

した。パークレイては、 ドイツの鋼緋造塑性向 ｲｾ 析の第 一 入者カ ー ノレ

スノレーへ大学のフォ ーゲノレ教授や、米国て今、手間t 4YJ 造の第一人者ス

タンフォ ー ド大学のクラヴインクラ一樹受( 当時はパークレイの学

生) カ可思議されていた IJ: I、後刻ご本人方から伺いました。

こうして、地長時に鉄筋コンクリ ー 卜建物には 当時の法定設計地

震力 (0 ，2 g) の数倍はかかるい、う私の 1 g 説に耳を傾けて下さる

方々が仕同きました。 1971年の米国サン ・フエノレナンド地良 (1994

年のノ ースリッジ地震と同じ場所) で竣工直後の鉄筋コンクリ ー 卜

5 階建てのオリ ーブ ・ピ‘ ュー病院の倒壊、昭和50 (1975) 年の大分

県中部地震での鉄筋コンクリ ー 卜4 階建ての九重レイク ・サイドホ

テルの倒壊が出るに及んで建築識者の間にようやく危機感がつのり、

l児懇にしていただいていた円本建築協会塚本航次会長( 当時) ( 日，珪

訴十社長) から、当| 励会60周年記念出版として「鉄筋コンクリ ー 卜

緋造物の市: 民安全性j 7> を拶幽するよう ご要請があり、当時、 ? 訴r4: Ji

務所や建設会社のご要望て差し上げていた千I j l戸大学建築さ字二科の講義

に配布していた資料を整理l ! . して原杭をまとめたと ころ、膨大になり

過ぎて、出版予算オーバーで当協会の存亡にかかわるという ことに

なり、急遮、同書は円本挫築協会企画で、技報堂出版より出版 t な

った次第です。幸い好評で、 ドイツのコンクリー卜工学 をリ ー ドし

て，' 7 . > ダノレムシュタッ卜工科大学のケーニツヒ初受( 現ライプチッ

ヒ大学教授: ) は同書を F undgr ube (宝庫) と称賛してし、ます。

建築界の認識も自党めはじめたIl ?i 手1153 (1978) 年、宮城県沖地震

で東北大学建築教室に設置された地謀計が1000) ゲノレの加速度を記

錯して、ょうやく往者の 1 g 説が実証され、l I ?i 手1155 (1980) 年の建

築基準法改正一いわゆる新耐長一引行法につながった次第てす。 当
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協会は、いわばその強力な後押しをして下さったことになるのです。

さて、今1111の阪やl' ・淡路大震災一IU洲市:1速道路のいわゆるピノレツ

法635mの鉄筋コンクリ ー 卜短柱の現| 析燥烈による倒壊を、世I / ¥J

では鉄筋継手のIf.J r落としの失敗だの、圧彼不良だのと i騒ぎ、山陽新

幹線の山梨柱の倒擦を、落下した コンクリ ー卜 破片に発泡スチロ ー

ノレが入っていた工事の手抜きと国会1必i や大新聞が騒ぎました。 L、

ずれも、設者 ｼ 当初は土木、建築 ｾｉ ｪ ｪ 学会て公 的 に定められていた設計

水平潟支0.2g をとり、| 側'1'高速などは、これに加えて垂直; 真皮0.1

g までとっているのです。 この設計1也長 術mが、地民の際実際に力u

わる 地長荷重をはるカ、に下回っていただけです。

この値の 51告を設青|・荷重にしろというね、の 1 g 説を提示した当H寺

は、 ー1')) 券i'i'!也長の校舎の倒壊データて'11¥11.刻I{J に説明しただけ、宮城

県i' l' 地長で. の束北大学のI也; ; 主計記録て、. やっと l白対日:1リlされたわけで

すから、 ￭ｩｩｴ が 、ｼ 坂千 ＧＱ Ｇ 高速 Ｓ サ線や山陽新 ｬ 怜 Ｇｒｾｾ の倒泌をＺＭＭＡＺｬめられまし

ょうか。: t ! d4緒 は必死で訴 |や胞工にとり創 |んでし、るのです。以後、

ょうやく ，-j¥. の兵キ1=1がわカ、ってきても、新記トn ; rすら )'il J滅される H寺代

に、補強引などに予算を要求しでも認められるはずもなかったでし

ょう。良識ある技緋諸は苦しヵ、った こ とでしょう 。 むしろ、中立の

立場にある土木、建築両学会で「 これらの建物や施設の設計当時の

設計用地i苅可主は、阪1.'1' ・淡路大地震で引|わった術重よりはるかに

低，、 ものだったj とひとこと 事実を公式l! o'l リj していただければ、ど

れだけ土木 ・建築技制i諸カ激われたことかと伐念rです。 それど ころ

か、 「過大入力を受ける建築構造物の動il{] }J iI 峡過程の解明」と名付け

たシンポジウムがまるでひと ごと のように行われました。「過大J と

はーイ木何に対して 「過大 j なのか、 一一こ れでは、阪キ'1' ・淡路大震

災ては、建築構造物は設計者が予想もしなカヨった過大な入力を受け

たために; 壊れたのだと 言 わんばかりの表引です。 まるで、人間の予

想もしなかった巨大な地震入力が悪いと 言 わぬばかり。なぜ素直に

「過小設計入力で設計された建築柿 造物の動 的iuI 擦過程の解明」と

言 わないのか、事実に正直であるべきだと ，也、い伐念了てす。鉄筋 コン

クリ ー卜 構造の健全な発展のためにも、誠に伐念です。地震カち巴 こ

り倒壊を兄る前に このテ ーマてP シンポジウムを IJf.J き、i f ' t 論するのが、

学問研究をする '1' 立の立場の学会の使命だと思います。 学会のアン

チテ ーセーとして当 |励会を犬切にしなくては、 1: '，1jf; 々言っておられた

j' 次京大教J受初It ，市京先生の言葉の重みが! i l _ 1i i じられます。

きて 1990年代に入ってからのコンクリ 一卜 持、その話i盟は、 1970

年代から研究がはじまった超高強度コンクリ ー ト。 1000kg/cm' (100 

MPa) クラスの超日強度 コンクリ ー 卜を、シリコン産業の副産物 で

あるシリカフュ ー ム( セメン卜粒子の 1/100の微粉末) を加えてつく

るものです。米 ｾ ｉ Ｇ シア ト ノレの ＵＸ 階建て ｔ ｷｯ U nio n  S qua r e は日
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写真 4

超高強度コンクリ ー卜で

つくられたドイツ・フラ

ンクフルトの52階建てト

リアノン同( 1992)

さ220m
o

1988年 の

これには 120MPaク

ラスがf変われた由で

すし、 ドイツのフラ

ンクフノレトの52階 建

て T ri a non は市i さ

186m、コンクリ ー卜

は 70MPa 級で、

1992年に建てられた

よ う で す ( 写 真 4 )。

超 ￯ ＺＧＺｪｾＡ｝ｕ 交 コ ンクリ ー 卜は、強いカ可硬く、 もろ いという 性質を持っ

ております。1997年 7月、ハワイてか米国技術財団主催のJ也市強度 コ

ンクリ ー卜 ・シンポジウムが1mかれましたが、その土木 ・建築机造

物への使L、方については、まだこれからの感じでした。 その未来に

つ いてはまだほとんど諮られておりませんでした。

エピローグ 欽 筋 コンクリ ート は鉄'j1. と同様、土木・建築椛造物の

躯体を構成する構造体として、今後もまだまだ使われるでしょう。

しかしそれは、側D茨ーな躯f木を杭成して、 人1:¥-1の生活する控築空1mを

地民やj瓜や火災から安全に守るためのもので、あって、むき 山しで人

Hにさらすものではありません。 外装や内装材をまと って こそ、そ

のf先制舎はたすもの、筋肉を誌宋するボ、ディ ビノレの 肉体 M建);j { とは

|主l係 ないのと同様、打ち欣して刻IJLをむき出 して 劣化 を促進し、い

たずらに老醜をさらすのは必の什JJ : i と思っています。 コンクリ ー卜

を知らない素人のわざです。うす汚れ黒ずんだ打放し の面 の何 が美

しいのでしょうか。ひび割れ、 エフロ レツ センス を生じ、黒ずんだ

哀れな荒れ肌は凋落の美以外の何ものでもありません。鉄筋 コンク

リー卜 は、 もっと大切にして これ出来 なのです。健践で健全な構造

体、鉄筋コンクリ ー卜 の健全な未来の発展を願って、筆を羽引 きます。
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高強度コンクずートにかける夢

中 根 淳

め固めが不要な日流動コンクリ ー卜 も、同じ要素技術 (高性能A E

高強度化の基本原理 砂 附1]) を基盤として il 性したものである 。

「コ ンクリ ー 卜の強度を」二げるためには、水セメント比を下け'れ

l;( よし、」という ことは誰もカf知っている 。 しかし i t : ' うしてそうな

るのか」と突っ込んで尋ねられると、はたと考え込んてしまう人が

な外に多し、。一般に窯業系材料の圧縮強度は、団体中に占める空隙

のi止に支配されており、 コンクリ ー 卜もその例外ではない。 この こ

とは、ノド銀を圧入して測定するポロシメ ーターて、1敬語!日空隙の盆を調

べるとよく分かる 。

それて

ンクリ 一 卜『巾ドに練り込まれる y水kのi祉l止上と大いに l関珂係している 。 コンク

リー 卜11
1 に練り込まれた水のうち、セメント t 水不日反応、をしてがi品

水として固定された以外の部分は 、 ｈ 制 ｜ｊの経過 ｴ ともに ｪｾ ｚＺＺ燥して コ

ンクリ ー トから抜け出す 。 すなわち、 こ の水が占めていた容布切ｾ＿ヒ

隙( 正雌にはノド隙) を形成する 。 もう少し詳しく説明すると、練り

上がった11寺点の コンクリ ート' - 1
1
に占める水の谷和L: J : 単位水量( コン

クリ ー 卜1 m'当たりの水のi l i : )相当分であるが、 このうち単位セメ

ン卜呈( コンクリ ー ト1m'当たりのセメントの重量) の相究略30%程

度がセメン卜との Ｗｍ 日 に ｴ￥ｾＧＨ される ＨＷ ド和が完全に近い場合Ｉ 。 こ の

ように考えると コンクリ ー卜 11
1
のf蹴 111な空liJits: ( 計画的に連行され

た径の大きい空ｾ､ｬＱを除くＩは、計阿 ｼ 詩司令の単位水量と単位 セ メン

卜立に支配され、水セメン 卜比のもつ定、l! ; j えが理解できょう 。

なお、練り混ぜの方法 ・養生i 1; i J支 ・i則自の状態なども コンクリ ー

卜の強度発引に|長j係するが、 これらは主に セメン卜の水和度( 結品

水として取り込まれる水量の変化 に|刻係) にF洋ける要因である 。

技術のブレークスルー

lII ij A : の原理により市強度 コンクリ ー卜 をつくるためには、単位7J，

誌をできるだけノトさくし、単位セメン 卜註をできるだけ大きくすれ

ばよいことになるが、 このようなコンクリ ー 卜のワ ーカピリティ ー

は、→! 生に極めて悪くなる 。

引 ｊｾｪ 打ちが可能な ｚｊ ｩ 強度コンクリ ー 卜の限界は、つい Ｑ Ｕ 年くらい

前までは水セメント 比で35%程度( 圧縮強度で50- 60N/mm' ぐら

い) 、単位ノド註て"16W/m'樹立のレベルにあった。 t ころが約10年前

から極めて訂j，、i脚ド率をもっ化学i比和斉IJ (正月'1封mA Ei，脚 附1]) カf相

次いで ｬ ｾ ｦ ｈ･ され、少ない水 ｩｩｴ て五 ｾＺ ｩ めて軟らかい コ ンク リ ー 卜 を練り

上げる ことが可能になった。 これにより、 コンクリ ー トの高強度イヒ

技術が一気に進展した。一つの優れた要素技術の出現により、それ

までの技術的な壁が一気にフ〉ークスノレーされた典型的な事例と き

える 。|大|みに、コンクリ ー 卜の別の分野でフーームを起 こしている締

高強度の到達レベル

冒頭の高強度化の) 点耳目で述べたコンクリ ー トrll の空隙盆を少なく

するい、うのは、基本的に紡令材である セメン卜ぺース卜を、より

鍛密化する ことである 。t面白立高性能A E i肋 ド剤をイ史!' I Jするだけで、

l王縮強品約100N/mm' ( 設計部制創立70- 80N/m岬盟主) の引場打ちが

可能な コンクリ ー 卜を製造することができるようにな った。 これに

シリカフュームなどの0/ : ' 0*1謝野桁昆平11材をセメン卜に添加する こと

によって、約120N/mm' ( 設計基準強度 100N/mrr呼到支) の強度の コン

クリ ー 卜が得られる 。 さらに これらの技術に加え、 イ如刊廿材を選別

して、圧縮強度約160- 170NＯ ｭｭ Ｇ Ｈ ｾ 訴 ｦ 巷準強度 Ｑ Ｒ Ｐ Ｍ Ｑ ＳＰｎ Ｏ Ｑ冊目 ヰ到支Ｉ

のコンクリ ー 卜が開発されている 。 このあたりが、現H寺点における

現ＮＺｴｾ打ち可能な高強度コンクリ ー トの最高到達レベルである 。 技術

的には、上記粂f牛にオ ー トク ν ーフ、宝往左や樹脂合i受の粂何々付加す

れば、200N/mm' を超える強度が伺られると報告されている 。 また、

結合材である セメン卜ぺー ス卜に 3000気圧の超高圧を加える L

400N/mm' 巨人上の極11，則的支が得られたとの実路鮮民告もある 。 しかし、

これらの製造条例:

は特手朱であるから、

現場打ち コンクリ

ー 卜には向いてい

なし、。

図 1 は、要素技

術の組み合わせと

それによる強度の

到達レベノレを相脱見

圧

300 

以上

250 

縮 2∞

強

度

したものである 。 図 1 要素技術の組み合わせと到達レベル概観

次に実際の構造物てや実IIJ 化 されたJt i強度コンクリ ー卜 の到達レベ

ノレにつ いて述べたし、。1988年から 5 カ年計ilmで実施された建設省総

プロ i NewRCJ 以前の我が|玉|の佳築物における日強度 コンクリ ー

卜は、設計基準強度で42- 45N/mm' 以下てあった。総プロ i NewRCJ  

以降は、設計技術の開発もあって 60ー70N/mm' の市強度コンクリ ー

トが相次し、で超高肝 R C造住物に使用されるようにな った。前述し

たよう に設計基準強度が100N/mげを超える日強度コンクリ ー卜 の

製造技術はすでに開発されているので、それらが我が国の実際の建

物に使用されるのは、それほど述" nではないだろう 。 目を海外に

転じると、米国やドイツにおいて 100N/皿ぽ以上の コンクリ ー 卜が、

実際の構造物に使われはじめてし、る 。
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高さへの挑戦と高強度コンクリ- 卜

日強度 コンクリ ー トの特性をi百かしたm途としては、橋 梁 ・原子

力発 屯 ｽ｜庁の十併 ｉｬｦ＿ｾ 器 ・ ｌｎｇ タンク ・ 石 ￼ 同 ｾ ｩｲ ￭ｬｊ プラッ トホー ムなどの

名種プレストレスト コンクリ ー ト杭造物があるが、建築物ては超高

府 R C造主主物への適用が圧倒的に$ ，、。超高府建物に高強度 コンク

リー 卜を採川する ことのメリッ 卜は、 主 として 幽)r面を小 さくする

ことによ って挫物の重: L1 ｾ＠ iliii J i !Zさせ、 村i造言|算 上 の地震荷重を低 く

が1Iえることがで3 る点にある 。

自主} k 的にみると超高j胃構造物には、まず鋼材が用いられた。 19世

紀末に控設されたエ ッフエノレ階、 1930年代のクライス ラーピノレやエ

ンノ f イヤ ・ステー トヒツレなどがそのれほ則子 IJ であり、いずれも 300mを

起す日さの超ρj }¥可構造物である 。我が凶においても超高層構造物の

魁ともいうべき東京タワ ーや辺ヶ |具j ビノレは、いずれも鉄骨材f造て、あ

る。

ところが1960年代以降、米|主|で建設された超高層建物の中に、 R

C 造によるものが数多〈登場してきた。 この傾向は次第に勢いを増

し、弓ぽ. に至ってし、る 。具体的な例を示すと、 1970年代に建設され

た日き 500mを超す 2 つのテレビI符( オスタンキノタワ ー、C Nタワ

ー) は、いずれもコンクリ ー ト椛造であり、古瓶、世界一高い建物

とな ったマレーシアの K LCC ピノレも fおりで. ある 。 この ように市さ

① 

クフ主ピラミ y ド

( エジプト.

BC2580)  

② ③ ー ④ ⑤ ⑥

G' 7 " 関サンシャインフンドマークエツ7 工 J レ塔束京タワ

ヒJレ 60 タワー { パ リ ( 東 京，

( 取京。( 東京 (1品浜 1889) 1958)  

1968)  1978)  1993)  

⑦ 

エンバイア

ステートピル

( ニューヨーク，

1931)  

の競争においては、屯 ｩ 即併の分野も主ｾ物の分野も 、 いつの 間 にか コ

ンクリ ー 卜構造がレ コー ドホルダー とな ってしまった。図 2 は、高

さへお 凶 攻した杭造物のｻＭｾ矧タ ｬ ほ並べて 、 主ｊ￬党 的 なスケ ー ノレの Ｑｴｊ Ｑ ￭Ｎ交を

試みたものである 。

それでは、なぜーこのような結栄になったのであろうか。 コンクリ

ー ト構造が採I ' I J されるまず第一の坦Il Et Iとして*，l f斉|企のよさが挙げら

れ、次し、てや椛造物カ可読れにく い という居住性の良さカ朝刊illi されて い

る。超日用の構造物になるほど風による縮れが大きな j: IH国となるが、

鋼材のみで揺れにくい 柿 造を設計するのは、極めてｙｩ ￭ｦｾ しくかっ不経

済である。 このような迎山から我が13，1における超高府の集合住宅は、

R C造によるものがほとんどを，11めている 。

結び

われわれに馴染みの深い訂版行や硬質砂岩などの堆積岩の圧所前強

度は、おおむね 150N/rnげ以下である 。木杭で述べたように現状の市

強度 コンクリ ート の製造技術は、 これらの岩石の強度を超え、かつ

現場打ーちできるレベノレに到達 して" J.， 0 まさ に 「青は車よ り出でて

Bをより 7号し」の観がある 。今後は、 これらの物It を活かすJ : FJ 途がま

すます拡がる こ とを ｾｾ ｊ 侍したし、 。

( なかね すなお 株 式 会11:大林正Il技術研究所コンサルタン ト第二 郎氏)

③ ⑨  

こューヨークシアーズ

ワールド タワー

トレード ( シカゴ，

センター 1974)  

( 二ューヨーク

1972)  

⑬ ⑪ ⑫  

K L C C ビル C Nタワー ミレニアム

( マレーシア ( 力ナダ! タワー

建設中) 1975)  ( 禍怨段階

1990)  

⑬ 

ハベバー

ピJ レディング

( 共同研究偶怨)

図 2 高さへの挑戦の系譜
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月開発とオンクリート

⑤ 
金 森 洋 史

t!F珪t ¥) 次送やナビゲー ション ・システムなど、字' 山ー附発の日比- * の一

端L: t 、おこ実に私たちの生活にiEE遊してきている 。t両丘では、火星の

ぷ!而や 11本人宇宙飛行士の船外出動など、字' (主i開発の現場制i射rr )i文

H央されるので、「宇宙| 剣先はここまで進んでし、るのかH 驚かれたか

たも多 L' 1: 思う 。 とくに、火星に送り込まれた小型探査工作( ソジ・ヤ

ーナ) の活躍は記憶に新しく、将来の火星探検への夢は大きく l膨ら

んだ‘ こと だろう 。

と こ ろカｾ呪状では、火星どころかもっとも身近な天体であるｊｬに

ついてさえ、まだまだ私たちの知らない ことが多いのである 。 とく

にハのE; 江崎や資源の利J l 1) 刀去な E に| 刻しては、ょうやく研究の途に

ついたものばかりである 。アポロ計l而|以来、山半世紀J : 1 _ 仁も人は月

に行っていないのであるから、 これは当然の ことなのかもしれなし、。

月 は、さまざまな観附織を行う場所として重要なだけでは

なく、 V'(星探査JII のrll 似 仙 の 制 作 担 う 可能性もある こt

から、そのHf . J 発がおおいに望まれている 。 わが|主|でも本格的なn探

究カ市I-j百lされており、 2003年には刀を|百|る車J! . i 1L七ヵ、ら 川ぷ而の探査

が行われ、その後、わが| 五|初の ) J而t炊者陸が実施される 。

このような月の開発がさらに木材? 化してくると、居住』包設をはじ

めとするさまざまな構造物が円に建設される 。初期の桝造物は、 地

球から運搬した金属製のカプセノレを月而に設置した程度のものにな

ると忠われるが、 さらに拡張した桝造物を建設する段階になると、

川 資源を 加 工して作った，辿設資料が使われるようになる 。 ハ 資 ｩｽｾｔ を

使うのは、 I也，J ; f ( からの物資のi l l l . : t 般コストを低< tr! J えるためである 。

上凶攻 Ｈｉ ｾＩ 小力 ｌ 棋な構造物でも、必要な建設資材の質誌は数十トンレベ

ノレにおよび、 これをすべて地球から崩般する こt は、組斉(1'，) に莫大

なれ担となる 。 それよりも、最初に) J に工場を建設し、 JJ l j 也て資材

を作ったはうカ湾ｾｾ的なのである 。

月資 からどのような建設資材が作られるのであろうか。

'  源 月の表而は、尽き数メ - I ' J V - 十数メ ートルの パ

リスて額われている 。 レゴ、リス Lt. m石等の衝突によってできた岩石

の破{l 'i吋めで、その大部分は粒符100μm以下の出III かい砂てある 。鉱物

的には地球ヒ壌と大差なく、斜長不やかんらん石などを合u ' 玄武岩

質が主体となっている。 化学成分には珪索、アルミニウム、チタニ

ウム、カノレシウム、鉄ならびにマグオ、シウムなどの酸化物が多〈合

まれており、実質的にはこのレゴリスが主な資源として利川される 。

レゴリスのもっとも間 l ji な利川 )j浅は、: tJiiil' flJ やfk上を行って、造

成や基礎の建設材料として使うことである 。 レコ、、リスを袋に詰めて

仁のうのようにして使うしその活JTJ性はさらに広がり、簡単な桜

やFJiIL? を11三ることもで、きる 。

次の段階では、ＪｾｦＮ紡 ｦ 本や ｩ ，ｴ敵 ｊ カ ｴ 作られる 。 Ｑ ｊｉｉ 工方法は 上 ｢ｬ ｩ 交的 ｦｦｩ ￯ ｬ ｊｩ

で、レゴリスを所定の形状に成形した後、1 l 00.C桔当支に加熱すれば

ｾｹ 抗日本がて Ｓ る 。 また、さらに ＱＱｪ い 糊 ｴｾ こ加熱し てレゴリスを ￬ ｻ￮Ｚ［ｉＩ ， 

し、これを型に入れて冷やせば官射1IJがて3 る。ただ、 これらの材料

は冷えるときに地裂が入りやすく、寸法のあまり大きなものは作れ

ない。 そこで、ブロック( レンガ) 状のものを作り、それらを j桝妥

して舗装などに使う こと が考えられて いる 。

日てゆ活動がさ らに活発化してくるし構造物の安全や機能に、

より訂j L、性能力f要求され、それに1 ' 1"って構造物の，建設には、頑強で

かつ剥次な71ヲ状に対応できる辿航した材料が: 必要になる 。 コンクリ

ー卜 は、その ｦ 匂長 ＨＱ 句 な材料としてｾｴｊ｣ ｊ 侍されている 。

.  の基オ寸l耳目見料判ーは、 セメン卜、ノドならびに

コンクリ ト/ ンソ r  '1糊 ( 砂 判 断1]) であるから、これらの材

料を月資源から作ることができれば、コンクリ ー卜 製の) -]構造物は

実現する。

まずセメン卜に関しては、その主成分の li 1 : んどがレゴリスに含

まれている 。 そこで、カノレシウム分を上tJl i交的多く含んだ川の?" ;j j-也の

レゴリ スを溶融 し、所要の成分を分間的'111出した後 に、冷却lおよび粉

砕を行って セメントを作る j 刀去が考えられている 。

竹材に関しては、レゴリスをそのまま利用すればよし、。ただし、

ν ゴリスの化学反応性や粒度などに| 到する副殺を行い、竹村として

の適用性を調べる必要はあるかもしれない。

ノドに関しては、月の私邸也に氷として存在するともいわれているが、

その産業的な利則何Ii 値は不明である 。 したがってノドは、地球から運

搬した水素をレゴリス rll の般化物と反応させて作る必要があり、現

在そのための研究が進められている 。

つぎに、このようにしてでき t:. 材料を練り混ぜ、成形や剃諸施

してコンクリ ー卜 製品を作るのであるが、其空環境て‘ は液体のノドは

イ字在できないので、 これらの工程はある樹立知王のあるところで行

われる 。イ・分に強度のmたコンクリ ー卜 製品は、その後洲 E室で収

縮工程を経た後、建設引場に述ばれて組み立てられる 。

以J このようなシナリオに基づき、羽!衣、 月に おける娃設材料の製

造と 利川に|河する基礎研究が、米|五|をli' 心 に進められてし、る。本絡

的な月桝造物の早期実現を 11桁 し、わが国においてもさらに活発な

研究が進められるこ t を則侍した L、。

( かなもり ひろし h'{/ j < 主l ! 設株式会利下 'di JlトI1H 泳氏、 じj!:t ¥Ij.1::)
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海にコンクリJ トを浮かべる

藤 岡 正 見

勤務している大学のキャンパ スが海に面しているので、 学生たち

と、 j毎に浮かぶ コンクリ ー卜 を作って遊んでいる 。 これまでP に作っ

たもののうちのいくつかを紹介する 。

ヨット部のキャプテンが、卒業製作にフエロ セメン卜( 金網を芯

にして両側をモルタノレてω固めたもの) で 2 人乗りのヨットを作った

(写真 1)。車て、言 えばクラシックカ ーにあたる A 級ディンギー と11乎

ばれるヨッ トから型取りしたので、スピー ドは出ないが十分原U二lこ

切り上がる性能をみせた。

最初に作ったボー ト ( 写真 2 ) は、丸底タイフ。だったので検揺れ

カf激しく、 一度試乗しただけで、実験室棋に放置したままとなって

いる 。 このボー トの製作費は約 2万円であり、ほとんど は型村主代と

ペンキイ七てやあった。

経験を? 積んでくるとフエロセメントの厚さはかなり薄くしても大

丈夫である ことが分かった。写真 3 のカヌ ーの厚さは 7 mm程度であ

40 建築と社会 ・1998. 2

り、それまで重すぎ、て苦労の桓て、あったI也lニでの運搬が非常に楽で

あった。

写真 4 のような箱状のものはよ凶到内容易に製作ていきたが、現吋犬の

ものは製作方法に良いアイデアが浮かばず、結局半球を二つつなぎ

合わせる ことにした。 4球の聞にステージを作り( 写真 5 ) ひと夏

を楽しく過ご した。写真 6 は、 コンノ f オ、と解体屋からもらったスク

ラップとで組み立てた足 ｪ 官 ｩ ｾｻ ペダノレポ ート てや、フロ ート 音 Ｑ ［ 分がフエ

ロセ メン ト製である 。

最も大がかりだったのは、 10個の中空立方体( 一辺0. 8m、写真 7)

をフ。レストレスをかけて述結したものである 。仁1-1
空内に入れた

i1ij) jて

を、ス キュパボンベ、を月:J，、て羽ド水できる仕掛けが内部にあり、浮沈

が自在となる 。 これによって、 写真 8 のように、海上でフ。レス トレ

スの導入が可能とな った。

( " 、じおか まさみ 長崎総令科学大学建築，，; ; ; 科助教授、工学的土)

企写真 5

V 写真 7
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以下のような根付数がある 。

①圧縮強度が10 - 15 N/mm' あり、外壁への利用や法面の保設、 低1民度

の率両通行部への利用が可能である 。

②他物の根がポーラス コンクリ ー 卜空隙部に進入し、紘化コ ンクリ

ー トと植物がーイ本となるので、急、斜面の緑化が可能である 。 また、

雨水や流水に対 して植物や表用基継の流失がほとんど起こらな い。

適用 図 2、 3 は、制御外部の斜面撤化コ ンクリ ー トを基

自主として芝、及び草花で縁化したものである 。 このよう

に繰化コ ンクリ ー 卜により雄物外部の急ゴ斜面の紘化が可能となる 。

図 4 は、大型車両が通行する部分に緑化コ ンクリ ー卜 を基盤とし

て芝による緑化 を行った例である 。轍掘れのない全而緑化が実現さ

れている 。

図 5 は、河川護岸へ過耳目した例である 。 ここ では、森季の雪解け

や集中豪雨による 河川の増水11寺にtill 生のi:間寺にfi [ れた性能を示した。

同様に水防清II分て1立、冠水に対して抵抗力のある植物を選択する こ

t により、宅地等の?凋整i也の護岸にも退i用が可能である 。

今後も緑化コ ンクリ ー 卜の特徴を活かし、建築物の様々な部位の

緑化技術 t して発展させていきたい。

京都でH司令ii された地球部境会議での炭酸ガス排出規1l，IJ への対応や、

都市対制の向上のため、建築空IIJJ に株主? 導入する こt が以前にも増

して犬切にな ってきた。

ここ では、建築物の外壁や外付滞日、者[1市インフラスト ラクチャ ー

のｾＪの ｊ 曽加を ｈ 的 として 、 ｈ ｦＮｊ 発 ・ 実 ｊｲｊ イヒ を行 っ てきた弁 ｾ Ｑ ヒコ ンクリ

ー卜 を紹介する 。

構成 紘化コ ンクリ ー トは、脱した空間{ 開つポーラス コ

再 ンクリ ー 卜と、その空隙部に流し込んだ官財オ、及びポ

ーラス コンクリ ート の表面に吹き付けた表! 持基鍛から構成されてい

る ( 図 1 )。ポーラス コンクリ ー ト1;): 、関西の菓子て言 えば岩お こ

し、来京の菓子では雷お こしのような形態て、、あり、 セメン卜にj容出

アノレカリ立の低い高炉セメントが利mされる U : もに、植物の根が

終易に進入できるように 25- 30%の述航空隙がある 。充填材仁は、

間芸材料 としてお馴染みのピートモ スをオヨ求分 とす る保水性材料と 、

緩効|由肥料が使用されて いる。表用基盤は、有機質の客土材料と 肥

料を主成分 t するものであり、 これに芝などの植物の種子が混合さ

れ、 j平さ3 - 5cmてい吹き付けられる 。

特徴 緑化コ ンクリ ート は、 コンクリ ー トとしてのカ学的な

性t i H，植物生育基燃としての機能とを併せ持っており、
{ ゃなぎ1I し 〈にお 株式 会 ｾｉ 竹 ， Ｇ，仁務 ｊ ｒ 校術研究所Ｉ

材繍充石砕
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図 1 緑化コンクリートの構成

図 4 車両進入部への適用

図 5 護岸への適用図 3 急勾配のサンクンガーデンへの適用
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コンクリートとその仲間- セラ会ソクー

小 林 秀 紀

「コンクリ ー 卜は日本て、生産されはじめてすでに約120年経過し

ている J とある文献に記載されていたが、タイノレ、モルタル( セメ

ン卜) は古代エ ジフ。トのn寺代にその起源をさかのぼる、極めて歴史

の長い建材であり、日本でも古くから建築物のj末、壁などに用いら

れてきた。どれも国体原料を、/ 同n反応あるいはがt結反応、て結び付

け、決められた形をつくるという共通点がある 。

コンクリ ー卜 は外壁をつくる A副本として必要不可欠な材料てあり、

タイノレはその上に使用されるいわゆる {土仁げ材て¥ コンクリ ー 卜等

の躯体の上に貼られる ことで建築物の耐候性をより高め、色、柄な

どで装釘li ' I 企を与える ことのできる機能性十]"1チ素材として利用されて

きた。

光触媒

これまで、 コンクリ ー卜 を含め外装イ土t げ材には

高面 ［ ｴＱＱ 芙性、 耐 久性、装官 ￭ｬ￭ 性カｬＧ［ｾめられ、そして こ れ

からは、従来保持してきた機能制11なう ことなく、プラス α の新し

い機能をタイル、昼訪れこ付与する ことが求められてきている 。例え

ば ｲ ￡Ｇ｝ 強 度、軽量、電石蹴皮 ｬ 吸収、断＿ｾ｜ＮＮセルフクリ ーニ ングＨ汚れ防

止) 、環境浄化 なE である 。

われわれは数年前より、光触媒( 酸化チタン) と呼ばれる セラミ

ツク原料に者日し、 95年からは超抗関、防汚、|坊央性fiEぞタイノレに

付与させた 「スコノレ 卜 ( 内装FIl) J として、快適な室内空聞を提供す

る機能性タイノレを発売してきた。さらに 97年12月より超親水性によ

るセルフクリ ーニ ンク被能と NOx などの平日i子ガス i争化機fiEを付与

した 「スコノレト ( 外装用)J の発売を IJf .J始した。

植物の葉緑素が光のエえ、ノレギーを使って C O
2
を O

2
に変えるよう

に、光触媒は紫外線のエオ、ノレギーを使って、空気rl-Iの O
2
や水からス

ーパーオキサイドイオン (0
2
- ) や水般ラジカノレ( ・O H) などの活

性酸素を生成する( 図 1) 。 これらの活性椴素は、その強い酸化力に

よって、光触媒表面に付着した種々の有機物を分解し、K : l U菌を殺し、

H，O(水)

光紬てで寸寸触竺匂寸寸2亡Tγ(σ刊TUl 3γ;

/ 冠:函百歳" ｾ議｜

¥主竺竺ノ¥竺竺竺ノ

図 1 [ " 光触媒技術」のメカニズム

太陽光

今(j)や

'  目目 B目目 B目目 H目目目

表面に太陽光( 紫外線) 1 ) 方がc当たると 表面に水となじみやすれLい、親勧J水K基(ト- OH刊) が増加

図 2 超親水効果発生のメカニズム
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においを分解する作mがある 。 そのため、光触媒をタイノレの表面に

薄膜でコー テイングすることにより、抗菌性や、! 悦央機能、汚れ防

止機能を住宅建材な E に小J'与することが可能となったのでやある。

また 「スコル ト ( 外装JI J) ｊ は、タイル表面の光制点 ￬ｾ ｊＮＩ限表面に光

が当たる こt により、表而 t ノJ<1 : の接触角を下げ( N' ; ) bk基を増加さ

せる) 、表面カf水に濡れやすくなるい、う機能を持っている( 図 2 ) 。

われわれは、 これらの技術をハイド ロテク 卜技術判と呼んでいる 。

防ご汚寺 様々 叫な樹酬4の lリ|叫 、j タイノ峨最恥も「行f'7( L

J  性にも {優夏れた素材と 一般に認識されており札、それゆえ コ

ンクリ 一 卜表商をを? 高耐f候皮性にする こともてで、きる 。 しかし、都会の岱

Ｑｲ ｕ こ はｾドガスや肢も臨などの ￬ ｴ ｬＺｊ 性粒 Ｍ ＨＭカヲ〈含まれており、 これらの

粒子1. ; 1: . *にi需れにく し、材料 t 大きな分子11¥j 力を生じ、お五いがイサ者

しやすくなる こ ｴ がわかってきた 。 さらにￌ｛ ｊｾＧ ｬ ￭ 分子は表面に ｌ 、った

ん固着すると、パインダー となって砂睦や;挨もイ寸前ーさせ、結* とし

て外壁の部分的な汚れを発生させる( 図 3 ) 。

スコ Jレ卜

図 3 雨筋となって汚れたピル外壁

「スコノレト( 外装川) J  Ij : . 、太陽光に合まれる紫外線を利川する こ

とで、表面に水と極めてなじみやすし味見水基( 一 O H) を生成させる

ため、付着した汚れの下にmなどによる水が浸透し、汚れを浮き上

げさせて洗い流すと 同H寺に、 1:1' i ノドが全体に広がって流れるので、雨

筋を発生させな し 、 。 さらに光 ｦｾ ＱＡ 煤表 而 ｩ から発生する情性酸京によっ

て煤煙や排気方、スに含まれる illi' 1主徴紘子、コーキンク判などから抗

出する有機物を強力に酸化分解する力もあり、汚れの同JT を|幼くやこ

t ができる 。 これらの機能と当社での尾外暴露による評イl国の結果、

図 4 に見られるように、スコノレトの防汚機能がT l i儒Eできている。 ま

た、ス コノレ 卜には大気汚染物質浄化機能 ( NOx、SOx 浄化) もあ

り、 都市の環境計争化 させる極めてJ ; l . l J l' 二億ーしい製品てある 。

これらの機能性タイノレとコンクリ ー ト躯休との組み令わせて、環

境に優し〈、いつも美しい控築物の提案に役立てば幸いである 。

* 1  ハイドロテクト技術

ｔｏｔα 山ｊＧＢ ｉ の光触煤技術を ｩ ｬ￮ 川した比ｪｊ ｬ ｌｩ ｾ ｩ 、 ｾｊｩｴ Ｇ ｩ 、防災似 ｊ 米を ｦｴ Ｎｪ｜ ｬＡ するイ成樹 担分解機 Ｈ ｩｴｪ r  ，t;，材4佐伯I

にノk倫相史をつ〈るお持I ! J<' 位機自凶、 そしてこれらを「純介化する技冊目を総書' 1 ' する技術プランド% 祢

( こばやし ひでき * 陶機器持株式会' I J : ;タイルI l H発剤i研究グループリーダー)



「建築と社会」誌

大正 6 年 3 月に誕生した日本建築協会 形判に変え、特集と作品作風頁を二本 0635、FAX 06- 348- 0634) まで。

( 当時 ・関西建築協会) の、機関誌は 柱に、 シリー ズものの頁を織り込み、 販売{i l I i絡は12∞円( 送料. ri 'iJ 'i税合) 。

特集一覧・ 1 9 7 7- 1 9 9 7

大正 Ｖ 年 Ｙ 月に「関西建築協会刻 ￼ｾ ［ｪ その時々の社会を反映したテ ーマを選 なお、 m築と社会J fl1J 刊号~昭和30

と題して創刊された。大正 8年に「日 んで拘lliXしてきた。 年12) ' 1号まで全87巻の復克服が、1991

本建築協会維誌J 、さらに l 年後には 取り上げてきた特集テーマは下記のと 年10YI か ら順次発行( 不二出版) ー自己

「住築と社会J と改題し、今 日に至っ おりで、パ ック ナンバー購入. { f i望は、 本されているので、詳細は円本建築協

ている 。昭和42
i
l三からは体裁をA 4 変 日本建築協会 事務局 (T E L 06-348- 会事務局へお!郎 、合わせ願いたL、。
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畑 正俊 安井建築設計事務所

Ha t a  Mas at os hi  

りから

ヨ凶
-

E

・
1

l

樽づく

素材と技術が生み出す desi gn

素材、技術の源流への Re- approach によって、新たなる創造性に向うことを企画する シリーズ第 2 回は「木J について

考える。木材は古くから建築材料として使われてきた。そこには、長い歴史の中て積み上げ伝えられてきた、生きた木を

あつかう知恵や、職人の技がある。この生きた材料としての木材の特性をふんだんに利用している洋権和樽づくりをと

おして、自然から与えられる木という材事4 < J ) 本来持つすばらしさを見直したい。

左 ;羊締古材を蒸気に漬けま っす ぐに伸ばす

右 再 利用 を待つ古材

しft われ長いものでは 100年以上も使L、つ

づけられる。位、間合150年- 300年という長い

年月をかけて育った木をまた長い歳月ウイ

スキーの寝床として利用する。 この自然の

ゆっくりとした|侍の流れのrl' で木がすばら

しい恵みを与 占 えてくれる 。 そして、 ｬｾ とし

ての役目を終えたすf材は、 JJZ気によってま

っすぐに1' 1' され、フローリングや家具に再

利用され、さらに 1私、年月を生きつづける。

ヰ ｛ｉｦｾ の材料には、 吉 野の伎打ちな ｅ の良

〈手入れされて育った素性のいい木を使う 。

そして、職人技をも ってこの杉をから樽を

つくる。長い年月、 l'一|然のTJ:: みと人の世話

を受けて美しい平ut. s : が生れる 。

ウイスキーは、樽に詰められ10- 20年も

熟成される。すると f-t t . はまた工場へもど っ

てきて修理され、ふたたび、l I 'I・放出へ送り

だされる。 こうして4射オ1.:1: 3  - 5日くり返

時の流れ

素

材

と

技

術

丁寧に犠打ちされた杉林。和締造りはここから始まる

熟成のシステムは現代の科学ても十分解明

されていない、千111秘な出来司Lである。

*  *  

蔵庫の環境、白然のもたらす偶然によ って、

ウイスキーの熟成ぶりは巡ってくる。 この

j羊樽工場のある布引丘陵の回国風最

*  

生 きている材料

「ウイスキーを育てたのち、修迎に返っ

てきた洋非 ｾのだぼ栓を聞けるとすごくいし、

脊りがする こと がある 。 それがいいmブム

ただ、いい惑いではなく、ほんの少しの木

の泣いや、弘首の遠いによって、生きた木

がいろいろな性俸のウイスキーを育てるこ

とがブレンドして作るウイスキーにと って

大事な ことなんだリと近江製降立山専務は

諮る。l級選された樽材でも、その個性やl I i' 工場内は、ほのかにウイスキーの香りがする

作りの倉庫や、美術調の収蔵庫の壁に、杉材をもちいて調湿を行う l

といった例もある。特に日本のように湿度の高い風土では、少ない l

エネルギーで快適な生i郡東境をつくることに結びつくのではないか l

と考える。木材カ呼吸し、変化し続けるといった性質と良さをよく l

知り、長い時間と共に生きるように利用できれば、さらに深い恵み l

を自然の材料から受けることができるはずだ。

和樽づくりの現場、豊田製樽所は、明石i l D i sの魚住にあり、神戸l

の酒どころ，難一帯の酒樽をつくる。工場では、見事な技で樽をつく l

る職人の、きびきびとした動きに場の緊張感がったわる。この緊張l

感の中で; 裏として美しい和樽が生れる。

和樽も洋樽も、その+ お童は側板をタガで締めただけのシンプルな l

樽と自然と時間によ ってウイスキーは熟成される

樽から建築へ l  

洋樽づくりの現場、サントリー近江エージングセラーは、滋賀県l

八日市市の布引丘陵の田園風景の中に建つ。工場では数人の職人がl

黙々と作業をこなしており、時間が自然のリズムで3荒れる。このゆl

っくりとした時の流れの中、洋樽は、生きた木カ、百子吸し、長い年月 l

にわたって、ウイスキーを生かし続け熟成していく 。 また樽は、<

り返し使われ、若い樽は強い性格を、古い樽は、まろやかな影響をl

ウイスキーに与える。これは、ウイスキーづくりにたずさわる人々 l

の、長年の材料に対する研究と経験によってもたらされた自然の恵l

みである。

建築においても、木材の生きていることを研究、誠実を積重ねるl

ζ とで、その特性を生かすことができるのではないだろうか。校倉l

建築と 社 会 ・1998. 244 
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干尊のしくみ

i羊怖も手ut t r . も、数十枚の fJl IJ 板 を タ ガ

(H oop) て締ii.j' けているだ、けである 。fJli H反

はわずかに中央が大きくなっている 。ーLF

をタヵーで締めると、 ιl' 央部もお* る仕組Tご。

この仕組て* の漏れな L、仰が出米上る。

帯鉄( おぴてつ) Hoop 

パソ キング

Packi ng 

側板( がわいた)

5t ave 

中でも黙と 呼ばれるｾｾは喬りが強いため、

木香月! の怖に使われる 。辺材の(一l太 は 、 *

密性は低L 、が、 ( I ( 美し L 、ため輩材として

使う 。 このように木材の L 、小、ろな部分を、

それぞれの性質を匁l るこ t て、細やかに使

い分ける 。 また、刊!IH，授を締めるタヵーには、

; w: 竹でつくる輪竹が似われる 。l倣人が長い

竹をねじ って 、4 111j 巻いてタカ、、を作る 。生 き

ていることでi t J I び紡みしながらも、竹同士

の摩擦だけで栂制限づくる。 この竹の使わ

れ方にも支材の仲間:が良〈生かされてし、る 。

職人の技が美しい和縛をつくる

職人の目と知恵、

i特tr.づくりにおいて、機械化された工程

が多い '1
1
、来才4 としての生きた木ぞ兄分け

ること fごけは、人間1の自によって行われる 。

怖に適した材として、特に$1目が通り、水

が漏れるのを| 坊ぐチロースぞ多〈合み、堅

nm力に;手1んだ、息づくホワイトオークだ

けが、長年の経験からその個性を知り尽し

た職人たちによ って厳選される。

平11怖には杉を使用する 。心材の，f o. 身は水

が漏れにくいため、。!I版 やj創反に。心材 の

洋締の仕組み 基本は和織も同じである

*  *  

やかな木脊を与えるとともに、外から見た

目にも美しいものにイ上J - . げる 。

機械化された ，羊栂造り、最後の一枚は職人の勧

*  

耐@
倶l

日本の美意識

i特命: と違い、 i凶をつめて完られる総とし

ての羽If t r . は、予) 前半さや、 h'j らかさ、めて、た

きのイメージを作るために、美しきも求め

られる 。特に高級なものには、 fJli H反に辺材

! : { . 制のrtl 目から取った “[j J 十j-" と呼ばれ

る12重な材をHI い、表fJ l lJ は辺材の臼太、内

側は心材の赤身がくるようにし、 i阿にまろ

45 
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狭 あ い 道 路 の 整 備 - 神 戸 市 ・ 明 石 市 ・ 箕 面 市 一

久保田潔

箕面市都市計画部開発指導課

喜田耕史

明石市建築部建築指導課

金川裕一

神戸市住環境整備部住環境笠備課

326 

ており、その支援メニューの一つ に「道路強的型グルーフ哨往す111TIi J

の作成がある。支援の主な要H.I . : I : 次のとおりである 。

ケ) 自らの住宅等を問主しようとする者を含む惚数の仁地所有者ら

が、再建に| 到する「協調的なノレーノレj 及び f2項道路、位置指定道

路の整備計画J の作成ぞめざすもの。

μ) 整備を計画する道路の区域内のよ地所有者が 3人J : ) J 二て、あり、

/ / 問

建築基託制 Ｑ 第 ＴＲ 粂に道路の定義がある 。平 成 Ｗ 年 Ｑ 月 ＱＷ Ｑ ｾ に発生

した際ト111
・協路大良災で多くの建物が滅失したが、それらの雄物の

かつ、再建者を 1 人五U二合むこと 。

・資金的な支援

「面的なまち づくりの 中て迦各 整備を行う場令」だけでなく円 ｉｾｉ

;)1) の住宅再建て道路のtあ 断11分を主主1111i する 14j 令J にも 一定の条件の

もとで支強力可fiEである 。

(1) 面的なまちづくりの 11' で泣路整fJiI! を行う; 場合の支援

法律に基づく「区l酉酪四IZI工業j 、国の要綱に基づく「密集住宅市街

地盤備促進事業 J r街なみE制 t整備事業」等により支援で きる。

(2) 蹴泉として、または個別の住宅等のI弘 主に関連して の側首

① 住宅再建型道路整備助成/ 良災で滅失した住宅等を再! I . ! ! する数

地に核し、 2項道路の拡幅整備( ヰl品、及び公道て拡幅部分を市に

寄付しない場合を合む) 、または位置指定道路の主主怖を行う場令に、

道路の整備に必要なＧＱＺ ｾｊ ＧｉＧ Ｉ の ＲＯＳ を限度に助成する 。

｀ｴ 必重災害復旧助成 Ｏ ｌｕ 災で似容を 受 けたね過の ｾｳｲ ｬ ｛Ｑ を行う場合

に助成する制度で、原)1ヲ復川J :ZIO; : に必要な費用の5/6をli良皮に助成

事弘位、 この建築基: 司出u のJ白絡の定. &1 : 1 主席按な関係がある。

神戸市のL l 加友市f却也で被災した! & 物のうち、 li 成前からのi量産地区

を小心に、幅員 4 m米bitt の道路に桜i 1 l しているものも多〈、再処す

るためには、 2項道路として道路11
1
心か らの 2 m後退が必裂となる 。

男知也が一定規模J : ) J 二あれば、道路の ')1心から 2 ｭｦ お昼しでも ｾＡｉＡ 叩Ａな

く手弘主するこ t ができるが、 li戦i隙投閃1前河力か盲らの長l嵐怪カがf往密;1.集i長主しているな E の

地域てで山1冶はま、 各戸の敷I地也而松積i力苛夫〈仁、 また、 元々の主必娃l ! 物が必娃iぺい率、

容樹;fJ

てで. きない場f令与も多Lい、、。
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I  2項道路に面する建物の再建と道路整備等

- 各敷1也における個別再建の場合

LU災に|品! 係なく建築される場令と |百lじて二位築基当割引こ従って11i'! 1

別に、必要なセットパックを行いー1'1白必されるが、セットパック部分

力 ｦ 整備Ｈｦ［￬ｊ ￬ 装等Ｉされるかどうかは娃築 ｪ ｾ の 個人的な考 λ 方による 。

する。

@激隆道路環境整備事業/ 公道 2項に面する事知也での住宅の再処

等で、建築後退等により生じた道路nJ . l 也をや11戸市に寄付する場令、

うた巨費用をや1
1
戸市で負担し、その部分の縫怖を市で行う。

- 一定の区域で、建物の再建と道路整備を一体的に行う場合

建物カq一手法されるだけでなく、問11.]・に一体的な道路の堂側l も可能

になり、狭あい道路のlii) 起が一定の細川て、一 気に併決する可能性が

l終わりに

ある 。ただし、滋1;111内森、金銭(I{; な負担等に| 民j して村訴1) 者 If Hの令立

形成が必要であり、令 ｾｾｊｲｾ 成を文援する仕掛けが必 Ｓ 史＿となる 。

・一定の幅員の道路に接道するよう共同化L肩建す芸品易合

狭小なイ ｉｾ 問 Ｑ Ｉ の見知 也 てゆ干弘主では、十分な床而［ｦ ｩ ｾ を目立保ていきない［場

合が ｪ 与し、 。 そのような狭小な敷地や、未抜道のため単 ｾＱｬ て Ｑ 正法的に

再挫て3 ない罪文I也を集め、共同化することにより、個別の再建に比

べ ｾｾｊ Ｚｬ｣Ａ也を有効に活用することカ ｦ￬ｬｦ￭￬ｾ となる Ｈｦ 道路 ｦ 判長 ｊ ゃいわゆる

「阪ＱｊＮ容有 ｵ の点て清利になるＩ 。 また、 ｾｊ Ｚｬ｣Ａ也を共同化する こ とによ

り不要な道路カ ｲ ｾ ｴ じれば、それを ｊｩ ｛ｩ 益したり、振り終えるこ ｴ によ

り土地を一層有効に不I)THて冶る "rti[;tl : もある。

I  2項道路整備等に対する支援

. 人的な支援

被災し、住宅ぞ再建しなければならなくなった市民の多くは、! &

築制措に| 刻する知識はほとんど持ち令わせておらず、道路IU)J 返が

オ、ックになり、今まで、辿っていた住宅等と同じものが建てられない

など思いもよらなかったことと忠われる 。 そこで、道路Illj 題を合む

様々な再建に| 掬する jlfBWの初日炎 ・アドバイス、住宅再姥に|品lする情

相封 ｾＱｾＡ 講を行うため、「キ ｉｉｉ ｆ ・ 復興住宅メッセ ｊ が平成 Ｗ 年 Ｖ JJ にオ

ープンし、住宅再建に|射する段々 な. f ll 談にのっている 。

他方、 一定の区域て往毛ーの羽必と温的の主主1J iIi ( 2 項道路、位置指

当 ｔ￺￭ の復興のため ｦ ごけて・なく、｢Ｎｾ災の教訓を附まえ、防災 等の 主 ｬｉＮ

.' ，} . からも引き続き 2項道路の聖釣w等を進めて いきたいと 三52えている 。

今後とも 、| 刻係機| 刻の皆様をはじめとする全国の皆牧万のご支援、

ご指導をよろしくお願い L 、 た し ま す 。 ( か な が わ ゅういち)

定道路Ｉを ー イ本 ＨＱＨ ［ に行うｪＭ ｾｾＱ Ｚトには、 その［ｲｴ ￹ ｝Ｉｾ の 糊 ＱＩ 者 Ｑ Ｚ ｜Ｑ の令ｾｾ形成

が必要となる 。神戸r ! iて1立、「まちづくり J や「共同化によるlLjJAJ

等の計i ! ! I1作成を行う場令に、.ftMI) 者か らの要請があれば 「こうべす

まい ・まちづくり人材センタ - J から41 - 門家を派逃する制度を設け

建 築 と 社 会 ・1998. 246 



/ / 箕面市/ ー

刈仮府 ｊｴ￯ 面市では、既成 ｬ 打街 ｊ 也 ｬ こ ［ 多 ｏｾ られる幅員 Ｔ m未満の狭

あい道j怖を受読者のfl t旦と本diの助成により拡脳挫I J / I jすることで、

交j必機能及び尖，仲間ミ等地域のノ|二泊五日境を改汗し、安全で↑火辿なま

ちづくりを行うため、‘ ド! 反 2 イH J J に rJ' C;T( rj ，行狭あい道路11よIP泊予備

でIFに|民lする要綱j を施行した。

こ のｾ説司 において、 ｊ 出版理主的 の対象となる狭あい道路 ｕｩ 、ＡＦ築

ｊ 脳出 ｾＨこより ＧＱＧ 心後退義務 のある究 ［ＴＲ 条第 Ｒ 項道路のうち拡 ｉｐｉ ，｜挺

/ /町/つ
7行いIIIT，1Eみが残る明石市は、市道の総延長約500kmのうち 5分の

l にあたる約100kmが 4 m未ill 自の狭あい道路となっている。

これ らの近路に被して! &物{ f ! &築するときに、後: i 1 ました部分を道

路として確実なものとし、地区内にゆ ｴ りある生前ｾｉｬ ｉ ｊ を釧 ＱＱ Ｇ ， する

とともに、あわせて救急活動、災害の予防、交通の安全に対応、でき

るよう良好な住環境を整備するために、平成 3年度より「狭あい道

路整 ｦｬｬｬｦ ｬ ｾ 業」をスタ ー 卜させた 。

( J /Ij された1必J dJ l JJ 也を本 di が泣l i 1' t として一体的に維持住♂1 I できる公道

( ，打jff ・.'J!. jff) 1 : している。

l狭あい道路整備事業の内容

法
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l箕面市狭あい道路拡幅整備に関する要綱

(1) 拡中，' ，aefIWに|品lする手続き

生 ｬ とあい道路に桜してムｾ築物を佳築する建築 ｬＺ 等は、，辿築ｻｩ ＧＨｦ ｩ ［Ｑ ＡＮｴ ｊ ｉＧ ｾｪ Ｇ ［＠

を行う ｲｾｪ に要綱に基づくが ｬｩ￭￮ｗ ，議を行うことと規定しており、その

流れは下図の t おりとなる。

|建築物を建築(新築、増築、改築)しようとするとき 1

|狭あい道路拡幅整備の事前協搬|ー|趣旨. 管理区分、手続き等を説明し、協樋を完了させる|

| 事前協織の成立 1 ，一一一一一一ー竺争ピ李賢φ井恒幸貫一一一 - -， 

l  :  ( 補助を受ける場合) ( 寄付申し出の場合)

| 建築戸申請 | |;  |  |  ;  

|経由に伴う審査 1 1:  1補助金交付申精 I I  

| 府 |

|  確箆通知 |  

一一一」一一一一

建築工事若手

一一一T 一一一

|  工事完了 |  

|  工事竣工届 |  

|  検査 |  

|検査済誕の交付 | |固定資産税非開牌精 11 補助金の支払い|

事務の流れ

ＨＲＩ 後 辺部分の皇室 ＨｊＨ［ ｪｬ 土ぴ ｾｾＺｊｉｾ ｉ＾Ｈ分 てす

本rli の場介、 r:i'I:而1れまちづくり {(f01主粂f}i IJJ の道路構造基準におい

てｼ勾 ｬ 阪 Ｓ Ｐ｣ ｭ のｻＡ｛ｉ ｉ ｾ ｩＧ町並 ＨＱ ｭ を義才併 ｬ けているため、 ＧＱＧ 心後 ｪ 品 ｊｉ 寺の幅 ｈ は

2. 3mとなる。

また、後i込書11分の挫f J / I j とは、この部分にfJll liiW及び舗装を行うこと

と規定し、飾品川J也を:剤、lする場令は市が}j I ! Uし、道路として di が

ｱＡｉ ，ｦ［ｪｻｬてや使 ｊ ｉｊ できるよう ｊｬｸ ｦ， Ｑｾ する ｩ ＴＡｪ 令、一定の ［ＱＱ Ｑ｝令を相 ｼ 日 ＱＩＩ する 。

ｊ ｴｔ ｩ ｩｩ､ ￮ 狭あい道路 Ｑ ｊＱ Ｚｬｰｾ Ｇ ｾ ｉ ￇＤ 尖制を 下表 に示す 。

l実績と施工例

年 度 11 2  11 3  11 4  11 5  11 6  H  7  11 8  

ill 築舵J . ( ! .f'l 数( ( 干} 755 506 544 660 827 731  832 

Ｇ ｊｾｬｪ ￭ｪｴｴ｢［ｍｉ 数Ｑｦ ｴ Ｎ Ｉ 42 40 65 71 84 93 107  

件数 3  5  7  28 14 15  32 

f言 1・l

If ii.f!'1!耐) 372 105 124 363 337 583 606 

件数 4  10 17  20 8  4  9  

無ffU史Ji J

I(i ifi'[( 同 61 22J  316 241  99 82 372 

7 年度からの事業の1'" びは、本J)'; ; ，! 長の浸透ととも仁、兵庫県l弱者11

地誌による姥て替え精によるも のと 忠われる。
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ｴ ｬ 二々 にして、ｾ訓品 ｬ に基 づく ・ Ｑ Ｇ［ ｉￎ ￭ ｊｬ ｴｊ ， ｊ 投は代 ｊｉ｛ 人をや ｬＧ 介として行うこ

ととなり、理解と協) J を行られないこともある。本di としても建築

Ic:等への P. R は制、協t して行うが、今後とも |民l係れ位の・1'; ;長推進に

ついてのごR間平とご|必)J をお阪[ L、する次第である。( ( ばた きよし)

(1) 対象道路

di迅または車道。私道及びl ' りl石 di環境保全粂例j に規定されて

いるl)f.1発事業によって整備される狭あい道路は対象外。市街化区域

内に| 保り、市街化調整区域内 l阜大崎d ト。

(2)  n刷 IlI i終

同定資産干忠利l耐傾の 2分の 1 1: する。平成 3年度から平成 5年度

1i 同定資産F見J Wf lll i額の 2併であったが、平成 6年度の言判illi 替えによ

る ｾ［ ｈｉ ｉｉｩ 傾の急激な」 二 針 。 により、別行の Ｒ 分の ｬ となった 。

また、 fえ退を言問完づけ られて いない「すみ切り j 部分については、

たj'. '!llI i傾のl . 5相とする。

(3) iWI註 ・分筆 ・登記

Ｂￍｾ紙 ｛Ｑリ ｬ 石 ､ ￮ て、 ｦ ｬＱ ＮＡＱ，

(4) 雄官w工事

ｌｊ 凶 ｊ Ａｉｊｾ停を施 工。 ＧｊＡ ｪ 川は ｬ リ ｬ 石 ､ ￮ て ｦｬｴ 且 。

(5) 相1i 11tfilit浜

1必J d苦11分に1"1 ・さく ・桝等がある場令l立、「移転制ut湛え域」によ

りま ｕｲ 設 ｴｾ の ＵＰＥ と撤去 Ｇｦ ｪ 月 Ｑ の Ｑ ＰＰＥ を令算し、 Ｑ ＰＰ ＷＮ ｗ ｉ を限度に補償

する。

(6) 1山| 定資産税 ・者11市計J l l i l税の減免

n収及び:寄付の;場合は契約 11 の辺川より、犯行員使用の場1' Hi 翌年

度より減免 t なる 。

(7) 手順( 概田谷)

昨日忽1113i 'F.!.:及 び111し出による物{ 件目' ! : l 1-' - 斗U也調査一→妥綱 ・パ

ンフレツト送付及び説 ｉｾ ト→協定型補 ｦｩＱ ト→ ￬ ｜ｬｬ ｬ 盆 ・ 分筆 ・ 登記一→

うさ ｦｩ ｴＮＩＭ →登記ー→支払いー→ ｦ Ａ｛ｬ ｉ ｾ ｉｙｕ ］ -!.j c，。

こうじ)Ｈき ｴｾＮ
施工前参施工後



新冷媒採用のビル用マルチエアコン

272 ｾ設備の頁

.  ｈｆｃ 類 ｬ 判読 ｾ ｊ 京 子を合まい、ので、 ｏｄｐ (オ ゾン破I刻系数) は

ゼ、ロであるが、 GWP ( 地球i}uU暖化係数) は物質によ って かな りl怖が

あり、 HF C125は R22よりも大きし、。

・葬!荊4 性て、は、 HF C3幻21はま刈自能G)J 力がf1:';以;パ〈、 J冷令t煤菜と して{ 優互れfた'':'.'λ点，'，1:

いるが、 ｒＲＲ より ＱＱ 上山ガス ｩｬｾ ＧｊＮｦｦ や ｦｅＩｊ が ｾＧＺｪｌ 、 。

.  HFC1251J. C OP  ＨＩ反制係数Ｉは低いが、 ｉｾ｛ 出ガス ￬Ｑｩｦ ｊ ｊｴ が低い平 ｉｊ 点

がある 。HF C134a は R12の(¥:f干物質として使用されているが、 R22

lオゾン層の破壊とフロンガス

より 自t;!J が低い。

民Uーのj昆り、 ヂキHF C ｏＩ ｾ ｾￎＢ 性、 性質は Ｑ Ｑ ￭ ， Ｍの 物質としては ｒＲ Ｒ に

比べ一長一短である 。 これを.Mi う)li法と して、混合物 (i 民令冷媒)

イr;与な紫外線をl以収する やオソ♂ンlr の破壊は、世界(l{J な環境I::J

起として|刻心が高ま っている 。

フロンカe ス( フノレオロカ ーボ、ン) は、大:附i圏内ではほとんど分向平

せずに成刷費に達し、 ここで紫外線によって分解され塩素原子を放

出する 。 この41素原子力f、地 上20- 40km付近に分布しているオ ソヂン

j討を破成する と、太陽からの有害な紫外線 がl Uに届き、 人体や他

の ｉ 師附 ｾ ￭ｬ￥ 系に悪 ｩｬ 期防及ぼす 。 し ｴＺ｟ がって、国際的な規 ｴｬ￬ ｬｊ とし て

が係J l l された。

表 Ｑ に 候 補冷媒 の芯瀕 ｕｾ ￭ 唯を 示す。

特定アロ ン ( CFC) については、ほとんど の先進国において 1995年

水をもって生産が全焼された。

さらにイ守幸 フロ ンである HC F C についても、 2020年に全廃する

l新代替冷媒 ( R407C) 採用のビ] レ用マルチエアコン

本私iて漂白介するヒツレ川マノレチエアコン( 写真 1) は、 J J MEイ史J l J し

ている R22に替わる新fげ干冷媒として、オソーン府を破易産する JlR囚の

一つである塩素原-(- をま ったくや7まない HF C冷媒を採I l J した28

kW以下の「新冷媒シリーズj 市外ユニット 4 機種1: ， ，W，f 11室内ユニ

ット Ｙ タイプ Ｖ ＷＭ綴 ｾ ｩｬｬ である 。

こ t にな った。

そこで、 C F Cや HC F C に終わるまUr代替アロンとして開発されて

きたのが、耳関東子を合まずオゾンMl i 皮閥系数 r oJ の HF C冷媒

てある 。 なかでも 、 R407C (I-I FC32/ 125/ 134a の 3程混合) と

R410A ( HFC32/ 125の 2密出令) が、 能力面や安全性などで最も

Ｈ ｾれている ことカ 斗司 ｊｉ リ｝ した 。

設

備

の

頁

l新代替冷媒の特徴

ｒＴＰＷｃ は、圧 力 Ｑ ｊＮｪＧ，Ｇ ｾｌ 、が斜 対 す ｉ 生のよい ｈｆｃＳＲ と、消火ｾ 寺性のあ

る ｈｆｃＱ ＲＵ 、圧 力がｻ尽く羽Ａ 論 ｃｏｐＨＩ 脳 ｾＧｊ 係数Ｉ のよ い ｈｆｃＱＳＴ｡ を

23/ 25/ 52wt %て。混ぜ合わせ、作動圧力、努荊牲を R22に近づけた

不燃の非共沸混合冷!iJtである。

R410A は、 HF C32の1司令を柄やして、葬! ¥特性の ;，.' )J 巣を 引 き出

し、 HF C1251: 50/ 50wt %で混令し不燃化した疑似共沸混合冷媒

である 。

iit令物となった I-I FC32、125、134a おのおのの物性は概略以下の

iU! . りである 。

.  ｩｾｾ ｽ Ｎ Ｇｾ Ｑ ま、 ｒＲ Ｒ に比べて ｉ Ｍ ｉｆ ｃＳＲ 、 ＱＲＵ は ｩ ｬ￭Ｚ <、 H FC134a 1式市jl 、。

燃がt性については、 HF C32は可燃性がある。

ダイキン「新冷媒シVーズJ ｒｓｘｙ ｐＲ ＸＰ ｋ 冷房 ｦｩｾ ｽｊ (50/60Hz) 28，OkW暖房能JJ (50/60Hz) 31. 5kW 

写真 1 ビル用マルチエアコン室外ユニットの外観

新代替冷媒には、別行の R22に耳目論 C OP及び作動圧力が近い

R407C を採用した。新採川の R407C は、 R221こ比べて能力而で'1J.

訂干のf . ! r ul垣を持つものの、 J f.) J が近似し ている冷媒である 。 ヒツレJl J

マルチエアコンの場令、 lJIJ t!lI'i C1でが長〈冷媒251も多いため、庄航機

や冷 ｬ 点を初める 受 ｪ 制品などが圧 Ｉｊ の変 化に 大きな Ｉ［ｦ ｾ 年 ｬｾ を受ける ｷｭ

となっている 。 そこで、 I UJが R22に近〈設計変更に対応しやすい

R407Cの保月]と なった。

しかし非共沸i民令冷媒であるため、裂品化に当た っては いく つか

の技術ｾｗＺｬ ｭ があ った 。

①シ ステム l々 で冷媒k;l U此の)'， 奇りにより、性fiEが不安定にならない

冷媒物性

* 3  * 4  * 5  

冷 媒 ｉ ｾ 品抗 日 itf:紛 OOP GWP  ￭ｩｾ Ｉｊ＠ J1ltJi命

iM.I主 } UJ  COP 

℃ kg/耐

1  [CF C-22 96 18.8  0，05 0，43 100 100 

HFC- 134a 101 12，4  
。

0，33 62 98 

HFC-407C判 Jドj七i4C 86 20，5  
。

0，38 98 95 

ｪｬ ｾ＠ ｈｆ ｃ Ｍ ＴＱＰａＢ 疑似 ｾｉ 、湖 73 30.2  
。

0，43 140 89 

相Ii

1-[  FC-32/134a 

冷w/; 94 19，1  
。

0，28 96 99 ，5  

(30/70wt%) 非共i 9C

!-l FC-32  78 31. 0  
。

0，16 162 95 

l l FC- 125 66 24 ，8  
。

0，70 86 73 

候補冷媒の種類と特性表 1

色、

② ｾｉ ￵ 等 ｮ ， ｴ 性と ［ 斜伝迷率の減少で、非 ｨ 交換 ￭ ￬ｇ Ｑ ｊ の 低下をまねかないか

③冷版記i詰i即時のよi却反変イヒlこよ って、能力低下が大きくないか

などである。これ らは角件Ji シミュレーション及び主¥! 験のも1みi I i ねに

H  FC  -4  07C=  H  FC -32/  125/  134 a  (23/25/52wt%)  

1-1  FC  -41  OA =  H  FC -32/  125 (50/50wt%)  

ｩｾｍ 広粂 ｦＧ ｉ Ｇ 5()'C 

0 01' = オソンf ! 皮.f7i係数 : Ozone  Depletion Potenti al 

GWP は、 CFC寸 lをl とした場令の lQ()iFベースの相対値で、 AFEAS1995

f ド版1: 1¥明
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*

*

*
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ー ジホース、チャ ー ジングシリンダーなどに付着している鉱il ll か混

ぎるとスラッジの発生などのトラフツレが先生する 。

④{ 紙の R22、鉱 illJ に比べ、冷凍サイクノレ内の水分や コンタミ (ィ、

純物) の許容量の、非常にシビアな干; ・現が必要であり、クリ ーンな

配管材料の使用や、 ろう付付. け川H時寺如lはま釜索置換により酸化副 l侠英財手発E生佃|ド防l坊β加.1

等が必必、要てある 。

⑤大気圧での蒸発温度が R407Cで - 44 .8"C 1 : 、従来の R22の

よる、熱交換協の設青! と、冷抑制l笹jl によ って併決した。

熱交換総てＮの ｾ ｉ ￶ 等 ｌ ＱＱ 性 ｬ ま 、 Ｔ - 5.Cである 。 この特性を利HJ し、

H (スーパー ヒー ト) 制I封劇ヒt)j IHi jl し、再J佼換器の性古E低下を改千年

できた 。 事 ｾｩ 伝達率の低下は 、 新形状治手 ｬ 伝葬Ａ指［の開発て解決した。

また、冷刷局 ｩ 則時の性能変 化 についても影響が 小 さ いこ ｴ 州 ｩｲｅＢ ｩ￬ ｾ ，で

き1:. 。

図 1 に非等温の冷凍サイクノレを、 図 2 に冷l尉馬i曳JI寺の能力変化 を

示す。 - 40 .8"C に比べ低いので、冷媒の剤投手 ・同 制1寺など 、凍傷事故に注

意する 必要がある 。

設

備

の

頁

冷凍空調工業会国際討議会 (l C AR MA) は、環境に望まい、冷媒

を2010年までに必要であるとしている 。

ダイ キン工期掬は2004年の I-I CFC削減規制の開始までに、人: 't の

樹 投 手ifr冷媒 (H FC) にもIJ り符える日)-j而lを進めて し、る 。 この新It件

冷f劇 ヒは、パッケ ー シ、エ アコンとノレームエア コンで契なる冷媒の係

用となったが、冷房〉性能を重視するパッケー ジエアコンには R407C

が適し、暖房性能を重視するノレー ムエ アコンには R 410A し お の

おの製品の形態に令った冷媒の選択 となった。

オソごン層侃護を目的に 1lf.J 9Eされた新代替冷媒化1:. "が、次なる制m

として地球温暖化| り1.11ニへ向けた、 - JR'の省エ寸、ノレギーイヒu占M! 妥イヒ効

果ガスの大気JiX出拝1111，IJに努めてゆかなければならない。

( にしたに

び結
ガス液:

+  
圧

力

(

同

/

d

)

一歩

エンタルピ ( kcal/ kg)

ｊｉ ＾ ｊＧ ，ｩＱｾｩｊ ｩ 令冷媒 ｬｩ 、二割似においてＪＱｬｊぷ変化することから、議紛過程あい、 ｉ ［ｴＮｉ ｍ･

過料における入 11、出 11での滋J. : t が変化する。

このJI今ii 凶 .'，f J: li 4  - ＵＮｃ あり、この対Ａ必 ｴ して非Ａｾｾ主換総の冷媒、空気のお ｩｴ し Ｉｪ の

1，ぬ主化を1)( 1った。 けんじ)

100 

非等温の冷凍サイクル

運転中に漏洩( 膨張弁あと)

LL- - ;  

汽弓
: 停止中に漏洩 i

漏洩量比( 漏洩冷媒量/ 初期充場量) %

冷 媒 R407C 粂 fl : ilil i史した分の R407C をill JJl1光収

図 1

105 

100 

能

力

比

%  95 

90 

0  

非共沸混合; 令媒の冷媒漏洩時の能力変化

| 新 代 替 冷 媒 採 用 の 叩 マ ル チ 工 加 の

設計・施工上の留意点

図 2
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予'Jr冷媒 R407C は、従来の冷媒 R22に比べ圧力がやや前九、また冷

t点機illlも巽なる。そのため、弓U也冷媒配択にかかわる作業や1 VIJ 仁

共、向日 ＱｾＺ 材料などが従来と ー告 ＱＱ 災なるので、設計 ・ 施工に当た っ て

の取り扱いは注f 刊訂頁を熟知 l した 1'. て刊行う こt が必要である 。

① ｒＴＰＷｃ は、 Ｓｦｾｮ の ［ｊ ｬ ￶ 共 ｩ ￯Ｉ ｾ￬ｬｴ 令冷媒であるので、冷媒充 ｉ 長など

の| 僚は液状態で加茂しなければならない。( カ。スの状態て完成すると

利) }J . . が変化 し、 能力そのf也にiilFf伴が，'1' ，る)

② R407C ｌ ［ｊＺ、 ｦ 釦 択 の ｒ ＲＲＱ こ 比 べ作動Ａモブ ｊ がが Ｉ ｬＮ Ｑ 併とｾ Ｇ， Ｇ ｪ ぽにな

るので、冷媒配管の桜前♂11、冷媒チャ ー ジング、シリンダーなど R22

t の1MIJ が出来ないものがある 。

③ 冷凍機 ￬ｬｬ ｬ は、ｻ釦 ｼ その事 ｾ［￬ ｬｬｬ 系ｉＺＮｦ ｬｬ 作性がないので、 エー テノレ ￬ ｬｬｬ を

係川しており、従来の R22て1必 IJ されたゲー ジ‘ マンホーノレド、チャ
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l問題提起

「メトから、あなたに建築桃j主に附してお聞きしたいのてすが、符;

えることができますか? J と聞かれたならどうしますか? 私なら、

賀川をしたキ|停が誰かによって符えが変わると思います。例えば、

f，Yfhl 設日| を' j ; 1 I っている人に対しては「とんでもない。分からないこ

とばかりですよ ｪ 。一 方、構造設 ｾ ｉ については ｴ んどまれらない人に

は「はい、 εんな質1111でしょうかけ( 符えられる t も答えられな

いとも 三わず) という共介に。

「なぜかけって、 i両立のflYi :造設，iI'(こ|虫lする資料 ・研究の多さを

凡 れＱＮｴＢ Ｎ 分かりますよね 。 Ａｩｬｬｾ会必当局 ＱＮ､ＮＺＢ けならば、頑張って附記すれ

ば党えられるかもしれませんが、 111:の'1' に添れているD凶域Rをすべ

て党λ て( 理解して) しまうなんてとんでもない ことのように忠わ

れます 。 さらに、新しい技術やｊＱｾ論は ￍＯｊｮ ( ひょっとしたら毎秒? )  

どんどんと進歩を絞けており、もしそれを4吋H学び絞けるなら、設

，j lーをする 11，1"1:¥1なんかとれるわけないですよね。これは、まるで l止11¥1

て騒がれている↑ fl 報化社会そのもののようであり、数多くの'h'j搬の

'1' から必要な e情報のみを入手しようと思っても、取捨滋択するた、け

で多くの ｈ 与 ｉ Ｚｊ ｊ が 必 ｾとなってしまいます 。 構造設計者が本当にしな

ければならない こt は、設計の芯 Ｚ Ｑ ヌ ｼ に ｪ 必じた ＨＱｾ ｊＨｬＱ ｬｩ な安全性を布した

処物制住友に完成させるためのf慌てあり、告何仙'V湘I

川を ｾｉ汚矧訓 ｩ存引判［打訓 ＱＱ < わけにはい力か、ないのに (図 1刊)。

構

造

の

頁

図 1 f湾造設計者がしなければならない仕事

コンピューター と布院j在日1・rl プログラム 1;): 、これまて・辺、安で. あった

百貨 ｾ ｉ ーの作業を経減させるこ ｴ とともに、手立 ｉ Ｇ ｕ ではｘＷ ｾ ｉｉｊ ，できなか っ

た( J 111解しきれなかった) 去に桃まで、も向件万するこ t カfできる非常に

のがj な道具であると 言えます。でも、それt:: けではなく、 |止の '1' に

ある請が凶主要Hをきっちりと覚えてくれているテーータベースのf気Iil l t

備えてし、ると忠L、ませんか。だって、いか、ろな計算j J d没 収J合選

択でき、| 吐の '1' の'1，波iJ i の到Jli ，J(こ L、ち'1'. <対j必する (l j !¥、かどうかは

めt川もありますカ i) 、少し li I j まで‘ ;&l i "Iす; がやってきた大変な書11分を

かなり，] 1き受けてくれているように感じられます。 また、テデpフオノルレ

ト官仙 ｦ自 ｬ巾をｻ使史 λ ば絞験の少ない Ｑ設前生釘 Ｎ ￬川 ｩ刊 ｼ τポ ｲ行ｾＮててで、砕、もす〈寸守に ｴｬ柿 ｩι 昨 ｩ造主青計計 ｼ十 Ｑ卦詐 Ｓ羽界ＷＺ切 ｦ てきるのてで -

す力か‘ら、こんなに ｬｉ ｾ ｪ Ｇ ｉｩ ｜Ｑ の節約になる ｪ 且 ｬｌ はないといってもし札、ので

はないでしょうか 。 今後 Ｑ［ＩＺ 、 梢 ｪｪｩ ｾ ｩＧ ｬ Ｇｾ＿Ｚ プログラム に ついてもコピー

機のリースのように、メンテナンスを契約すれば自動的に update

してくれるのが当たり IIIi になるのかもしれませんね( 図 2 )。

でも、イド、 Ｂ Ｑ にそれでいいのでしょうか 。 桃 ｪｩｴｾｉＧｘｾ プログラムを ｦｬｬ
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電算のプログラムのメリット

いて設計はできるが、実| 努に桁| 和主全〈 中身を瑚平できていな L、

い、う こ ｴ カ究ｽｾｾに起 こ っているかもしれません 。 また、 ｬ ｬｾ まｔｲの脱

叩斗プログラムが党えておいてくれる。 これって、素人が抗日 l'して

いるのと変わらないのじゃないですか。 そういえば、あなたは今使

っている桃造計算プログラムについてよ主体的に説明ができますか?

もちろん私もそんなこと はできません。fごって、人が作ったプログ

ラムなのですから( ¥、わゆるブラックボックスと 呼ばれるもので

す) 。でも、構造設計す; は椛j主設計ーのプロフェッショナノレとして { t

・ ｉ ｾ に悦わっているわけですから、他人にそんな こ とが説 明 できるわ

けないてすよね。いろいろな綿誌やシンポジウム等て¥ こういった

コンピュータ- {史川の弊刀についても i命じられていると 思いますが、

与t'ぶには私たちはコンピューターを手放すわけにはいかないことも

引天です。 じゃあ、どうすればt 、L、のでしょうか。

これは、いろいろなところで‘ も日われている内待て. あると思いま

すが、

「構造計算プログラムはあなたの

アシスタント( ブレイン) である」

いづ再認識をすることで. はない

でしょうか。{i1Jをつまらないこと

をと忠われるかもしれませんが、

アシスタン卜( ブレイン) のこと

をあなたは知っていますか? わ

けのわからないアシスタントでは

ありませんか? アシスタン卜に

きちんとした イ 日 ｊ ｾ を ｴ ｪ ａ えています

か? どうでしょうか( 図 3)。

図 3 コンピュータは

あなたのアシスタント

ノト11111;): rコンピューター と桃造設計」い、う ことで、? ? さんよく

ごイFじの内界だ/ : . 1 ; 1 : 思うのですが、あえて私見を述ぺさせていただ

きたいと思います。

l構造設計と構造計算

数}，I;I: 。

実際の設言|ではついつい忘れがちになってしまう ことについて、

- 仮定断面とは

柿活設計する上で. は必ず村長造| 折1111を定めるのですが、これはどの

ようにして決めて L 、くのでしょうか。; J I 本設計等で決まっている条

件を基に、とりあえず仮定断I(II を与えてから 、計'tt!: をMJ立か繰り返

しでもためるのが一般的でしょう 。でも、仮定断而ってどうやって定

めるのでしょうか? 多分、地よの '1可ダ11や主主持古から ( あるいは間 lJ l

な ｩｩｬ ・ Ｕￎｾ からＩ決めるのではないかと思います 。 こ れって椛造計算で

しょうか? 私は この部分って椛造計 l百iの部分Tごと思います。構造



構造設計と構造計算図 5

しょうか( 図 的。

・4翫宣設計がすべき二と

「かっ このL、L 、ことを 云っても、ろtAはどうなんだJ t 芦われれ

ば、 Jc心ずかい、かな、なかなかL、つもそんな認識を持っていられる

わけではありません。設計'J t}I! :I Ji人lに( い、うよりはI j ＧｾｪＧｬ の手続きに

1mに介うように) いかに| ヌ11闘と計算告を完成させるかい、う状態に

追われて いれば、そんな こt にかま っていられないですよね。

でも、ちょっと考えてみませんか。 まず、 |ヌ|百iや構造計算手ell- を役

所に提出しないといけないのはなぜーで. しよう 。 それは、簡 111. に" ぇ

構

造

の

頁

ば設計者い、うものが( l IJ や地}J 1' 1  ｩｦ￬ｦｾ ドに＿ ) 信川されていないか

らてす。一応、主! ! : 築 L t  t 、う' t f . 絡は同や右IlillJHY，材、ら 与えられては

いるのですが、 それは役に立たないわけですよね( まあ、 l川中|いlぽ;ゐj' i花ててで、日、

るt いう i紋I泣k抗キ初初刀j のハ一 卜ドド守ツ‘ ノルレは越えて lはま t 、るのてすが、 構造に WJ しては

それも結構怪しくて、構造 ｡ ｬ ＧＱｾ Ｚ ミ ＱＱ ・ にＮｲ， liii ｾ ｻ ｉＺＺ くだけのような気がＩ 。

でも、別にそれが恐い t 長 うつもりはありません。実際に資絡は持

っていても、 t んで. もない|ヌII Il iをll' l してくる人力当t;-，hYft 、るらしいの

設計すiの経験や詳; 粂f牛ぞ判断して適切な架村l
ぞ定めるのですから。

では、杭造設計を進めていく上て'J IJ いている凶汀而は、いつまでが

仮定凶訂而で、いつからが決定( l 1iJ:冬) I析削なので、しょうか。11: 匠担

当者に断而リストを泌す段附? 保布ノド千|耐)J の計算をする場介な

どはなかなか断而の決定がて3 ないこともありますよね。様々な設

青|手法があるでしょうから、 一概にここまでが仮定断而の段附であ

るt は十犬めにくいと思うので、すが、あえてずばっ t 言え!j 了、

「最終的な検定計算をするまでは、すべて仮定断面である」

と言 うことができるのではないでしょうか( ちょっと板沙向かもしれ

ませんが)0 t すれば、 一般に算定日 |引[ と呼ぶ段階は構造計同とい

う こ とになりますね 。 脱力、に、村 Ｇ ｭｷｾ 析プログラムを Ｑ￦ って訂 Ｎｵ を

繰り返すわけですけれど、 これはあくまで決定( 力説キ) 断l師を定め

るための試行錯誤なので、別に Ｍ Ｑ Ｇｴ ｾ Ｑ Ｇ Ｚｐｾプログラムを ｭ いなくてど

んなブ刀法でもかまわないはずですよね。i比終的に検定計37- て、安全性

カ'l i' (g認できればよいのですから。三段j街去のようにな ってしまいま

したが、検定計算ぞ行うまで、は椛造;; 1ポfil をしているのだという認識

を持つ ことが重要ではないでしょうか( 図 4 )。

置亙i iL 医n:oo

島
情造設計( 計画) を 部材や架構が法令等に

すすめるための計算 適合しているかのチェック

51 

で。

なせJ こんな こt を常 うのかい、えば、建築制民去がイ 1:樹¥l i . 定か ら

性古色規定へと大改訂される] 三定であることは皆さんご存じ fごと思う

のですが、構造設吉|の分間: においてもこの改訂は非常に大きな阜、l床

を持っていると思うからです。 その許申|日がどのようになるかについ

て今の段階ではよく分かりませんが、性能規定を j岳り 一遍に与えれ

ば、性能をf ，'(ff認できるのであれば1 ' 1111な設立| 手法ると採j りすることが

できる代わりに、 設計計- された川I}内j人勾、'1守平符: 示手については設言計|寸

待つという ことに なると忠います (;z2:2!、にすベて力がf変化するわけて lはま

ないLい、叱t 忠います力が州ずワ) 。とすれば、総々な訴 |法に対!芯した数多くの村j

造設計プログラムが| 止に 11' ，ることも考えら( l . ，そのうちで- l lkも適切

なものを設計す? が選定する( あるいは一つのプログラムの '1' にその

ような機能力f含まれる) ことカ沼必になるのでしょう 。

さて、すUEの構造青mプログラムは、写Z百ギ花t の主刻辿l巨:染1

定に止井対‘ サI打J;応i志5 したものとなつていますカがZ、'Itfi 印L定てあれば:" ll a :冬(I {j な性

能封筒足しなければならないので‘ すから、構造設計すiは今まで‘ J . - : J j ' .

にプログラムの '1' 身 (t，Vf i 1 t 設計についてといったほうカ勺白夜) につ

いて知っていなければなりません。実際には、プログラムの '1' 身を

知らなくても設計はできるのですが、そうも 青つ てはおれないので

はないでしょうか。ちょ っと担以掛かもしれませんが、; 弘氏i二のように

許符J; iSJ J度設言|て、終了できる ことは減るかもしれませんね。

今までは地謀で建物が泌れ ｴＺＩ ｊＩｪ 令、設計に ｲｾ りがなければ法 ＱＱＱ が

{持s ( i してくれそうに凡えていたのですが、今後はそういうわけには

いかなくなったと 青 えるで. し よう。 これをあなたはどう与えます

構造設計者A のすべき ことは、また明 λ るわけですよね( 表 1 )。力、?

算定計算と検定計算

. f . あ宣設計と構造計算

さらに話を進めれば、構造計 1，Ii lというものは計算て1まないのたーか

ら、イ可も構造音 Ｑ Ｇ ｘＷｾプログラムの結栄のとおり設計する必要はないと

言えます。 それよりも、雄物のバランスそ設;nすiが判断して断l而を

決定すること、これカ f一得大切なのではないでしょうか( t . ごからと

いって、建築基込釘去述反になるような誌nをするわけには L 、きませ

んが) 。つまり、

「計算結果から断面を決めるのではないJ

という5J点E

てその断I而耐を求めてもふ、 i力1主μ1司キ刻制F村州(1μ的H内〈句J にその断|耐(1ωII をf採采)川|日lするの lは正 i芯没，;刊|寸ず者P守;な

のてす力か‘ ら。

構造設計ーを、建物をある設定した外)J に対して安全に作り 上げる

までの 寸 主の過程の作業 ｦ ごとすれば、桃山 ￮ Ｍ ｉＧ ｾｾ 以外にもしなければ

ならないこ t は山はどあります。ですから、 梢造計算( こ こでは検

定訂 Ｇｘｾ Ｚ い、う狭い意味に従えてＩは、椛 ｪｩ ｩ 設 ［［ Ｑ のうちのごく 一 部を

しているのにすぎないはずです。私は、構造設計 U ; J : 、緋浩司 I，III (JJ;.

い立 ｬ 床でのもので、架怖の検 ［［Ｎｊ から算定日 Ｑ ・ Ｕ￬ｾ までをｾむＩ い、う J ド

"j;f; にクリエイティブ1t 1f 11分 し そ れ をiヌ11(I!化 Uii 終日樹立、部 |通

りの建物ｾｾ完成させるＩするという こ っの大きな要素により成り立

っ ており、それを補助するために、 柿 造 ｾｩｬＵｾＱ や ＱＱ 矧 ＿ の知識を戸 ｉ ｾ かす

べきだ ｬ 思い ます 。 もちろん、 柿 ｪＱｬ ｾｮ ・ ｾｲ を将校するつもりはありま

せん 。 こ れらはそれぞれ Ｔ 乱立したものではなくて、お五 ｌ 、に Ｑ ￦ＣｾＨ こ

}j(邦it し合っているものfごと思います。 しかし、構造計算プログラム

とは、あくまで「桃 ｨｬｾ Ｍ ｉ ＧＤｾ プログラム ｊ てーあ っ て ｉｦ ， ｙ ｩ 造設 ｩ ｮ Ｎ ( ある

いは言 ｬｩｩｬｩ ＧｩＩプログラム ｊ ではないという認識は ￯ｦ ｉ ｾ なのではないで

図 4
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表 1 基本構造性能、評価対象と限界状況

安全性 健全性 使用性

本基 ( 人命の保全) ( 財産の保全) ( 犠能性、居住性の樫保)

4膏
Saf et y  Rest oreabil ity  Ser v i ceabi l i t y  

造

[ 建築物の内外の人l lm仰 1J 放によl
[… Lml 性能

の生命に直接及 lます る越築物の損傷の や住み良さのE宜保

危険の回避 制御

限

終局限界 損傷限界 使用限界

(Ulti mat e Li mit) ｛ ｾ 叫 ｮ･､ Da ma ge  1  ( Ser vi ceability  Li mi t )  

Li m1t 

破壊・ 1しない 損傷が設定範囲に収ま 有害な叫変形 ・振動が

tz骨組品g  

人命に直接危害を及ぼ る・ 2
生じない

すような、 構造骨組の破 偽造骨組の; 員傷が設定 柄造骨組の変形 ・振動

犠・1を生じない 範囲内にある が日常の使用に支障を

きたさない

薬部 密材

脱落・飛散しない 損傷が設定髄図に収ま 有害な・3変形 ・振動が

人命に直接危害を及 l;f る・ 2
生じない

国ロ 内 すような、建築部品の脱 建築部品の燭傷が設定 建築部品の変形 ・振動

落 ー飛散を生じない 範囲内にある が日常の使用に支障を

きたさない

転倒 ・脱落 ・移動しない 損傷が設定車E図に収ま 有害な・ 3変形 ・振動が

設 偽造骨組および部材の る・2
生じない

督自
変形振動により、人命 偽造骨組および部材の 情造骨組および部材の

極主
に直感危害を及 l; fすよ 変形振動による設備 変形 ・振動が設備 ・機

認
うな、設備 ・機器の転倒 機器のJ員傷が設定範囲 器の日常の使用に支障

-脱落移動を生じない 内にある をきたさない

転倒 ・脱落 ・移動しない f員傷が2量定範囲に収ま

偽造骨組および部材の る・ 2

変形 ー振動により、人命 摘造骨組および部材の

イ十

に直後危害を及ぼすよ 変形 ・振動による什器 ・
器

うな、什器家具の転 家具のJ員傷が設定範囲

倒脱落移動を生じな 内にある

L、

崩唱r" や大規模な変 J員傷が設定範囲に収ま 有害な・3変状. ，が生じ

状・5が生じない る ない

人命に直接危害を及ぼ 地鑓の支持能力の低下 地盤の支持能力の低下

I盤也
すような地盤の崩犠H や変状.，が設定範囲内 や変状・5が日常の1主物

や、 偽造骨組の破壊が にある の使用や通行なと・に支

誘因となるような変状・5
障をきたさない

を生じない

<J II J! iの定.i ' i1>

*  J ) 到Ijl")1必?字、自! MJ ' . J J . 必符において、エヰ、ノレギ一、 )J 、$:>>去のつり介いがとれなく

なる状態をいう

*  2)  1J l 1おや支持能力の低ドおよび変状が、紺i ' i 1 ' l 今、技術i可能V'i .より定めたJ t 'i l i じ

ｉＧｾｉ 人 ｬ である状態ぞいう

*  3)  11 ;' i'; の仰 IJ に沼市をきたわ| 胞を L、う

ホ 4) ｊ 也市りや ＧＮｾｬｬｬ 司 法， ｪｪ 而のｩｊ ｩｩ 段、ｦｊＡＱｪＩ， Ｉ￬ｬ｣ｬｩＩｊ などを ｌ 、う

*  ＵＩ 地帯主 ￬ｴ ｬ Ｂ 、Ｈ液状化等によるＩ同 ｉｗ ｉ Ｚ 低ドにｦｉヲ ｪ ｬＡＡｾｾの幻影、Ｈ｛Ｑ裂や段必の ｗｉ ｾ

などをいう

刺J仰 Ilh;[ iI'I:' ，:  ｴＧｴ自む ｈＱｦｦｩｾ 明新 ｌ ¥ Ｇ ｾＮＡ ［ ｗ ｾ ｬ ， と由Ｎｲ ｾ ｻ Ｆｦｬ 主 ｦｫｬ 深技術」、 ＱＹＹＷ ， ＱＰ ， P，I21 

'J IJl IJ l: ωl.&'fi 主主策研究!i {r、制11本住築センタ一、 O附"1 1'.11ト11創立術センタ一 割lhY1ji'iW系の

Jlfl1t  干!此 8
1
1'，J!t刊 tiE朝日。九件、 199711ミ3 J J) 

lコンピューターは諸刃の刃

なぜ、コンピュー ター を構造設計にイ! . t 川する のでしょうか。 もう

ー ｪ 主必 Ｉｾ ｉ Ａ してみましょう 。

1  ) 試日| 吋'1/11の知新i

ＲＩ 人ｌｊＮの ｗｉｊ￬ ，成Ｈ少ない人数て。多祉のイｼプ ｊｾ をこなせるＩ

ＳＩ より桁皮の高い設計Ｍ→断 ｬ ￺ ｪ の称 Ｈｩ￬ｬ￼ ＱｴＭ安全 ［ｴｾ の低 ｩ 成

4  ) いままで設計て3 なかった弘サ停のfW.J' li'

そのほかにも線々な! l l!山は考えられると思いますが、大きくは、

こんなところで] まないて" しょうか。

1)  と2) の設計1時間の紅揃i と人. l l の削減は基本(1'.) には! 日J n の川

! 辺であり、これにより椛造訪日| にかかる Ik¥' / l ¥J が短くなったことはま

52 

ぎれもな い'TVk; て。すが、 この問題にはここで1ま触れないようにして

おきます。

それでは、 3) のより制度の2.J Jい設計l.:t 1nr を意味しているのでし

ょうか。 ここ 10年くらいの桃地内科斤プロ グラムの発達により、 これ

までよりも詳細な断而検討が可能となりました。 こ れは非Ｇ ， Ａ［ｦ［ に Ｍ ｾＮＺＮば

しt 、ことだと思うのですが、 |肺同同古司叩]1時時に桃造設計マすP

』け1れt 、シヒビずアになつたことも立l昧床している t 忠います。つまり札、 これ

まてで、は設計計. の品桁! 号i討l皮主カがf それlはt ど1:::'(;市:干弘:j <なカか‘ つた こ とカか‘ ら安安，全率という伝

家の主宝. 刀てで. 苛守2 られてい fた.: (?η) のて、すが、設青|キ青1度カfifZ くなればそ

ういう余絡は少なくなり、些古III なミスカミ文命的なものにつながる危

険性が非日・に大きくなっています( 図 6 ) 。

4 一一ートー+ こちら{J l 1J は過大な耐力

頻度

算出される建築物の耐力

の値

( 本当のところは誌にもわからなL 、)

|  こうなってしまうかもしれない

i  ｾ＠

- L 精度が高いほど、過大な

:  ''C''f:  ¥耐力 を算出しやすくなる

， / .  J へ 六 、 ¥

データをミスした場合

。

図 6 設計精度と安全率の

考え方

の値

4) については、引在てはコンピュータ ーの発達により、 これま

で許符応)J 度設計を行うのがやっとだった拠憐についても、保有水

‘IZ耐) J の検討や振動向l ( ，; j :li'/;_ ｾ 、ったより中 ｬｾｦ ＱＮ訟な設計が可能 ｴ なってき

たことです。 しかし、後生fEな向付li'ツーノレをイ史J l i するためにはそれに

ｬ 必じた山支な設計 ￭￬ｾＩｊ カ ｴｾ ［ ｊ ｾ されることになりますが、 ＱＧ Ｑ 作 のプ ロ

グラムでもない| 浪り、本当にシビアな者Il分まて型解することはj I ¥' jlli

で は あ り ま せ ん ( 図 7 ) 。

、守み ( ' T"' l " ｾ、ｩ

図 7 7 'ログラムの中身

でもこういった問題ばっかりを議論しても何の役にも立つわけで、

はなく、 柿 造設計す; 力対! 日必や レベルの山い設 ;ι |ー手法をいかに雌実に

使いこなすすべを持っかが￭ｊｬｾであるのでしょう 。 位争市に丙え ｴ ｴＢ、

レベソレカ' ' i f :j ｾ、設計手 ｩ 辻、をいかに卜Ｎ手〈扱うことができるかが杭造設

日|才; の質をもためるい、ってい火、かもしれません。 なお、幸いにも

(  ?)  11 本! j : J 印刷 [1であるので長JVI{o:rm: カ鴻色対的な柿追放百 |条件と

なることは少なく、大Ｚｉｾ ... ｾでもノ ｼ ミ じないｼ浪りは構造設計が妥当であ

るかどうかカラ矢 口 に ｉｉｪｊ 枯れることはないのですが、これが村正造誌 ｾｬ

1"iにとってはい L 、耐なのか、あるいはJEぃ而なのか? ( 次けに統( )

( おおうじ まさ U



後添加用パック型高性能減水剤

戸堀悦雄

ライオン附研究開発本部化学昂研究所副主任研究員

201 
災施工材料の頁

発担 ＧＱ Ｑ されるが、 こ の領域は流ｩｬｬｊ ｬｻ 凶 ｉ ｊ 添 ｊ ｬ ｬｴＡ ￭Ｇ ｩ の な型が ｾｭ しく、過剰に

ｩ ［ｦＺｩ ｊ ｊｉ｜ してしまうと 什 料ラ ｽ Ｚｾ ｉｉ がノ花じてしまう。レオノトＧ［Ｑクは、 ［ＺＧ Ｚ ｪ ｴ ｬＺ ￭￬ ｾ

ル附 ｉ ｊ ＡＺ しで ｩ ｔ 材分間 ＱＱ 抵抗性引 ｔ するポリスチレンスノレホン附ｾ［ｾ :(e 

採用している 。 これにより、 ，，， j スランフ。の領域ても良好な状態を維

持し、' ム' 定した品質のIrrE1i J J f ヒコンクリ ー トぞ製造することができる

ため、純_ [ 不良の発生をtfl Jt lll1できる 。

レオパックには n本主l ! 策手会流動化斉11品質基準( J AS S 5 T-402)

の標準形に迎令する S - 100 と、 |口l基準の遅延形に適令する S -200が

l種類及び仕様

流動化コンクリ ー ト ( 向性能抗日71'<斉11をトラックアジ テータにi添加|

して コンクリ ート の1荒重Jf tg: を向J'. させた コンクリ ー 卜) は、コンク

リー 卜の単位水ilt規制( J ASS5) の遵守、耐久性の向上、施工性の

改千年などを目的に使用されてきた。j斑目バヒコ ンクリ ー トは、流到バヒ

斉IJij奈川l誌の管理! が燥しい、制11作業力芳朗ほどの問題があるが、高

性 能A E 減水斉IJ コンクリ ー 卜に比べ低 コストて¥かつ現場て安定し

た品質のコンクリ ー 卜が待られるメリットがある 。

ffZi添加IJlIノ f ツク型高性能i砂 ド剤「レオノ f ック J 1. 1 . 、上記の流到バヒ

コンクリ ー 卜の問題点ぞ解消するために、向性能i肋 同l附末を特例t

なキ民; / { ックて。包装した新し L、タイプの流f f i ) バヒ斉11である 。

- 100は冬JUIに、liJJ!イヒj座佐性を布する S

施

工

材

料

の

頁

あり、 liJl! 化遅 延l生の少ない

ー200は脊- mulに遮iJl lされる 。

・パックの大きさ : 2OcmX30cm 

・内 容 社 : 485g (パックあたり)

・納 入 形 態 : 20パ‘ ノク人り段ボーノレ

- 施工'Ig: の出年

・Jj J. 1立水iLI の削減

・7 スコンクリー卜の 'ji. 位セメン卜l J ll

1

ドli ，成

・ Ｇ［Ｆ ＧＱＧ コンクリートなどスランプ低下力消 Ｑ しい場令の流動性改 Ｍｩｾ Ｚ

Ｍ 長距離、 ｬｦ Ｚ ｩｔ ｲｦｲＱｴ 送や Ａｉ 尾悦コンクリートのポンプ圧送性改 Ｑｾｾ

弓品i、レオバック lま，'，，'J性 能A Eかむド剤コンクリー卜の{ げ寺、ポン

プ圧送JI ; ! i や現場でのスランフ，0;;1地Eな ど幅広い川途てイ! l ! J T 1 されており、

ｻ｛Ｘ ＱＱ 性及び性能に ｼ 民 Ａ して ｉ ｾＺ J いi判IlI iを何ております。今後、アルカリ

感応型 ｪ 的 Ｎｴｪ ｩ 紙ｾ平 ｉｊＱＱＱ した ｩ 比ＮＮｦ ｬｬ 斉 ｉｊ ( 材) のノ f ックイr.. レオパックと分

削岡山断IJ ( パックタイフワの1) 1:) 11による ("J 流 動コンクリ ー 卜の裂jt i

など、新たな分Ｇｊｆｦへの泌 ｉ ｊ ｦＮ ｉｾ 与えております 。

のりお)(と Ll:'り

i使用例

lおわりに

l特長

パ ックのまま i!f.::lJ 日できる

レオパックの包装紙は、通常の pH の水て‘ は形を保っているが、

コンクリ ー ト中に含まれるアルカリ分に反応して崩壊するアルカリ

! f ; %i 5型崩壊紙である。 このため、レオパックの包装紙がフレッシユ

コンクリ ー トと接すると、 包袋紙の強l支が急激に低 下 して崩壊し、

肘人されて いた高性能i成水斉IJ 粉末がJjj (，' 1ゆれる !: :H-. に、 この紙は短

糊・11' のノ f ノレフ。l二分解してコンクリ ー 卜'1' に均一 に分散する 。

このような ｪ ￎｬ ｬ ｾ 性ノ ｦ ツク 添加 ｬ 方式を採問する こ とにより、流到 バ ヒ

斉IJ をノ f ックの まま直披トラックアジテ ータに添加lできる 。 このため、

流i]iM凶 IJ j添加i立をノ f ックの個数で1S:JlJtてき、 また料移転な薬剤!没入設

。UJ や専 1"1の添加l業者などカ涼要となり、 j来初バヒ斉IJ の取り扱L、や添加l

作こ来が芥易になる。

生コンクリートの単f捌く量 を変化させない

f; &O快のt制約i 3i i 到バ凶 1]( こ60%五U司会 まれていた水分を除去して粉末

化する ことにより、薬剤 をコンパク ト化 して添加作業を符易にする

とcH，に、生 コンクリ ート 1ドの1111立水立を変化 させる こと がなく、 コ

ンクリー卜強度に23響を与えない。

骨材分離1 i 抗性を付与する

j首[il'Vl{ ヒコンクリ ー 卜は、市スランプ (21cm前後) てコ性能力r{I )c-);: (こ
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「レオパック」による流動化状況
パック型高性能減水商il rレオパック」



。庄回。

GB R Cニュース

GENERAL BUILDING RESEARCH CORPORATI ON OF J APAN 

財団法人 日本建築総合言鵡食所

「建築物荷重指針J 6章厘府重の計算プログラム WI ND93

干565 吹田市蔵白台5-8- 1

TEL. 06-872-0391 FAX.06-872-0784 

業務時間 9  :  ｏｏｾ＠ 17 :  15 

19931' 1' - に改定された、 日本建築学会編「建築物荷主桁針・|言l角持見」

( 以下、荷量指針と 11千ぶ) の風荷重の立をプログラム化したので、

ご紹介する 。 このプ ログラムは、荷重指針 の改定年度に令わせて

WI ND93 と命名され、 1998年 2 YI I. !'I旬以降、 lJ l込者に5iJ i;:{fi する 。な

お、 WI ND93は W i ndows95のノ f ソコン上で副作し、計算に|刻する

パソ コンの操作は仙の Wi ndows のアプリケ ーショ ンと同様であ

る。

ｗｉｎｄＹＳ では、ィｦＮ ￯ Ｎｩｬｬ指針 Ｖ ｾ 立の風有 ｲｬｬｴ が算定できる外、強風 ｈ 寺の

応答変位やJ応答力11速度の計算、 1' 1木建築学針漏 「娃築物の振動に |失l

する居住性の3刊ilfi :J"行音l' . IITI解説l による瓜揺れに止すする居住性の検

討カ可能で、ある。また、計算結ＺＡｩｬミが画而て下在ｾｾ、できる ｦ ごけでなく、

より詳細な計 Ｎｘｾｾ 結ＧＪを通常のプリンタを使って図表で向ＱＩ，， ＱＱ できる 。

ここに示した凶は計算結来の コンピュータ岡市表示1$' 1町ある 。図

ー Ｑ はお ｍ 建築物の 梢淀川 術開 ｊＡｬ｜ 方 向水平 ｊ Ａｦ｜ ｜ｾＺ￯ ￯ｊｬ の算定似 ＱＱ てＢ J日せ

ん断) J ! こ転倒モー メン トヵヨd 示されている。また、風1J] :1
f
j 方11'f f撮到j

ＱＱ 寺および板り方向振ｬｩｊ ｦｴｬ 寺 の風荷重も 同様に Ｕ＿ｾｕｉ ，てき、そ の際、実際

の建物の質量分布と振動モードを考慮したM析が可能である 。図

2 は生I ! 物Tft 者11の)，0符変位で、風速による変化 t 設計"!!R¥速における再

ち古 切 符値が示されている 。 図 ＭＳ は、姥 ｾｾＩｲ 良書 Ｑ Ｑ の応答 ＱＱ Ｑ 岨 皮から求

まる j氏招れに対する居i:J::: !全の訊引li医lて 1年の再現JUH計直による評

ｩｩｬｬｩ がなされる 。 図 Ｍ Ｔ ｉｕ Ｇｾｊ￘ 建築物 の 外装材Ａｬｉ ｊ Ａｦｻ荷重の算 定 例で、

荷量指針に示されている附欠きのある建物Jの外装材川瓜街宣の算定

にも対応している 。 ここで示した例以外にも 多くの計匁プログラム

ヵf;t;llみ込まれており、耐J. ' i R設計支媛ツーノレとしてi舌}II できる 。

ｗｉｎｄＹＳ は、娃築物 ｾｻｩｬｬｩ 指針 ｬ こ示された風荷重の算定を行なうプ

ログラムであり、{ ，:i 車指針に示された胤術重が百二慨に計算て. きる こ

U 羽信忍されている 。ただし日本建築学会は、このプログラムにつ

いて一切の点任をれうものではなく、かつ製作名てある 日本 法 制t

令試験所も、、 ＢＱ プ ロ グラムによる計算結栄ぞ設計ｊｬ ｉｊ 瓜 ｾＺ￯ ￯ｊ￬へ迎ｊｬ ｉ し

た結梨については立任ぞれわない こt をごj J l ; . j ;1Iの上イ刈 11 していただ

きたい。WI ND93ヵ哨亙指針による耐雨前「の支援に役iLつことそ

念噸し、設計者名位に品目 ｊｾ する次第てある 。

( 耐時鵡貴室西村宏昭)

WI ND93の入手希引の方! ; l : . 下記に連絡してくださ し、。

料金は実質 10 ，0001
1
1 ( mm払 郵 送 代 合u) です。

財|寸|法人 |体建築総子市峨所縦長課業制系

TEL06- 8 7  2- 03 91 FAX06- 8  72- 07 84 

54 建築と社会 ・' 998. 2

..... 品ｾ

- ー_ x方官】

- y 方向

荷量濁JI

F 水 明守種

哩 E哩

調

査

図ー 1 構造骨組用風荷重算定例

品且旦

11 

ーーー_ X芳宵1

_ _ v方陶

;150写再現底辺警

町 τ ニニ ＳＱ Ｑ Ｚ こ二 二 百 ＱＱＺ τ 二二 ｉＱＭｾ I  

」 ι 」

「司回目圃悶

ファイJ レ吃〉 量子巨ω .tJ";，. ) 包〉

G:l2固

図- 2 建物頂部の最大応答変位算定例

酬 ] 庖 帥 輔 咽 酷 n I - > 医T 一

l IJ ' <: l I醤車置[ <001正をう

割

。。
卜¥

¥ 

" "  ¥ベ
、、

-、司、、
、、、

I  . 1  ::J I  

園出脚。

水 平 種 勘1: 閲する世世評 幅

計宣する栂

E十茸す古事担ω。

阿古一

一旦」

」竺」

ｾＷ＠ I  

図- 3 風揺れに対する居住性の評価例

r  fJJ...， r. 劃

釧 r .， 

tn.ro- by JiO一

個 r "' 1' ー

似ｾ dy Jio一

E亘

「帥 旦 ｊｾ 斗

図- 4 外装材用風荷重算定例



空 気 調 和 設 備 編

意匠設計者のための設備図の見方回

進

務所

出崎

出崎建築設備設計

設計図書の理解- 3ー

意

匠

設

計

者

の

た

め

の

設

備

図

の

見

方

i全熱交換器の設置

本シリーズ12月号で示したように、m築物における衛生的: r . ; :t.tJl の

事，Ｈ ｾｩ 呆にｼ刻する ｩ 法 ｴ ｬ Ａｊ Ｈピノレ ＱｾＺ 法Ｉにｼ民 ｬ 述して、外気を室内に導入する

場令、外気負荷をま調機然界立に加算せねばなりません。

空調機森重i を低減し省エオ、ノレギーが1) *を上げるためには、全製佼

換部の設i翌が大きな成果を上げます。外気を全努佼換t告で互10jは (-

冷 ・ 除 ｩＳＱＱ 、冬 ｾｩｪｈ 立子熱 ・ 加 ｩｅ する こ とにより、全をＷＮＱ司エオ、ノレギーの

15- 20%のU! ' ii .成を凡込むことができますが、設置については、次の

ような仮に注意して決定する必要があります。

(1) 全熱交換器を設置することにより、ファン動力を著しく明加し

ないこと 。

(2)  11 'I/¥1JOIに、外気が室混より低い場令には給気i1i i t J 支が高くなり宅

内に人るため、外気冷房対 ｪ 栄を ｼ 狙ｾすることのないようにすること 。

以上のように省エオ、ノレギ一刻J来を: t J i なうことのないよう、設訟に

当たり、

(山lυ) "I令i訟r滞烈熱i交 換2器号の設前; 誼宣に当fたJ り札、 生?胃3司送風系と独立させる (図 7η) 。

(ω2幻) 小寺平符:半手凶古引lt;室室内l単ji.位 に7設改琶する (図 B引) 。

(3) 符附ごいこパイノ f スダク トイJ き全熱炎換器を設置する (図 8 )。

などの検討をする 必喫があります。

すすむ)

O A  

+ 耐( 外気)

喜 一- E A

( ! 非気)

55 

図 8

室内機単位

の全熱交換

器使用

会熱交換器

j ( イパス付

O A  

- 伽 ( 外気)

= - - E A  

( 排気)

図 9

各階設置の

全熱交換器

使用

建築と社会 ・1998. 2

せわみ組

れ

量

一
ポ

容

吃

の

げ一

機

川

内

田

辺

仙
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室

ω
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室内機
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ノー ノー

ζ  

/ -

ぷ

ノ

はI 1fiiEで、メ ーカーに より呉なりますが、 50- 135%の組み令わせを

選定することができます。計 l而|に当たっては、各メ ーカーの資料を

参考にして下さい。

函 6 に示す通り、 10I-Pのま・外機に対し室 内機の合計分は 11 .9トPあ

りますが、 これでも支障なく運転てきます。なぜなら、 101干 x l. 35= 

13. 5伊まで可能だからです。

l ピル用マルチエアコンの選定要素

ヒツレj刊マノレチエアコンの室内ユニ ットには、 EE凋ぞ行う部屋やソ♂

ーンのテサ苧イン ・脱 政 ・使用目的に応じて、 天 )1'而 . 1立ff:i i. J.末T函な

どエ アコンを設置する i必車な場所を itl べる、れ極のユニットがあり

ます。 これら室内ユニットのどのタイプを選ぶかは、室内デザ、イン

・天ナ! 布さな E 主主築而の条件や、気流分布 ・ili J "3t分不fi などの性能商

の諸条件を考慮し、機取T呉基定をfj' ，、ます。

室内機には種々の11んにがありますが、代劇列を、以下に示します。

(1) 天井カセット形- 4 }j 向l次，'f'， しタイプ1 : . 2 } J 向l出 1' ，しタイプ

天井内に設置し、 同11の天井市より 4 方向、 2 }j 向に吹 き出すタ

イ プ ( 図 1 )。

(2) 天井忠込ヒツレトインタイプ

天井内に設置し、 メLダ ク トにて 11大出口に桜紙するタイプ( 図 2 )。

(3) 天井草II 込ダクトタイプ

天井内に設置し、列ダクトにて l次山口に按絞するタイ プ ( 図 3 )。

(4) 床置形サイドタイプ

床上に設置するタイプ( 図 4 )。

ＨＵＩ 天井 ｉｉｉｾ 形タイプ

天井而に設出し、天j ド而より 11大き I}'，すタ イ プ ( 図 5 )。

室内機の機砲については、 l  馬 )J より 6 ＮＡｾＩｊ ［ￎＺて科メーカーに機

種がそろっています。 主タ 械 の 樹ill についても、 3馬 ) J より 20馬力、

20馬力五μ 二lこなれば出11み令わせにより選定することができます。

l室外機と室内機との容量の選定

室 外 機 t 室 内 機の 森i l1 : の組み令わせについては、室外機カf10I-P

(馬 )J) の; 場令、室内機の容量の令計1.t同ーの平手立て. なくても運転
( でさき

天井埋込ビJ レトインタイプ

図 7

全熱交換器の

単独使用

「ヒツレ川マルチ ｉｾｊｉ

J 、ンドフ' ックj

ダイキンI ".Ji( ' 附より

図 2

e n - -ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ーーＭＢｾ ｾ二豆長豆長ー Ｍ

4 方向吹出し: タイプ 2 方向吹出しタイプ

図 1 天井カセッ ト形

室外機

旦 亡 旦

旦 亡 雪

O A  

( 外気) 件，

E A  - 毛

{ 排気)

f " -

向、.

4 ー告

戸、，

‘ ト→呈

床置形サイドタイプ

- 訂正 1  JP;- 本，即1'1¥"，&.1It刈 .1::
1の問解

- 2ー" において、機株ぷのfi (24行口に

ZL りがありました。 ドj じのように訂正し

ます。

｛剖ダク ＧＯ Ｍｊｾ Ｍ Ｇ [ 日ダクトシール

天井埋込ダクトタイプ

天井吊形タイプ

図 3

吸込口

図 4

図 5



n f o r mDl i o n  
[ お知らせ]

地震などによる大災害時に、被災した建築物の節食性

の度合いを応急的に判断する「被災建築物の応急勉1食

度判定士」の登録を制度イヒして推進している大Fお存は、

下記のとおり講習会を開催する。

と き 1998年 3 月11 日嗣 9 :  ＴＵｾＱＶ＠ :  40 

1998年 3 月25日附 9  :  ＴＵｾ＠ 16:  40 

たかっガーデン 8階( 大阪府事応奇会館)

大阪市天王寺区東高i軒J 7- 11

TEL06- 768- 391 1  

・応急館会度判定制度/ 大 闘 い 大 阪 市

. 被災度判定基準の解説

木造/ 岩井哲氏( 京都大学防災研究所)

R C造/ 中塚倍氏( 大阪大学)

益尾潔氏( 日本建築総合試験所)

5i 釜/( 初日本建築概宣技祢靖協会会員

a 一級建築士、二級建築士、木造建築士

b行政担当者など

C 建築士誠実合格者( 登2持定者)

受講料 1000円( 干泌さみ、当日会場払い)

定 員 各 開 窪 日 と も 240人 仇 着 順 )

申 込 住 所 ・氏名 ・生年月日 ・年齢 ・勤務先 ・資格

等必吾轄I頁を記入して、 FAX で申込み。折り

返し押印済申込書が FAX で返信される。

運営事務局の性念大阪府建築士会へ。

FAX06- 943- 7103 

ＨＲ 月 ＲＴ 日 ｾＳ 月 ＱＵ 印には大阪を代表する四天王寺

と住吉大社の境内図を集め、その表現の多様性を見る。

会期 ＱＹＹＸ 年 ｬ 月 ＱＳ 日 ｾ Ｓ 月 ＱＵ 日 Ｈ日Ｉ

9  :  3ト 17 : ∞ ( 入館は 16: 30まで)

月曜日休館

大阪市立博物館 3 階第 9 展示室

大阪市中央区大阪被 1-1 TEL06- 94 ト7177

入 場 料 大 人400円、高大生250円、小中生無料

応急危険度判定講習会
「描力、れた聖域と名所一寺社境内図の世界一J 開催中

大阪市立1専物館は、四天王寺や住吉大社などの寺社境

内図約川 O点を、その多くが絵画であるため 3期に分

けて| 月から 3 月まで 3 カ月にわたり展示( 常時展示

紙約50点) している。

本展では、絵解きや縁起のために描かれたもの、名所

を描いた扉刷会や鋪室、造営や儀式の記録など、機々

な目的、手法で錨かれた寺社境内図を集めて展示し、

その描かれた目的や内容を探るが、とくに最後の 3期

場

.6、

コE

ところ

円坐、

壬ヨr

受講資格

内

菅公御一代記

六巻

江戸時代前期

大阪市 ・

大阪天満宮蔵

図は北野天満

宮の造営の場

面で、働いてい

る職人の表情

などが生き生き

と楢かれている。

• r春秋建築塾」作品展

学生から社会人、アーテイスト、カメラマン、デザイ

ナーやアトリ工作家まて中高広い人材が集い、月 l 回の

講義や演習に取り組む「朝火建築塾J。その演習で取り

組んだ作品の中から、おもしろい作品、ユニークな発

想の作品、優秀なものをヒ・ックアップして展示する。

会 期 1998年 2 月16日伺ド27ω

Ｙ ・ ｏｏｾ 17 :  30 休館日 2 月22日(日)

チトセ側大阪ショ ールーム内「アートスペー

ス千」大阪市中央区久太郎町会5- 28

大手略良行久太郎町ヒ' ル 7階

TEL06-245-1 066 

入 場 無 料

・第 6 回トークサロン

「朝火建築塾J の講師を交えて、「学校J r制 調J r病

院j の課題への作者それぞれの取り組みを諮る。

ゲスト 「春秋建築塾J の講師が出席予定

渡辺豊平口氏、大島哲蔵氏、新田正樹氏、吉田

保夫氏ほか

1998年 2 月21 日出

アートスペース千

1000円( 飲みものおつまみ付)

申込先

アートスペース干の催し

会

ＱＴ ・ ｏｏｾ

士易

時

場

費

日

会

会

ーテーマはとなりのひと一

- 第 2 部門( インテリア、アーキテクチャ

ー、ランドスケープなど)

・第 3 部門( グラフイツク、パッケージ)

1998年 4 月28日侃募締切日) 時点で40歳

未満の個人またはグループ'.0 ( グループは全

員40歳未荷とする)

|人 or 1クソレーフ.何点でも応募; o r

ＲＤｾ皆審査による 。 第ｼ次審査はスライド、

フロッビーディスク、 e- mail により応募さ

れた作品を、部門別に審査する。

第| 次審査員一山中俊治氏 (ID) 、佐勝卓氏

(GD)、松永真氏 ( GD)、タッカーパイマ

イスター氏 (ID) 、黒川雅之氏( 建築)

グランプリ| 点200万円、金賞 3 点各50万

円( 各部門より| 点) 、入選 10点程度

第| ニ欠応募締切/ 1998年 4 月28日ω

第 2 次作品受付締切/ 1998年 8 月31 日伺)

ワークショッフ閣催/ 1998年 11月中旬

応 募 出 品手数料不要

作品提出方法の詳細は「応募要I則 参 照。要項請求と

問い合わせは名古屋国際テeサ' インコンペ開催委員会

( 事務局/ 国際テ‘ サ' インセンター TEL052- 265- 2105、

FAX052- 265- 2107) へ。

応募資格

応募点数

審 査

平呈

審 査 員

国際コンペ「名古屋デザイン D O!J

賞

日

「名古屋デザイン DOリは、若いデザイナーの育成と交

流を目指して名古屋国際デザインコンペティション開

催委員会( 名古屋市、中部デザイン団体協議会、国際

デザインセンターで構成) が主催する国際コンペで、

2 年ごとに行われる予定である。

初めてのコンペのテーマは rNew Nei ghborsーとなり

のひとーJ。昨年 11 月から応募作品の受付を開始した。

公用語は日本語と英語。

テ ー マ r... ・近代都市における 「隣人J は、上下

のフロア、前後の座席、左右の窓口、併走

する車線など、様喝な空間、時間の断片で

す。ー・・・ 憐の人とのE鴎肋《伸縮し交錯する

時代、私たちにとって、かろうじて揺るぎ

ない「隣人」はもはや生身の体に触れるモ

ノだけなのでしょうか。様4 な視点で「と

なりのひと」を、あるいはその関係をデザ

インしてみて下さい。確かなことは、壮大

な視里? と、細密な視点を同時に持たなけれ

ばならないということです。. . . . ・人類全体

に目を凝らしながら、あなたの傍らからデ

ザインを始めてみましょう J ( 要項抜粋)

3 部門から、応募者自身的お尺する。

・ ｾ ｉ 部 門Ｈインダストリアル、 トランス

ポーテーション、クラフ卜など)

建築と 社 会 ・1998. 2

対象介里子

56 



i nf or mat i on 

1 8 0 講習会開催 r MI HO MU8 E UMJ 、全国カレンダー展でグランプリ受賞

建設省でも「調査委員会J を設置して、公共工事にお と二三竺竺竺竺ーーーーーーーーーーーー-- 第49回全国カレンダー展( %訴事数922)制で、写真家

いて IS09000シリーズによる品質管理方法の適用が I  I  東出清彦氏のモノクロ写真による i MI HO MUSEUM 

樹隣に入っている今、拙日本建築材料協会は下記 |  一一一一一一一一一一 I  Archi 胤 t川 口f I. M. PE I j が鯖賞( 通商産業大臣賞)

の講習会叫し、参加を呼びかけている。 I ・|  を受賞した。

日 時 1998年 2 月24日ω 13  :  ＳＰｾ＠ 16 :  30 I ・E ・. I  昨年 11 月、I . Mー に よ り 信 楽 の 山 あ い に 開

会 場 磁 器 締 R  60弥 一 ル |  、___  "'.J I  館したこの持欄は、「自然と共生する東洋的精神を近

大 阪 市 西 自 親 子 卜2 TEL06- 543そ 551 I陸 弘 司 ・ ー |  代的な手法で表現した J ( 梅原猛館長) 。 この感動を

受謝ヰ日本建築材料協会会員/ 無料 l  m胃昌弘量出Z 富 罰 I  { 腕の醗カレンダーの域にとどまらぬ親と構想に

一向札/ 1000円 (テキス卜代含む) I  ｗｾ ｟ｾ 凋臨調臨邸 |  おいて期したことカ糊された。「劃 欄 の 建 築をい

間 話 ヰ ヰ 出 ね む イ 同ijii 間関 |  : ; : ううになエ; 市立: :

TEL06-443-0345) へ。

プログラム

① IS09000について (国際規格の求める品質保証)

室田達郎氏( 日本建築総合試験所システム認証事業部長)

② IS09000のシステム審査について

一審査の内容/ 20項目の要求事項ー

蓮井義之氏( 日本建築総合試験所品質システム部主任)

③申請とその後の流れ

一業務の流れと登録後の対応/ I S014000の概要一

長橋英彦氏( 日本建築総合試貢貴所品質システム部部長)

r HA8 8 1  02-1997 J 改定案

性I注気. I D麻日・ 衛生工学会は、 1939年に制定された換気

に関する規格 i HASS 1  02J を、 1972年、 1983年の二度

の改定の試みを経て、昨年 10月に見直しを行った。

この改定案は、建物の気密化が進行し、室内の換気設

計が重要になってきた現状を勘案してとりまとめられ

たものであり、改定のポイン卜は以下の通りである。

( 1)(さ宅を含む機械換気されている建物の居室、付室、

括支室の→2換気を対象としており、労f妙案樹立女橡

としていない。

(2遣の使用状況や汚染質の発生状況を考慮、して、室内

の汚染質濃度計宣言十基準濃度以下にすることを求めて

いる。

Ｈ Ｓ ｽ ［ 号染質とし て Ｙｾ 重要員の物 質Ｈ ホルムアルデヒ卜、 ｖｏｃ

を含む) を想定し、これらの設言十基準濃度を示す。

Ｈ Ｔ ｾ 気齢Ｈ幸照準 外気が居住域に到達するまでの平均時

間) を用いた換気効率を用いて、換気量を増減する方

法をま見定している。

(5濯物完成後およひ寄り用時の換気性状や換気量の検査

Oel Ober  19・6

I  2  3  ｾ・Ｂ・ '1 13 Ｑｾ 略倶Ｂ ・g l j 21 Zi l J 2喝 a V 2・."，，，

[ 吉阪隆正+U研究室j 展イベント

開催中の rOI SCONT一吉阪隆正+ U研究室ーj 展は、

|月 26日開)から、吉阪隆正の 1960年代以降の建築作

品、コンペ、 都市計画を中心に、手づくりの本「ぱた

ぱたよスケ ッチ、吉阪がデザインした小物類など、様喝

な分野にわたる創作活動を紹介している。この第 2期

展は 3 月20日幽まて・ギャルリー ・タイセイ( 新宿セン

タービル 17階、 TEL03- 5381-5510) で開催される。

この第 2 期の展示に合わせて、下記のように見学会と

講演会が企画されている。参加費は2500円。

日 時 1998年 3 月 7 日出 14 : ∞より

場 所 側 汰 学 セ ミ ナー・ノ、ゥス TEL0426- 76-851 1  

東京都八王子市下柚木 1987- 1

申込先電話か FAX で、下記へ。

見学会、講演会はギャルリ ・タイセイ

(TEL03-5381- 5510、FAX03- 5381 ー5511)

へ。宿泊は U研究室 (TEL03- 5600- 529Q

FAX03- 5600- 5287) へ。

高齢者ケア施設入選作晶集頒布

(紛日本医療福祉建築協会が実施 した高齢者ケア括支の

方法などについても触れている。 あり方について提案を求める設計競技て・は応募 133点

i HASS 1  02- 1997換気 ・基準同解説」は、頒布中。 の中から審査 ( 委員長 ・小滝一正4黄浜国立大学工学部

目次 ① 目的、 @ 醐 範囲、 ③用語、 也選本必要換気 耕受) の結果、優秀賞 5 点、街乍 4 点が選定された。

と設計必要詩集気畳の考え方と算出方法 この入選作品の図と i宣言十主旨に受賞のことばを添えて、

体裁 A  4判、 32ページ 「高齢者ケア施設設計責殻支入選作品集J ( A  4判52頁、

価格 1250円 ( 消鶴見含仁。封ヰは260円) 販価| 部2000円・送料含) を頒布中。申し込みは、 FAX

問い合わせは、性控気調和 ・衛生工学会 TEL03引 63 または郵送で日本医療福祉建築協会 (〒 108- 0014 東

- 8261へ。 京都港区芝5-26- 20、FAX03- 3453- 7573) へ。

で、建築だけでも見るに値するのではないかというほ

ど、見事にシャーフ.に美術館を罫見していたJ ( ' 審査委

員長 ・永井一正) 。

東京国際フォーラムにおいて表彰式と展覧会( 1月19

日 ｾＲＱ 日 Ｉが開催さ れた 。

発行 MI HOMUSEUM 企函 側 NCP

写 真 東 出 清 彦 AO. 中村克彦

判型 ・枚数 B  2 ・12枚 印 刷 日本写真印刷桝

丸善ワールドアートブックバザール

丸善と Bunkamura 共催で、第 8回ワールドアー トフ

ックバザールが開かれる。

Bunkamura ザ・ミュージアム 800m'の会場には、 建築

をはじめ、ファインア ト、欧米美締出響、イ ンテリ

ア、写真集絵本イラストレーション、デザイン、

ヴィジュアルブック まで 2 万タイトル 10万冊以上が

展示即売さ れる。

会 期 1998年 3 月14日仕 ト 3 月22日(日)

ＱＰ ・ ＰＰｾＲＰ :  00 (金 ・土曜は21 :  00まで)

会 場 Bunkamura ザ・ミュージアム ( B 1ガーデン

フロア) TEL03- 3477- 9111 

東京都渋谷区道玄坂2-24-1

入 場 料 無 料

建 築 / インテリアでは、 建築の ELEMENTSとOETAI LS

に注目した書籍を集め、 建築蝋色上の解説響力、ら、建

築素材や看板 ・ドアなど細部にスポットをあてた書籍

までを紹介する。

昨年の会場風景
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理 事 会

第 4 固常任理事会

19日 Ｔ 時 ｾ Ｔ 時半・於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 12名

議 事 ( 1)第 2 回定時評議員会の讐面表決の件

m常任理事委嘱の件

(3)入退会者承認の件

(4 )1，圭媛名義使用承認の件

(5) l 葬祭報告

第 4 回会勢主里事会

19日 Ｒ 時半 ｾ Ｔ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 本 銭 高 ( 代 塩 脇 ) 両 副 会 長 ほ か 8 名

オフ'ザーノてー: 市川会長、三品副会長

議 事 ( 1): 会員入退会状，兄について

(2陰員入会案内パンフレッ卜( 案)

編 集 委 員 会

第 5 回「繁材と技術が生み出すデザイン」幹事会

4 日 Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 逮 勝 幹 事 ほ か 9 名

議 事 各 紫 材 テ ー マ に つ い て

第 7 固法令介科会

5 日 Ｒ 時 ｾＴ 時・於本会会議室

出 席 者 城 戸 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1) r法令コーナーJ の企画

(2)  r地獄温暖化防止と建築J 特集の企函

第 9 固構造分科会

5 日 Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 備 本 委 員 ほ か 7 名

議 事 ( 1) 2 月号「コンクリート J 特集の企画

(2凍 年 10月号+ あ豊特集の件

(3)  r' l i あ隼の頁J の企画

第 7 回設備分科会

11 臼 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＵ 分・於本会会議室

出 席 者 桝 井 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1) r設備の頁J の企画

(2凍年度の設備特集の企画

第 6 回広告企画小委員会

18日 Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 小 幡 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1触自特集企画路島報告

(2)平 成 10年度表紙 4 函普通広告紹介協力要請

(3) J l J ( 支状況報告

第 8 回編集委員会

18日 Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 輿 謝 野 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1) 12月号「第44回 青 年 捕 楠j r措 聞 ビ ルJ

特集結局報告

(2)  1 月号「新しいまちづくりの予感ー震災を

乗り越えてJ r東畑建築事務所」特集報告

(3)2 月号 i Concretej i九州J 特集車率直報告

(4) 3 月号「東海支部会員作品j i信ナ1'1-諏訪と

その周辺J ヰ宇集経過報告

(5)  i索材と技術が生み出すテfサ' インj ｾ寅討

(6)  r建築の限」菊博雄在者検討

58 建築と社会 ・1998.2

月間の動き

Ｈ Ｗ Ｉ 平成 ＱＰ 年 ｬ 月号 ｾＱＲ 月号覇防改訂

(8) 10年 6 月号「法令J 特集企画検討

第 l 回言刊画分科会一インテリア ・住宅系ー

25日 Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 畑 幹 事 ほ か 6 名

議 事 7 月号「インテリア ・住宅」特集企画

第 8 回作品作風小委員会

27日 Ｖ 時半 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 宮 踊IJ 委員長ほか 6 名

議 事 ( 1)1' 乍品の掲載状況 ・掲載予定の報告

(2) 1 乍品の選定

【平成9年 11月分】

茶室見学会一天然図画亭

29日 Ｒ 時 ｾＴ 時参加者 ＲＲ 名

工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル

第 43図工高生デザインコンクーJ レ表彰式

15日 ｬ 時半 ｾＳ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 菅 家 審 査 委 員 長 、 橋 本 ・本多雨審査委員

片倉教育委員長、植松幹事ほか 3 委 員

入選者川名

審査報告ならびに入選者表彰及ひ茶話会

(3)  rGall eryj rSKETCH BOOKj 掲 載 ・予定 '97建 築 関 係団 体 合 同 忘 年懇 親 会

(4) 11 月号会員作品特集号の反省 第 2 回実行委員会

17日 Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

事 業 委 員 会 |  出席者多弁実行委員長代行ほか実行委員 3 名

第 7 回若い会員の集い小委員会 制 緩 4 団体事務局 7 名

11 目 Ｗ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 阪 田 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1)今後の予定

(2)  i委員の時間J

第 5 回広報小委員会

12日 Ｖ 時 ｾＹ 時・於本会会議室

出席者川村副委員長[ まか 4 名

議 事 ( 1)'実施報告及び今後の予定

(2)当小委員会の介手槍構成

第 5 回見学会小委員会

13日 Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 9 名

検 事 ( 11 . 新委員の挨拶

(2)実施報告及び今後の予定、見学会の候補

第 5 団事業委員会

19日 Ｕ 時半 ｾＷ 時 ・ 於本会会言義Ｚ室

出 席 者 多 弁 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 楯 寸

出 版 委 員 会

第 7 回出版委員会

12日 Ｕ 時半 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 7 名

殺 事 ( 1) <プロのノウハウ〉と半銭安本の結晶報告

(2)今後のテーマと執筆抵豊定

話 題 建 築 を 聞 く

大阪ドーム/ 寺本敏則氏に聞く

7 日 Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＵＰ 分参加者 ＳＱ 名

建 築 家 に 何 が で き る か

; 鍛の酒蔵のまちを復興させる会

「酒蔵のまちとの関わりで復興を考えるJ

21 日 Ｖ 時半 ｾＹ 時参加者 ＳＷ 名

見学会

Ｗ 日 ｬ 日時半 ｾＸ 日 Ｕ 時半

中国支部交流見学会+ 懇親会

安芸の宮島と美祢調 ・スポーツ括支を訪ねて

参加者 23名

ｾｉｬ＠ ' 97建築関係団体合同忘年懇親会開催のイ牛

建 築 ク ラ ブ

第 307回朝食会

川日 Ｘ 時半 ｾｉｏ 時於リーガグランドホテル

演 題 「メーソンリーの建築と文化J

務自市 山下和正( 附山下和正建築研究所)

第 4 回建築クラブ役員会

17日 ＱＲ 時半 ｾｉ 時 半 ・於本会会議室

出席者佐里子代表ほか 6 名

議 事 ( 1 } . 幸斤年宴会について

(2)第 3川回例会の講師について

(3)平 成 9 年度収支予算執行状況l二ついて

入 会 者 ( 敬 称 略)

〔団体会員件。

日本電植附

〔個人会員 3 名〕

河辺日宵霊 酒 井 裕 一

{ 竹中ヱ輔腐) ( 大阻市師市畳 働局}
ｾｉｩＡ弘通言

4 会員の言卜報

名 誉 正 会 員 染 木 正 夫 (染木遣殺) 1997年 10月27日

// 竹内さく 1997年 11 月20日

// 広 瀬 勇 1997年 12月 14日

正 会 員 新 日 新 言 之 (内外テクノス) 1997年 12月8 日

- お詫びと訂正

(正) 近 藤 雅 子

{ 靖忍Z岨)

{ 誤) 加 藤 雅 子

括 主 l 月号本欄で、 10月の新入会員、近康雄子織のお

名前を間違いました。護んでお詫び申し上げます。

・訂正

・本誌 l 月 号 百 次 ・ 欄 のE頁の部介の年次を、手違い

て但乍年 1997年のまま掲載してしまいました。1998年に

訂正いたします。

. 本誌 l 月号「新しいまちづくりの予感J 特集中 P43

の神戸大学の震災文庫の記述に ￭ｾ は、阪神 ・ 淡路大

震災関連の文献やビデオ、広報紙などの資料が幅五〈

収集されている。」が落ちておりました。謹んて・訂正い

たします。
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九州とわたし、そして建築
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『ひと ・作晶 ・こだわりJ

新しいもの好きな福岡で歴史に関わる

河上信行

木造打ち政し仕上げ
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九州とわたし、そして建築

福 田 晴 度

九州大学工学部建築学科教授

このところ数年続けて、九州、|谷地の1 i いノド力発屯所の建物の調査

にｼ共 ｬ わ っ てし、る 。 明治末から ｉｉｒｦｉｈＩｊｊｾ ｊ までのいずれも九州、同力に統

令される以前の、地元の人々が自分たちの1111'に 屯灯をともすために

造り上げた、 lI 'dJ も数百から こ「キロ ワット平副支の小規J莫なもので、

設計者も不II J: Jのまま、 UI深い利I ¥l などにひっそりと置かれて、いま

や ｉ ｾｩｬｬ びた ｬ 土 ｬ 然の景観の 一 部に溶け込んでしまいそうな質朴な建物た

ちだが、 ｾｴｻＺｅ もなお現役て、被 ｪｾ Ｉｪしてし、る 。 れ っ きとした煉瓦や石造

て｜よく凡ると、敷地の ー ｬ ￭ ｬｾ にノド天宮が利 つ であ っ たり、ちょっと

した石の)'flJ り} j " や煉瓦の和み方ーなどに地元の工匠たちが洋風の意匠

を懸命に兵似ようとしたらしい形跡があ ったりして、これらを造っ

た人々の熱い氾l ｾ、ヵ ｦ 伝わ っ てくるようである 。

11 本のなかで、も 1ωi ト|は、長Ih;{f や鹿山品、八時など、 !守 本の近代化

の先兵を努めた工業地，HTを数多く抱えた上11 M丙である 。 それらの多

くは凶;家事業や I11
'
央」の資本進出によ って栄たされたものであっ

たのだが、 LIIII ¥I の小さな水力発屯所を凡ている t 、そうした「上か

ら」の近代化とはまた違った、いわば i ｉｾＨ の』則の近代化が各地に

息づいていたことがJ惑じられる 。 このような「草の中則近代化の痕

跡は、その気にな って探せば Il 本 '1 ' どこでも凡山されるには速いな

いのだが、 とりわけ九州、|てはそれが強〈印象づけられるように思う 。

実際、石造や煉瓦j
主によるアーチ桝造のような 「近代化」 の目印

は、九州|れI也てやは、よく知られた IllHi財局」の{ タIJ をあげるまでもな

く、品業kdl 令の合成やJ2道の椛などにまで比られるし、 しかも 、こ

れは私の研究室のjω 卜|出身の|古l僚に教えられたことなのだが、それ

ら は ｬ リ ｊ＿ｦ￬ や大 ￆｊｴｦｊ の限られた ｉｉ ， ｎｾ のものだけではなく、驚くべきこ

とに、石造アーチの橋や煉瓦造、石造の1 . i h，i が、{ 也の地域ならとう

の背に R Cに変わ っていそうな II rJ，f ll の30年代頃まで、延々と造られ

続けていたようである 。

もっ とも、それらの組柏造は決して iJ t . t ; 点されたものではない。 そ

れどころかH寺代が降るほどにかえ って素朴となり、羽討I s にすらなっ

てくる 。鹿児向の姶良郡のあるまちで見かけた石造倉庫 (1明治末か

ら大 ｊ ｉ ミ キＧＱＩころかりでは、 ｼ州 市 Ｑ Ｑ のＮｦ Ｔｾ やノド切り庇を表現するのに、

lリ! らかに不を杭んでカ、ら )'flJ ってっくり ，'1' ，したと比られるご苦労千万

なやり ) J をと っていた。 また私の研究宅の大下院生の制査によると、

ｉ 掴営地 Ｉｊ ではａＺｾの下半分Ｈｊ ｊ 要よりもかなり ，Ｇ ，Ｚ， <、 |大l法よりやや低め)

だけをイ iHi みとしたl民家の木造納屈がかなりあるとし、う 。 どうして

わざわざそのような |伺倒なことそするのかよく分からないが、こう

までなるとまるで不I t 給制しているようなものである 。

この引象については、あるいは j し外|て" は昭和以後の建設技術の「近
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fにイl斗 が遅れていたのfごという説明もあるかも知lれないが、私はそ

れとは逆に、他の地域ならば、近代のある時受 Ａｪ の外来の 一 過性 ＨｉｾＩ 流行

に過ぎなヵ、った版瓦造や石造が、九州、| てやは完全に自前の技術として

定粁していた ことを示すもののように思う 。全|主|的にみても戦前ま

での R C造はどうみてもまた、安定した技術とはなり得ていなかった

し、コストと手間がかさむことを承知のうえで、使い慣れて信頼で

きる組私造の方を選んだのではなかったか。

近頃はあちこちの自治体が「景観行政J に熱心に取り組んでいる

ようであり、まちがそれによって美 しくなる ことはt均時には違いな

いが、しかし風景というものは、私の考えでは、自IJろうとしてでき

るものではない、あるいは到IJ ろうとした通りには決してできないも

のであって、不特定多数の手を経て 11寺11¥'がれIJ り出すものなのだ。筑

豊のボタ UI や八幡の煉玉ばi煙突ですら、 |時間のrl' てある種の「美 し

きJ を感じさせる ことがある 。対制の美 しさというのは、「絵のよう

な光景」とばかりはかまらなし、。人川の営みの積み重なりが風景を

かlるのである。役人のいっときのきかしらにより「誘導J されて ，'1'，

来上がったような景観は、所詮は舞台の書き害IJ りに過きずなし、。娃築

が安定した風景を創り ｌｉＧｉ すには、結局はそ こに Ｉｦ ｊｾ 、 られる技術が長

期間安定していることが最も重要てあり、その蓄積が紡巣としてあ

る磁の 「美しさ J となる場令が多いのだ。建物を造る人々がどれだ

け技術に信頼を寄せているか、それを映し 出すのが人々の非らす環

境の風対である 。おそらく明治以来のー |止五百丘くにも及ぶ「近代J

の九州|の人々には、そうした技術tこ寄せる脊々しい信頼、ないしは

ある意I ! ほての こだわりがあった。

私が言 う「技術J l. i 、ちかごろはやりの「ソフト J な技術のこと

ではな L、。むしろ材料と絡附するガチカ。チの「ハードJ な技術の こ

とである。ソフトな技術と称するものは、 Ｍ Ｎ ｲ ｾ ｾＺ ￎ 級そ うに兄えて、

笑ははなはだうつろい易 L、。私たちが地主民」ニてや建築のためにJ l J ｾ、縛

る素材はそれほど平野Hもiif も盟山にあるわけではない。 そのような

立重な素材を、いまはやりの「ソフト J に合わないからといって惜

しげもなく捨て去るのは、全〈馬鹿けている 。むしろ「ソフト」は

既存のハー ドなものを活かすために、絶えす3絞り替えられるべきも

のなのだ。だからハード な技術にこだわるというのは、 一凡頑迷な

振る豊中いのように見えて、実はきわめて柔I駄に 「ソフト」を駆使す

ることを要求されるものなのである 。

技術がとめどもなく多品化し、しかも地域の境界を越えて、 日本

'1' のどこでもところ村i わず蔓延するこんにち、まだ7以+1の人々にそ

うしたこだわりが残されているものなのかどうか、あるいはそれが



京l' されるような状況であるのかどうか、私には分からなし、。 しかし

ｽＡｋｾＩｾＨや風土はそ こ にやってくる人々をとらえる 。 あるいは少なくと

も建築を造る ことに関わる 人々ならば、たといその土地に育ったの

でないとしても、それに対する鋭敏な感受性を待ち合わせているは

ずだから、 必ずやその t りこになる ことだろう。そして実は、}!a最

も風土も、自然から与えられた手つかずのものそのままではなく、

どこかに人間の手の痕をの こす、というより自然の風土そのものも

j kt 、時間の巾てや、人間カ常生り育ててきたものなのだ。

先日、 ｾￎ 千聴を訪れる機会があった 。 たまたま ｕ ｩＧ ｬ 天に恵まれたこ

ともあって高千穂河原からの絶景を満喫したが、かつてあの場所ι

和1

'

の存在を感じ鳥居を建て社を造った人々がいなかったとしたら、

こ の ｽ｝ｪｉ ｾ 長は い ま存在 し ていただろうかとふと 思 った 。 社はり目玉はな

く、ただ鳥居だけが、あの名状しがたい赤いJULを兄せるお山に対し

て、毛市、奈のご とく建っているのがまた素H青らしい。 これは FI然の風

対には違いないが、 しかし明らかにある程の「人文的J 風景てあり、

やH の交感を立識した人間のH艮によってトリミングされてきたr . 汐来

な風景なので、ある 。私自身は全く宗教というものに共感できない人

ＱＺ 日であるが、 こ の風景にそうした意味を兄ＱＱＧ ， しないしは ｊ ｾｾｉ 床をＡ賦

与した人間たち に対しては感服せざるを待ない。 この風対は「デザ、

イン」されたものであり、 これこそ最も本質的な意味におけるデザ

インて、あって、そうした 「デザ、インJ がj し外|の風土を形づくってき

たのであろう 。ただそのデザ、イナーたちが無名であり、また無数に

いたであろうという こt である 。

j 凶 |にきてまだ日のi支い私には、生! ! ; 築における「九州|らしさ j が

どのようなものかな1 : " 1: 述べ立てる資格はなし、。むしろ少しずつ分

かつてきたのは、 「九州IJ というような大まかなとらえ方はあくまで、

も外側 からの一 一特 に「中央J のマス ・メディアの一 一見方てあ っ

て、その内側 にいると Ｚｊ ｌ Ｑ Ｋ 陪 地 域毎の Ｓｦｾ白の差異 には相 当に大きな

ものがあり、たやすく一括りにはできないらしいという ことである 。

ましてやどの建築家の仕事が7ωト|を代表するものだとか、 i日記が11

立っているなど t は言 えそうになし、。

ただ、 このと ころ 「活気のある九州J の娃築界の話j垣としてとり

あげられたり、当の)L1+1の建築人たちヵヨ収り沙汰する ことどもが、

どちらかといえば、: J uJ+1の外イ)l IJからの兄方に調子を令わせたものの

ようにＡｩｬＮｾじられる こ とが多〈、少なからず当惑させられる 。 あるい

はそ こで"発言 して いる九州の，建築人たちが、 「巾央J に向けて発信し

ようとするためであろうか。 1ω'1' 1のみならず、 これは 11本における

IJ: 也万J の一種の宿命であるのかも匁lれないが、むしろ顔を向ける

べきは当の「地方J であるべきなのに、そ こには発言の受け手がい

ないように感じてしまう ことによるのであろう 。

ｾは こ れは私自身に向けた 言 葉でもある 。 建築に ｼ 刻わるプロフエ

ツショナノレという こと向体が、地域性を離れた一種のユニ ヴァ ーサ

リティを要求されている上に、研究者と いうね、の立場がますます地

域との日常的な対話から述ざけてしまう 。プ ロフェッショナノレはヴ

ォランティア ー ではないし、施主以外の ー 吻 Ｇ￞ＺｫｾＧｋ t の直接対話が少

なL、のはある意味て致し方のな L、t ころなのだが、少なく t も同じ

.t ili 岐に L 、るプロフエツショナノレ同士、研究者同士での対話の機会が

もう少し増え、そして欲を言 えばその対話がこちらの望むようなそ

れなりの専門的なものであれば、 1'1' 央」に顔を向けたようなよそ行

きの発言はなくなるだろうに、と思う ことが少なからずある 。

私の見ると ころ、 ;MHの建築家たちはたじかに元気だし、それぞ

れの地域で地道に活動している人々が多いのだが、 しかしどうも彼

ら同士は、仕事のうえでの余儀ないつきあいを除けば、五いに孤立

しており 、中央向けの個人的なスタンドフ。レーだけが目立つという

構図になりがちのようてやある 。 これでやは地域にプロフエツショナノレ

のカルチャ ー が育 つ可 能性は少ないし、ひいては地域での認Ｇ，ｾ 日 度も

低くなってしまう ことだろう 。繰り返すようだがこれは何も j 凶げご

けに限った ことではない。私がニイー数年間を過ごした|期間でも、東

京という 「中央J t 比べれば、やはりプロフェッショナノレ同士の コ

ミュニケー ションはfごいぶ密度カ屯if くならざるを鮮なかったようで

ある 。 その状態をある不自主救ってくれたのが先頃の良災であったと

いうのは、ま ことに皮肉である 。ああした不iWJの事態にでもならな

いと、なかなか同業者との繰の対話ができないものらしい。 しかし

あれから 三年経ったいま、大阪の友人に状況を IlrJ くと、また良災前

のタ コツボ、状況に契れ、戻っ たようだという 。

「建築と社会」のような I
'
1
'
央J のメディアがこのように 11ω+1

特集 ｪ を組んで下さることは非常に有り集Ａｦｾ t 、ことなのだが、 しかし

もっと必要なのは、九州| のプロフエツショナノレたちが! 土l前のジャ ー

ナリズム( あまり「機関誌J Iよらない方がよい) を携え、そこをフ

ォーラムとして街:いのなし咋来のつき あいをすることで、あろう 。 その

ような場から発信 しはじめたとき、ょうやく 「活気のある九州IJ の

本音や、 地方におけるプロフエ ツシ ョナノレたちの抱える様々な深刻

な]: IJ j 垣が浮かび」こがってくるはずである 。

(ふく だ せ い け ん )
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. プロフィール

河上信行

( 建築家)
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. ひと ・作品 ・こだわり ・

新しいもの好きな福岡で歴史に関わる

河 上 信 行

河上信行建築事務所

Ｑ ＹＵＴｩｾ＠ 稲岡市生まれ

ＱＹ Ｘ Ｗ 年早 稲 ｉｕ 大 Ｎ，ＨＭ［大Ｂ ［ ｦＺｾｊｩＺ t!' j. 1:課程修 f

1992"1三 河上伝行k J ! 築'ti務所設立

司、

稲岡は7主主|をより物資流通の要であったせいか、新

聞 ｈ 守射がＮｾｾ読んであり、近年の変号先には目を見張る

ものがある 。が、 言 い換えれば、歴史的なものが

造りにい、地以である t もし、える 。 その福岡て隆

史と|共lわっている 。一つは寺社建築、 一つ 1.t IIl J屋

の再生、一つは現代における伝統的技法の活用、

一つ は文化ftオの調査 ・保存である 。

まず寺圭陛築については、新築以上に修理の依頼

が多い。修 理l. t 単なる4鋭普ではなく、 100年、 200

年を経た建築をさらに 100年、 20Q1'1三と生かすこと

であり、伝統的技術や様式のみならず歴史: 鋭を:必

要とする。諒要は多いものの、職人の不足以上tこ

調査や設計ができる人材が足りない。

近頃、民家、特に IIIJ 屋の再生は経営的な戦略とし

て求められている 。つ まり、老舗の風J各としての

表現にとどまらず、歴史資産を利用すること、歴

史的III T.!l Eみを尊重する こ と、それらが見識のある、

しかも現イ'til 旬て五五斉11") な行動として捉え られ始め

てきた。今や全国区になった唐津市の川 .勾豆腐 (写

真上) の場合、商品の魅力1 : IIIJ 屋の再生とカT相乗

効果をもたらし、Ｉｾｾ潤Ｚは周辺にも波及している 。

→j貨に民家は大きな梁や大黒柱な どカ哨徴として

考えられている力士民家の本質は、 小さな音[5材を用

いた経済的 ・合理的な築構のシステム、単純な碁

木，伺目格3を叫「件車111にした多様性にあるι 。1流荒通J材4力が3判前縫に

あり札、修司型! や取り替えが容易でで、ある 。f伝云統的技術を

現f代t に}j芯臼包ωj則羽てきるゆえんてて、あろう (写真下の住宅

てて、

目的イ化ヒして lはi ならないカ丈 ｼ時 Ｑ埼奇寺 ･怖倒昨陥問Ｚ司 Ｑ の干苔寄干私 Ｑｾ 引 ｬにこゴ Ｑ訓ｻ抗制 ｩｬ 附 ｈ附 古他直があ

ることに lはま違いな Lい、、。 !唐吾軒i津幸市にある旧炭力泊三高取

イヲト灯正11 ( 児、指定) の場合、 シンポジムウムの|非JHli

によ って、文化Hれこ対する市民のな識はずいぶん

変わ ったが、同時に、お荷物からお宝へという意

識に転換が容易てない こt も痛感している 。

歴史は両刃の剣であり、懐古趣味“ 地域性の考成"

としての言 L 、訳、さらに安手の観光化に用いられ

やすいが、 一方て大註生産 ・大量消費からの脱皮、

持私可能性や資源の術環性について示唆を与える 。

新い、もの好きな福岡だからこそ、歴史に|長lわる

意義は充分あると考えている 。

- 主な作品

主主灸九品院 川f.:，豆腐 ( 町屋の再生)

柳 r ，)<)1二邸( 関f I . : i ! の再生) 続本邸

ｦＧ ｾｬＺｾｾ ｻ 寺本堂宗徳院本堂

洲市 ｜ ［ Ｑ ， Ｚ 本ＧＺｾｾ 疋i l l ! 寺本堂・! ・li.i!ll

- 賞歴

1994年 日 本長ｾ築学会奨励賞受賞



. プロフ ィール

米 沢 卓

( 建築家)

- ひと ・作品 ・こだわり・

木造打ち放し仕上げ

米 沢 卓

米沢プランニング ・代表

1948
1
1'  IfIi. YU: l l¥! ' t れ

1973年以r . 11}ぐ主大 i:: 院修 t . ! 1l 程芋l !

1973年 Ｈ 附Ａ，ｩＺ ｊｉ Ｇ ｩｬｬ 雪 ｾｾＱＱＱ Ｂ Ｑ 、務所入社

1974年 (拘鎌川主. I! 築ぷJI "I>務所入社

197711'  (111米沢; 古J I " I>務 所 ;9: i1:

1988' 1'  (111米沢プ ランニン グにt次長fl

点制 Ｑ ａＺＢ［ｾ，ｪ ｉ Ｂ ｩｩＺ［ｉ｜ＩＯＢ 再ｲ，ｉＡ ｩ

N，il 品I ｩＺＮ Ｚ ｬｾ Ｇｧ Ｇｩ Ｎ ｉＢＱ 学校 ｊ ド ｾｩＺ［ li}j ，昨r"t i

ライトが設計i1i ffi J }の拠点 t して、カナダとの国境

に近いウィスコンシンに「互の家J を、メキシコ

との同境に近いアリソε ナのfd7j 英の '11( こ「冬の家J

念作っていたのは有名なE舌である。奈節{ こ! 応じて

Ｑ ｟ｴｊ ｆ や Ｇｉ ｾ ￬ 訴の［場を変える、 というのは何よりも佼

沢であるように思え、作品よりもその生前形態に

まずt盆れた。 そして彼のような人生を歩むこ t を

WJ，Lて建築設計の道を選んだ。し: かし、村会に1 - 1'，

てみると、設計という業が人旦 Ｚｾｉｉ れた場所て狙也

して成り立つ職能ではないことはすぐに解った。

でも、 J制車の ::!u)'1・| ならばそれに近いようなことが

ｌｉｾ ，Ｉｪ とるかもしれない、そう勝手に思い込み、移り

住んで 2()1ioになる。

ライト程の才能も腕力も経済) } b1! ，g 、のは元より

爪知しているのであるが、| 町民主から九E にかけて

Ｚ￬ｦなるｌｬ ｉｾｾ みの何処かに光に ＱＱＺ Ｇ ｴｬ ちた木の脊 ｪａｚ う空

川を制り、大草原を眺めなが ら設計治虫) } をしてみ

たい、 い、づう芸夢芸を抱き i対絞ザ洗Lけてきた。伐念ながら未

fだごその3夢Eは5尖長

f保呆苦獲郵皇釘J所』折斤を j通盈じてそれに近いものの設関i計-↑「れlはi 試みてき

た仏。 これ らlは£オ木壬の角材を引力n庄工して校宝企T河4有初f災; みしたも

のてあるが、手以来に言 うt 木造打ち放し仕上げ t

いうのが- : a I : 適切だ t 思っている。上部構造は椛

造体から内外のf上上げに至るまで全て同じ「木」

のみで、村正!J記されて いるからである。

コンクリー卜の打ち放し仕上げが設計から施工に

宅るれ段断て、細心の心配りを必要とするごとく、

本ili の打ち放しも嫌々 な面白主主? 必要とする。特に

j し州/ T ( z の小筏木を用いる場令には松や杉て、は加工

性 ・色令い ・本柄い、った点て。佼J l J に地えないの

で、 i ' tAな桧を用いて L、る。 三 江jLI のtl 剃 の76を

くり 1'1:き l人l外から同時に乾燥させる万法て‘ 合水率

を15%に落とした後、 二個ーに按析し、モノレダー

にかけてロク.. ｾｾを作成し紋み上げている 。 なかな

か手I::JII 阪のかかる作業ではあるが、 l刈タト共に桧で

イl二t がったリノ f ーシフツレなム! ! 物がLI' ，封Uこがる。

桧のjr:1材をお5み上けていく工程はまるで守'1
'
般を構

築 していくような! 被かさが問|羽に祝日 。あるいは

扉 剖) f . J けて室内に足を踏み入れたHキの秤りと木JUL

の判i きは千'1

'

し々 L' {主である。
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新田東彦

(ill 築家)
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- ひと ・作品 ・こだわり .

老人ホームを手がけて

新 田 東 彦

銅はる設計代表取締役

1942 侃|尚J l ¥l 北九州 市出身

1968 九州大. ' ; t ｛ＧＧｪＧ［剖 ｬｩｬｬ 築・何十字ｾ

1968 側線i I !ill 築 'II務所

1969 ｉ 附 三 ｉ ，ｾ設 ｾｉ Ｂ ｉ｜ 務所

1975 (，附団主l ! 築事務所取締役

1996 仰はる設計代点取締役

新生I l 築家技術布集問会H

介護{ 府知1，岐の導入て、我国の老人樹1t は一大変動

がニ子iWJ されている 。ポイン卜の一つ、在宅介護の

重視は施設収容w! 老人樹止との決別を暗示させる。

切り口を建築に絞ってみる。

パブノレが ｾｪｾ けた後、老人保飯沼津』施設へ Ｑ 姪 ｉｊ した

建築業界は、 コマーノレドプランの終結( 平成11年度)

と共 (:'11'1然と官n坊を去りつつあるのだが、期待し

た第 2次は、シノレパ- 1::' ころかカツノ f ープランに

もなりそうにないという ことである 。

国庫、 ｉ ｾ ｉ ? 制本の補助金 ・低利の事業団融資制度に

パァクアップされた潤沢な建設システムが、コス

ト下落の時機に重なり、我も我もとっくりたがっ

た図式の顛末があの「彩福祉グループっと厚生省

トップによるもl i ' r1jt食い物事f牛t 言 える 。

論外 t 顔を背けてよいか。 この場には、端っ こか

も知れないカ苛注実に設言十者がL 、る。 3訓ものピン

ハネ、丸投げ式の建設にただ手を ｴｾｾｾ 、ていたのか 。

テレビに映った田中のぶっきらぼうな特設ホーム

に設青同寺の不誠実が看て取れた。

老人ホームにいい建物が少ない訳が解ってきた。

補助金制度を利用しての建設が大半で、i l J lJ 度のも

つ欠陥を宇11政していない ことに一因がある 。布Ii jjjJ

鎖的非のための申請業務への協力が先行二するが、

この1
1
:分 卜分に絞られてな い計画案を出し( 日( 1 1 寺

1m不足 ・平岡H不足) 、受迎後の変更が容易でないた

め、 I;/; J示後そのままやっつけてしまうといったパ

ターンが中断すしている。事業主体も娃設l時に社会

名守tjl: 法人を設立するケースが多〈、建物に対する

おもい ・願いを伝える態勢力f弱い ことも設計者の

怠怖を許しており不良ストック製造では同罪であ

る。

経済、政治とも先行き不透明、不況は一向に回復

の兆しがないが、超高齢社会の到来fごけははっき

りしている 。市曲梓; ーのすまいはいかにあるべきか、

建築する者にはひときわ兵撃な取り組みカラ明待さ

れていく符だ。*lJ 主も I似萱に参加l していく積りで

ある 。

故後に私の目指している建築を! 慣れずに一言。

。1，慌の故 ・笠智弁と氏制忠んて山田洋次佐官が語っ

た「誠実 ・謙臨 . ; t J ; 黙そのものの人J い、う 言葉

がしみじみ心底に居る 。

誠実 ・謙虚 ・寡黙な建築- ーがそ れてある。



. ひと ・作品 ・こだわり・

「編集者」から見た建築家

一個人雑誌の発行から見えてきたもの-

山 里 茂 樹

「設計通信J というミニコミ雑誌を始めて約一年

になる 。普通の人から兄ると設計司E務所もしくは

娃築家い、うのは、ーイ本どういう風に兄えて L 、る

のだろう、いづ疑問が始めたi l l J 雌の一つだった。

設計斗l 務所のf気き1I が E うし、うものだか、判ってい

る人は少ないのではないかと予想していた。

設計通信 ｂａｕ 通信の内界は主に、設計 Ｑ Ｑ ｾ Ｚｴｴ

工事 ｈ ｾ みであり、それを読みやすく 而 Ｑ ］］ Ｑ < 書いた。

それと共に寸生に良〈用いられる坪 ｬｾＮ ｦ ｩｬｬ ｩ というも

ののとらえ方も紋せた。マスコミが採り上げてく

れたこ t もあり、反応は大きかった。返送されて

きた読者カ ー ドは80:通にものぼったが、 I Hんど

の人力苦笑に見事に、建築についても設計について

も理解していなかった。施主との打合せ内特や工

;'1'; 日誌に害かれた監理I f 内容を読んで「設計邪務所

ってそんな司王までやるんですか。J という内容のカ

ードがいくつも届いた。

こうい った反応の哀に凡えるのは、このま界がい

かに広報活動をおろそかにしてきたか、ぃ、う Ｎｉ ｉｾ

7ごろう 。l機能力f認知されるという事以前に、この

業!Nは大多数の人にとって全く関係のない世界だ

ったのだ。つまり ヒツレ長I r 築や公共建築をやるのが

設託収 ｊｾ 務所で、何やら耳目しいことをごそごそ行い、

] : f て京大な金傾を動かしている、くらし、にしか見

てもらえてなかった訳である 。気まぐれなテーザ、イ

ンをちょ こ ちょこ描いて ｴｾｬ 、金を取る、そういう

実入りの ｬｾ ｬ 、商売 ｦ ごとしか見られていなか ったよ

うfご。

その一方でテレビにも 11'，る有名な建築家逮は、こ

れ又主主のない高温なことを言 う。t誌がないと思わ

れているから何をおっしやろう t 関係ない。 こう

して普通の人々は、姥築とも建築家 t も| 剥わりを

持つことがなかった。| 刻わりを持てないから都市

環境に|民l心を持つZれもない。 ときどき我股できな

くなった人が、調手[ 1 に欠ける街の景色に文句を 言

うくらいだった。 これではいつまでた っても 11本

の者11市は良くならない。

→止の人々が建築を理解してくれないと嘆くより、

きちん t した広報が必要だったのではないだろう

か。主[ 築家と は絵を州〈人て、はなく、また派手な

飾りの事をデザ、インと 言 うのでもない。設計もデ

ザインも本来は論理凶がj な思考であるはずだ、し

住宅取得を考える人達にとって、最初の手がかり

がまず見当たらな L 、。 どこから手をつけて良いか

やlからない。 そこで、仕方なしにハウスメ ーカー

の展示場へ足を運ぶ。 そしてそ こで受ける包禁致

勢にうんざりする 。 うんざりしたと ころで、理主!

を追い求めることなど無担! なのだとあきらめる 。

そんな人達のためにも設計'-' IW先所はあるのだけど、

①仁宝 監幹

にきあ選主〉

gfj i首 相

fご。

県弁護士会では「欠陥住宅110番H" 今年の蒋から

ｉｪｾｬｬ 、ている 。 ｩｬＭｦ ￯ 品として ｴ らえられてはいるが、

それも必要なことと思う 。 しかし本来これは建築

界がやるべき本て、はなかったか、 といささか伐念

ＨＺ， ｛Ｑ ，、った 。 しかし専門家という者たいてい ｉ ｾ ｉ らを

特権的な立場に置きたがるから、それもしょうが

ない。専門家と は作Itごろう、 とそのJI寺迎、った。

街L

編集 と設計 設計と、空1mと、そして住宅'の' A川

的な記事を誌而に1 &il設して行こうと思っているが、

こうした こt をあtけているうち、編集という作喋

L: I体力市ii' l くなってきた。 なぜ而 l'l l 、かい、うと、

編集いづ仕事は設計という行為とよく似ている

と気付いたからだ。文章の推/;j決も又、ディテーノレ

の納まりを考える ことに似ている 。 そうしてでき

あがった誌而は、一つ空間を持っと 子J える 。ムl!物

洲町志に{タIJ えてとり上げたことがある 。樹氏を外

観に、紙質や写兵の不出支を柱や床の材料つまりコ

ストに、そして誌而桃成をプランニングに例えた。

そして両者 t も、何より「主題J t  i コミュニケ

ー ションj が重要7ごと書いた。 このコミュニケー

ションが設計界には欠落していたと思う。広報が

下手だったのだ。

住宅は建築のジャンノレの 1] 1てl J : 工強力河' J J ; ぃ方に属

するが、ユーザーにとっては一生に一度、長WIロ

ーンを支払し、続ける大きなril 、物である 。 それぞ

住宅島示場で簡単に、パッケ ー ジt オプション t

して買ってうまく行〈孤ははそう布くないはずだ。

実際泣かされている人達が大勢いるのである 。先

11事務所に相談に見えた方は臼 )J てあれこれ調べ

七げ、家ttl ，会と士会を訪れ「住宅設計をやってく

れるところを教えてもらえませんか。J とお願いし

たところ、「そんなこと はやっていません。J t 青 う

つれな い返 ［ｲ ｬｾ でがっかりした、 と訴して〈れた。

こうい った協会はーイ相tのため、何のためにある

のだろう 。 3年前の大m災以，71とこの疑11¥1は続いて

Y dIr量1虚1 東主liJ lt!

円参町宮E
一
園

間

L 、る 。

「設計通信J い づ 佃 人 対1]:七I.t. 、た った一人で始

めた地方からの反撃のつもりている 。

. プロフ ィール

山里茂樹

( i l l 築家)

'. 州

図面が判からないと言う人達のために描いたイラスト、図面も結局

コミュニケーションの手段にすぎない。

ｅ うも こ の方而の人述は気 Ａｍｾ しく、表現欲だけが

添れていて何をされる力中iからない、鬼門のよう

な所 Ui x速されているようだ。駒吉が高いのであ

る。設計に妨わるす? として、これはど こかで1:¥1迫

っていると忠える 。-i. IHヲj のボ、タンのかけ 11¥1泣いが

全イ本をおかしくしてしま って いるようなので、 ー

から全てを説明してみようと J巴 い 立 っ た い づ 訳

194751' .  崎 F. に生れる

1957' 1乙 i'l' 純でfl つ

1971年 熊 本 大，・l'ill 築科卒業

(附九主II 芯J I

1973年 九州ぷ術 l 科大予研究生

1974年 辻fiJ.設JI"I¥務所

1979'1 偏 1M] で'1ら務 Ji)j ' j改、y

11 宅を i' に.Jt.tI、 JJ I _ イ仁にゼる

- 主な作品

蛾I存 KJ Jl I

約六回Iの家

ｬＮＺＱＯ ＱＱ のある 山 ｾｉ

ｉｊｕｾ 城跡公 ｬ 剖施ＮＳＺＺ

糸ねの家 {也

- 活動

[ 設日J-j山{， i BAUl を1 Hr

r.l I，li .  il :宅 . ill 築の FI[ 解い向上を 11mす.
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限初f吾さんの「新 ・建築入門」は第 l 立「建築の

危機J から始まる。ポストモダニズム以降の201止

紀末の建築の糠式の混乱、多線d生、何でもありの

外見的なデザインの状況の背後にある、l I il J度 t し

ての建築の危機への問いかけて、ある 。「建築い、う

ひとつの制度自体 を否定し、i f J 1{f本しようとする、

抗しがたいム ーブメン卜」が背後にある。そして

建築の本質とは「構築J であり、その本質的な「杭

築を越えてJ 主主築する こ とが可能かが今問われて

いると結ばれる 。 それはまるで、建築を否定しな

がら怨築する事を考えるような革ff しきである 。

l J i ' : 代、建築を設計する者は全て、程度の差はあれ、

何らかの形でこの問題意識を共有していると思う 。

それは、現代という変化の激しい|時代と建築の概

念がずれてきている こ と、法築訓時代に遅れて い

ることを皆感じているからだろう 。

設言|集団機は 9年前、 1988年に代表の古賀士平を

中心に、福岡市て。活動するアトリエ的な Ｔ ｪｴｾ 務所 Ｑ Ｐ

社( ち説日立 13社) で設立された。当時メンバー そ

れぞれ、小事務所の経営的な危機はi; 虫付高いほど

持っていたが、建築の危機などい、う立識があっ

たか E うかは定かで、はなし、。当時5舌していた こと

は、ノト著t務所でも公共的な仕事がしたいと いう卒、

個々の事務所を超えて協間的な活動、あるいは、

まちづくりや村お こしなどのような、長いタイム

ス パンで ｼ 具 ｩ わるような、 地 域的な ｦ 士 主 ［ ｊｾＨ こｼ 勢 ｬ わりた

いと 言 うような こと だった。

しかし私は設計集E t lff&の? 起Lに集まったメンバー

の沿在意識には、先に述ぺた 「建築の危機J の問

題立識があり、そして私たちカちRめた糸口は「共

同t引 と 日也域j にまつわる司lであったと考える 。

そして、直般的な解答に結びつくかは，j lJ として、

この問題問粧ますます重要になってきているの

を!: l .>;じる。

「共同性J 1 : いうと、いわゆる 全共闘世代のイテー

オ ロギー的な臭いが感じられなくもないが、あま

り難しく考えなければ、考えブ7や指向性を共有す

る人たちが集まって、共同でひとつのものをかlっ

ていくことでよい。 その実k:i H 鮒 ill i 1: Mli f . l t の広が

りの大きさてP飛び抜けた存在である象設計集団は

設 計 集 団 襟

名 称 協 同 組 合 設 計 集 団 擢

経歴 1988年 創立

1998年 官公需適格組合認定

役 員 理 事 長 古 賀士平 副 理 事 長 加 藤 武 弘

専 務 理 事 塚 本 政 利 事 務 局 長 嶋 田 剛 之
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- ひと・作品 ・こだわり 掴

「地域」とI共同」

設計集団擢塚本政利

凡 例

仁コ 計

。地下鉄駅

① 地 下 馴 { 限 )

..提案

rT (f 1:t.!J 苦言シ普匹芋"f. ! J 叫 肯一 I+iilij ｾＹＹＲｊｉ＠
一ー コI c 日司 川了世j 1 J 405 ff.可 <1三 一一

｜ｾｾ＠ ｜ｾ｜＠
rt . 専多部再興計函 1992J 博多部まちづくり協議会

メンバー

嗣柴田建築設計事務所 柴田弘光 アトリエ古松堂 首篠泰上t 古

古賀建築設計事務所 古賀士平 大塚建築設計事務所 大塚哲弘

備j綜合建築設計事務所 茂木謙悟 伺設計機構ワ ークス 坂口佳明

銅山崎建築設計事務所 山崎直也 銅清水設計 清水正幸

アトリエ美山 伊勢博臣 伺永田 建築事務所 永田誼和

小笹建築設計事務所 小笹幸彦 側都市プラ ン九州 橋本信幸

佐藤建築設計室 佐藤貞洋
まちなか環 境 計 画 研 究 徳田剛一



博多鉄

星の村お茶の文化館 ( 1994年) 第 7 回福岡県建築住宅文化賞大賞受賞 同 左 内 観

月IJ 絡として、このような方法て. 設計作こ業をやって

いる若し、設1 . 1す? グノレーフ。が11対立増えているのは似

然ではないような気がする 。雑誌でよく凡るとこ

ろでは、ワ ークショップ、シーラカンス、みかん

ぐみなどをすぐ思い出す。またインタ Ｍ ｾ 、 ッ卜を

利用した共同作業などもよく聞く訊て山ある 。

私たちの場介、協同組l令いづ法人登鉱した剥協院

であり、メンバーもそれぞれ独立したされ務所て、あ

るため、 全体てヲモ同作業をすることは少ない。 ま

た会議室はあるが、共同て作業する場所は特に持

っていない。仕J}: の樹; t ，; i C: J : って liXi JJ: 2社、多い

ときは 5、 6利:て‘ 担当し、毎月 11百|の盟事会( 令

口が理.zJ: l : ) という名のミーテイングでメンノ f ー全

員に誇る ことにしている 。作業はそれぞれ持ち帰

って個人のJ: f q例 で 行 う 。設計い、う行喋に必ず

伴う、 ｷｴｾ￭ 命によっては必ずしも決まらないところ

やデザインの決定については、足して 2て羽! った

中途半端な結来をさける為、メンノ f ーの佃性をで

きる ｦ ごけ ｌ ｬ｝ＺｭＺして 、 ｩｩ 鋭利ｾＩには担 当者に任すノレ ー

ているわけではなく、ま fご試行錯誤の部分が多い。

設言問討立|権にと って、地域 との|禁jわりは代ぷの古

賀および小笹、 ftJ j漢がfjE本lfL小国III T二It虫地区の地

域づくりゃいくつかの姥築の設計に| 拘わ ったこと

から始まる 。 それはまだ、小国IIIT1J 匂躍のように有

名になる I前fごったカえ そこで待た初む去は i. l 也以か

ら学ぶj とし、う事であると思う 。娃築の詰百|ーは l 、

2年で. 終わってしまう 。地域 t の| 剥わりで重要な

のは副主枕性てある。「地域か ら学ぶj は「地域の人々

から学ぶJ と言い換えてもよいfごろう 。 その継絞

性を保証してくれるのが地域の人たちとのつなが

りである 。 それがない公共建築はデザ、インがいく

ら優れていても単なる箱にな ってしまう。

現在、設日間討ＮＧｬＺｉ ｦＱｾＱ Ｎ［ｴＺ侃岡市のインナ ー シティ博多

部のまちづくりに取り組んでし、る。平汗11i 在の制hの

湊に始まり、太|井! 秀吉のIIIT訓りから 40Q5f の歴史

と博多山笠 に代議される IIIT人自治の伝統を持つ111]

であるが、近年の飴7守的地盤沈下 t パフツレJtJ: Jの地

上 げ等により、問。メ口が減少し、 小学校の絢充

ノレを取っている 。共同での成果が全てに波ってLI' ， 令がIBJ 近に迫っている 。 このような者| 仙の兵ん中

にある歴史のある IIITで、まちづくりが成功してい

る事例を知らな L、。我々にとって、 10年近いl民1わ

りのなかで、まちづく り協議会ヵヲ叫し、まち づ

くり学校、「博多部振興プラン」が進行 l ドである 。

しかし具体的成果はこれからである。者11- 心の博多

には、地方の判やIIITにはない困難きが多〈、それ

がまた、博多の伝統であるという矛盾もある 。 し

かし、本来比ず知らずの多くの人聞が住む、者11市

での住み方を」二夫 し、競いながらも 1' 1' 良〈、楽し

く、ツヤに( おしゃれに) 生きる伝統を持つ博多

に学ぶことは多い。

また博多部での活動を基盤にしながら、メンバー

で分担しながら、近隣の市町村 に出かけていくこ

とも多〈、ぽii t . 星野村、八女、宗像、 二丈町な

どでお付き令いしてもら っているが、まちづくり

を目指す各地域の交流、辿携力主計れないか今検索

中である 。

このような地域との| 剥わりや共同作業のなかから

凡えてくる建築に ついて考えてみたい。
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. プロフ ィール

斉 藤 安

m築家)
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平面図

. ひ と ・ 作 品 ・こ だ わ り ・

事務所からの独立

斉 藤 宏

附環境建築工房

し一一

n皆

31皆

1947年 熊 本 に 生 ま れ る

1970年 熊 本 大ρj!: [ 下剤! k l ! 築' 何十字: J i

1970
5
1'  側大阪k l ! 築・1¥務 所 入 社 ( 呪(附大k l ! 設m

1973
5
1三 インテリアオフィス nob (行 IlfH'i 次氏) を経て

側 安 JI 'kl ! 築設JI '' : i¥:入社

1979
1
1'  J.!l tin環境ill 築 l 既設立 υ し州 ＧＱ｜ 務所として分出 ｉｴｾｾ｜ 也Ｉ

199Jif- m立 熊 本 ! d-大"j!: )l o常勤講師

1992
5
1'  

1996年 熊 本 大 下JI "ii';llJJ ，比例1

熊本の上通りという陶苫街から一歩入り込んTご狭

い露路の交差する角地にこの建物J はあります。今、

再Br路地区い、う行政上の網がかぶった地域でも

あります。 自主的な商業i舌性化案として、この住

宅付商業ヒツレは計画されました。経済効率だけを

考えますと降かに商業専用ピノレの方が採 ｊＺｉｾＧ 性が高

いのですが、上通り地区の魅力は生活の臭い t 商

業とが一つの文化として存在している= 商住混在

のまちという月「にある ので1まt いう 問L、かけに、

施主力司助平を示し、長い間この1 1 f Tと共にあった製

麺工場の思い出と共に、住居を上階にのせる事に

なりました。狭い露路の歩行者の安全とまだ古い

街並が残る地域に、建物の圧迫感を与えない方法

として、セットパックと建物を半地下にする手法

をとりました。狭い交差点のアイストップと夜の

Wt
l
切として角地にpゲラス張りの応舗を設け、! 古舗

郊に上| 精住宅の生活観を感じさせない目白低等小さ

いながらも、いろんな意図を入れ込んf泌物です。

ビノレの名称は製麺工場跡地であることからファク

トリーサイトと名付けられ、定慌には長い1M] 、PIT

の生活に音とリズ‘ ムを与えていた工場の樹成の歯

車を使い、工場の東北隅に置かれていた鬼門の石

を従来通叫加也の角地に配置し、 IIITの記憶として

残す Ｚ［Ｚ ｬｾ にしました。住居は五社階に臨 ｭ とのプラ

イパシーを石鮒呆する形て百E置されました。

今、街は裂の脇道が面白 いのて" す。

程、は今、熊本に U ターンし、 20年間続けてきた建

築設計活動守振り返って今からの生き方を見直し

ています。事務所の見直しと同時に、自分から「建

築」という枠をはずし、自由に活動する為の準備

をナしている月代日す。目前的には ｲ ｾ ｬ ｯ［務所からの独

立J という言葉を使っておりますが、今まで控築

設計ーをやってきて、「私は本当に建築をやりたかっ

たのかけと云う若い頃に悩んだ線源的な問いに

還ってきてしまいました。毎 日の実務の傍ら、一

方でと大学て‘ の共育( 教育ではありません) をしな

がら、その先、向う{ ] ! I ]に ある私がやりたかった本

当の事とは何だったのだろうかを1:: 1い続けており

ます。50訟の更なる旅立ちです。建築に限らず、

人生そのものが一生をかけた自己表現に外なりま

せんから。

- 受 賞 歴

1992
51'. 1(. A. P  ( ( まも t ア トポリス)

松 ｴＮｾ 則合 ￬ｬＡ 終末処理場管理棟

1987年 I-I OPE 訂l百i 公営住宅 jii[ 脈問地「内 Ji . ( の家J

第 ＳＹＱＢｈ ｩｩｉ上主ｊｬ設迎Ｏｬ ｮｾｾ 大 ｉｺ Ｇｦｴぷ彰

1988
5
1'  DUE  S AI( U MA  

日本企J l 築|ゴi土合会「私のlf(u) ! i する作品Jl ，k優秀' J t 受賞

1995
5
1三 もやい住宅Mポート

( 熊本大・''f.: 延雄? i 弘 + 7 設計 '1¥務所共 1，，1)

'95 11 本企J l 築7.: 会 作 品i並焚受賞

1996
1
1' )j(fflf の町家 (l lI n邸)

第 31"1 GI D コンペ特別1' t ( 章fr kl ! 築)

第 11"1 J I A 住宅賞選考委H 'l' t受賞



EXPIA WORLDライトアップ( 韓国大田市)

. プロフィール

松下美紀

( . l ! ( l I l } J デザイナー)

. ひと ・作品 ・こだわり・

モダンアジア九州の光と影

松 下 美 紀

松下美紀照明設計事務所代表取締役

雲仙天草国立公園満明寺ライトアップ( 長崎市)

イｾｾｾ主 ＱＲ かな九州、 ｼ の Ｇ Ｎ Ｑ Ｂ でも「杭ｼ市 ｝ｊ というのはたい

へん不! 民義な11Tである 。 日本全体いやアシア諸111

が景気低迷のさなか、何故かとても元気がよい。

街には、 w: 天の未来へ挑l淡するかのようにおびた

だしい数のクレーンが空に向かっている。私を取

りまくたくさんのデザ‘ イナー もデザイン交流や文

化交流のボランティアなどで t ても 忙 しく過ごし

ている 。tが丘はアジア諸国とのデザ、イン交流も r鎖

繁で、各種の集まりにはさまざまな言認が飛び交

うことも珍しくない。大者fSrli に比べると 地方都市

としての田舎尖さは拭い切れないが、将来的には

i F UKUOKAJ  t 言 う言葉の響 きをデザ、インが

ｾじられる地名Ｈたとえば ｍ ｉｒ ａｎ ｏ Ｎ P ARI S の

ような) 国際的な地名にステップアップさせたい

と考えている人や匠11本、行政がた いへん多くみら

れる。実際に街全体がそれに向かつてがんばって

い る い づ 募1111気ぞ持ってし、る 。実は私もそんな

中の一人である。

近年、 美 い、夜間対観に対する需要力市古まり、! 照

明 訴1-( こ対する ー骨量的な意識も高まってきた。公

共施設の!!日1リlデザイン受託ばかりでなく、→l生卒

業者からの ｦｴｾ 車ｩａが ｦ 問えてきた こ とがその こ ｴ を的

確に表わしていると思う 。 もちろん圏内にとどま

らず、アジア諸国からの側買もか、へん多い。当

初:ヵ司1手元所を稲岡市においている理由仁、利便性

の良さが一帯にあげられる。偲|同からソウノレまで

50分、上海へは 11時間30分い、 った具合に、大

阪 、 東京へのフライト ｉｉｾＧ 刊があれば海外に容易に

出かけていくことができる 。特に束アジア諸国は

大隆文化で、も t もとさまざまな民族とのコラボ、

レーションが大変うま L 、。たとえば博覧会のよう

な仕事ては、世界 '-1'からデザイナーが集まって計

画して し、くのだが、 これが国際的てとても楽しい

作業である。逆にコラボ、レーションを苦手とする

のはね国である日本と台湾のデザイナーが上じ絞的

多いように忠われる。

そんな中、わが社のデザインの現場には、図面が

英認のみならず、ハンクツレ語、 中国語と多様であ

る。 そして大きな物件を土戸手- 2 、 3年かけて進

めたりとリサーチする 11寺I:IJを十分に項 いている。

私の今後の目標は、 l韮絡をI::j わず! ! 削]デザイナ一

同士の コラボ‘ レーションができる こと、また! 照明

デザ、イナーの職業が i F UK UO KAJ の地名と共

に、も っ と国際的な場でステップアップしていく

こt がて、きるように、 lii<.kの力を傾注していきた

いと 思っている 。

E 主な仕事

1961 jl ミ 熊 本 rl i' loまれ、 tl .¥I函iJ li{EII: 嬬|前Irli 環境問 II )j J I"i市lガイドライン制作協力

.'!11"JII: 、 .'!11"JI デザイナー 僻1]1大10mE XPIA  WOR L D mt ，克照明計同な E がある

代々山大 ｬ の家にＧ ＱＧま れ、ＱＧ Ｑ 然光を ｗｾ ￬Ｎ ｌＩ 手〈され

ｴｾ 仏教主 ￟ 築の ［ｧｵｎ らしさに感化され、次第に ＡＡＨｬ Ｂｊｉ 光

やの III :Wに興味を持つ ・活動

ＡＡ， ＡｉｉＩ ｬＨ ｾｆｉ 山勤務後 。 縞 ｉｾＺｉ rli 景観' 品治会委μ

1989
j
ド 株 式 会 付 松 ド1<紀!!¥!"JI 設; 11"1>総所ぷ立 制 ＱｾＡｊｊ｜ｬ n然 保全得議会委H

!!日町Iデザイナ 一、 )jf l l L アドバイザー として、九州を 制問 ｭｾ しいまちづ〈り委 ｈ

はじめ 7 ジア作|同で 11: '1>に従・lもしている 熊本m，;t 観アドパイザー

(紛!!¥! I切手全日: 会μ

位。 11本サインデザイン協会正会以など

建祭と社会 ・1田 8. 2 69 



ウインズ八幡

設 計 日 本 競 馬 施 設 、 東 畑 、 新 日 銀J V

監 理 日 本 競 馬 施 設 、 東 畑 建 築事 務 所J V

施 工 新 日 本 製 銭、 大 成 建 設J V

南 東 航 空 写 真

70 聞 と 社 会 ・1蜘 2

2 陪平面図 1:  1200 

所 在 地 北 九 州 市 八 幡 東 区 技 光

敷 地 面 積 10，620.9 6 m 

建 築 面 積 5，808. 29m 

延 床 面 積 11 ，451. 92m 

精 進 規 模 R C 、S 、4 F

工 期 1996年 6 月- 1997年 7 月

最 寄 駅 J R鹿 児 島 本 線 ・ 技 光 駅

j量 影 西 日 本 写 房 ・工 ス エ ス 九 州

外観西面



海に面しての J "I"固というととで、ウォーターフロントを大事なキー

ワードとしました。 マストが林立しているヨットハーパーのイメー

ジの大屋線、リゾート感あふれる雰囲気と色調、それに随所に配目

されているグリーンプラントとウッ ドデッキなど、ウォーターフロ

ントのウインズ( 場外l勝馬投紫券発売所) として、躍動感あふれる

楽しいハレの空間を提供しております。特にガーデンプラザと呼ば

れる半屋外の前面広場は、ウインズと海を結ぶ大事な中 間体として

計画されています。

この建物全体を構成しているデザイン喪主長ですが鉄の加工技術の最

大限活用されたガーデンプラザや、線の錯綜したかなり混みいった

形態のウインズ本体 との桃成になっており、いわば トーン・オン

トーンとい った織りなされた建築になっています。 これは一つには

商業建築ということもありますが、最近のカーテンウオールだけの

はき述えたモダニズム建築の反語として、 一品生産の建築が持ちう

る手工芸 的な手法を最大限活用する乙とにより、新しいh立l床での装

飾された建築をめざしたつもりです。建築の歴史の中で、ほとんど

の時代、装飾は建築のi註大の椛成要紫であったはずだからです。

( 池田哲郎/ 日本競馬施設(附設計室)

外 観 北 西 面

外 観 正 面 玄 関 廻 り
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外観東側lゲー ト

ガーデンプラザ鉄骨は 、全 体 の 剛 性 を 高 時 、 シ ン プ ル な 形 状 と す る 為 、

全 湾 嬢 悌 造 と し て い る 。現 場 溶 接 を 避 け る 為 、新 日 本 製 鍬 の 鉄 鋼 海 洋 セ

ンター ( 若 松) にて 、全 体6001をと工場製作し若戸大橋をくぐり 、海 上

徹送にて直嬢現場般入しセ ッ トした。

V ガ デンプラザライト 7 ':/ プ



正商入口

74 旗築と社会 ・1鈎 8. 2



かごしま水族館

設 計 監 理 大 建 ・永 園 共 同 設 計 団

大 建 設 計 ・ 永 園 設 計

方包ヨニ 建 築 大成建設九州支底東亜建設工業鹿児島営業所・植村組

電 気 日本電設工業鹿児島営業所・商栄電機・ 山田電 気

空 調 目立プラン卜建設九州支庖南国殖産 ・クロス冷熱工業

給排水衛生 旭 工 業 ・ 宮 士 工 業

飼 育 設 備 新 菱 冷 熱 工 業 九 州 支 社

. 計画主旨

かごしま水族館は、桜山の ｢ Ｑ￬ 大な姿と ｾ ｭ 江湾を ｬ 貌むことができる鹿

児島市中心部の桜ぬフェリー桟橋に隣接する北埠頭に位置して L 唱 。

鹿児島港本浴区において、活気と恕いの空間づくりを目指したポー

トルネ ッサンス 21計画が進められるなか、第三次 鹿 児 島 市 総 合 計 画

が策定され、海洋文化交流施設として水族館の計画が進められた。

その水族館のコンセプトは、脱児向の魅力を生かした個性笠かな水

族館、観光都市胤児品のシンボルとなる魅力ある施設、水族を過し

て国内外との交流および自然や環境についての理解を深める場であ

ること、水族の繁殖と希少磁の保存、省資源、型の施設の各言 1. 画 に 取

り組むことであった。

_ ，展示計画

本館 ｬｬｾ ｾ エントランスホールからエスカレーターで Ｒ Ｑ 渚にあがると、

ア ク リ ル の 大 き さ がW 15. 3mX H 4 . 5 mの ス ク リ ー ン を も っ 、 水 量

1，5∞卜ンの黒潮! 大水柿が現れる 。観覧ホールから水中トンネルをぬ

けてサンゴ水ゃんを中心とした “ 南西 諸 島 の 海" を経て、 研究成果の

展示を目的としたアクアラボに至る 。 エスカレーターにより、 4階

の溶岩トンネルをぬけると鹿児ぬの海に至る 。 乙こには、きびなご

水利'i 等特徴ある鹿児向の魚、が展示されている 。 さらに桜島を臨む展

噌ホール、ハオリムシコーナーを経て、 3 階の特別展示室、 3Dハ

イビ ジョンシアタ一 、 21猪の水草水槽となる 。 1 1渚の“ アクアワー

ルド " で、は世界最大の淡水魚のピラルクの水地やマングロープ水中島等、

個性泣かな空間椛成とな っている 。 イルカ館は、ラ ッコ水槽とイル

カプールから桝成され、 ｲ ￩ＱＮｾ スタンドでは ＲＵ 面マルチビジョンを利

用してイルカの生態を中心に紹介する 。 また屋外の運河に接続した

水路によりイルカを開放する自然形態の展示が計画されている 。

園立 国 計 画

鹿児山市のランドマークとなり、地域呆lO i l の向上に寄与するデザイ

ンを心掛けた。

上程部の屋根は、大屋織をするどい稜線とゆるやかな三次 曲 線 で 描

くことにより、その色彩が陽光によ って刻々と変化 し彩られるシン

ボリックな形態としている 。 また、外壁は台風の強風や予測できな

L 、物の衝突を考慮してカーテンウオールを使用することが出来なか

ったため 、 外壁 而 の シ ン プ ル化に努め、屋根を印象づけるデザイン

とした。込，jft 剖1は鹿児島の海と さ去を 5 色のチタン入りのブルー系の

タイル及び投色とグレーのタイルで表現し、ｾＡＱ瓜 リ 的なデザインとした 。

所 在 地 鹿 児 島 市 本 港 新 町3- 1

敷地面積 14，043. 96m 

建築面積 6，687. 956 m 

延床面積 13，162. 825m 

4膏造規模 R C、一部S 、5F、B2F

工 期 1994年 12月- 1997年 1 月

患 寄 駅 鹿 児 島 本 線 ・西鹿児島駅

鑓 影 ア イ オ イ ープロフオート

Ｈ西田泰 ｾ Ａｉ ｊＯ大建設計Ｉ

北 西 面 外 観

函 面 外 観

タ景
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イルカプール水中観覧コーナー
黒潮大水槽

観 覧 通 路
サンゴ水柵

76  鵬 と 社 会 ・1蜘 2
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「森へピヲニ γ ? J 田中 般
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宮崎県立看護大学

設 計 監 理 安 井建 築 設計 事 務所 + 岩 切設 計

施 工 佐藤 工 業 ・志 多 組 共 同 企業 体

宮崎県立活設大学 は、宮崎市中心市街地 か ら南 西 に 約 6 km離れた、

県住宅供給公社による新規住宅団地 のー画 、 緑12かな丘陵地 に位償

して い る。宮崎 の気候風 土を念頭に位 きながら、 周辺の盟かな自然

保墳になじみ、 初 めての県立大学にふさわしい風絡のある 外観デザ

インと、周辺地域に聞 かれ、人々に親しまれるあたたかみのある建

物となるよう計画した。

建物は周辺 環 境に配慮してなるべく 低 層になるよう 、 教 育研 究 事ｾ

管理 事ｾ 等、 用 途ごとに Ｕ つに分 棟 し、前 回道 路に近い敷 地北 Ｑ ｝｛Ｑ Ｑ にプ

ラザ( 広場) を 中心 としてその周囲にまとめて配位した。 プラザの

周りにはコリドール( 波り廊下) をめぐらせ、各建物をそのコリド

ールによ って有機 的につないでいる 。 また建物周辺には、 学生や教

職 員だ けでなく、 地域の人々も楽し め るよ うに季節 ごとに花や笑 を

つける木々を植えている 。

五I! 物のタ同査はあたたかみのある土色 タイル、 屋恨は緑青銅板を採用し、

人々の印象に残るような彫りの深いデザインを目 指 した。

宮崎 県の方々を始 め、 当大学の設; - 1.1にあたり 惜 しみなく 御l尽 力 くだ

さった多くの方々に感謝 するとともに、この大学 が211並紀に活服す

る学生遂の思い出 に残るキ ャンパスになることを願ってやまない。

( 谷 怪 寺附宏治 所 千 夏/ 安対卜建築設計事務所)

所 在 地 宮 崎 市大 字郡 司分 薦 ヶ 迫 乙2203

敷 地 面積 60，OOO.33ni  

建 築 面積 10，384.30ni  

延床 面積 17，883.61 ni  

4荷造規 模 R C 、一吉BSR C 、4 F

工 期 1995年 10月- 1997年 3 月

最 寄 駅 J R日貨 本線 ・南 宮 崎 駅

j量 影 アイオイ プ口フ オー ト

円形 で 大 ら か な 吹 銭 を も っ 図 書 閲 覧 室

木 造 トラ ス 屋根 の か か る 開 放 的 な 食 堂



メインアプローチからの全策

全 景

80  闘と社会・1蜘 2

かごしま近代文学館

かごしまメルヘン館

設 計 監 理 鹿児島市建設局建設部、日建・畠中設計共同企業体

展 示 設 計 乃 村 工 華 社

施 工 西 松 建 設 ・小 松 建 設 ・阿 久 根 建 設J V

鹿児品ゆかりの作家の資料を展示・保存する文学館と、子供たちが

盆話やメルヘンの不思議な世界や ｾ ｉ Ｇ 日常 的 な さを ｼ閣 を体験できるメル

ヘン館との 2 つの施設が一 体とな った施設である 。計 画地 は、商商

戦争での歴史的舞台とな った城山のふもとに位位し 、周辺には市立

美術館、察l明館( 歴史隙物館) 、県立図告館が建ち並ぶ“ 歴史文化

ゾーン" の中央部にあたる 。

メルヘン館と近代文学館は、各々の施設内容にふさわしいイメージ

を表現するため、建物は 9"庭をはさんで独立した形となっている 。

近代文学 館は、落ち着きと品絡を表現するため、花尚岩による外壁

と緑青銅板野きの傾斜屋; 恨で桝成した。 メルヘン館は、 “ 子供たち

の械" をイメージした舌i沼紛みのシリンダー形状とし、頂部にチタ

ンrr きの円鍛が浮かぶシンボリックな形とした。

内部で最も特徴的な部分は、メルヘン館の展示空間である 。 メルヘ

ンの森と名付 けられたこの空間 は、直後20m高さ 18 mのシリンダー

状の展示室の中心に直径 9 mの球体“ 不思議の卵" が宙吊りにな っ

て浮かんでいる非日常的 な 世界である 。浮遊感、を表現するため、不

思議の卵の構造は、 55 oのタイロット 6 本で上部から吊り下げる形

としている 。展 示 空IJ] J と建築空l聞が海然一体となることによ って、

子供たちの想像力をかき立てる夢のある空間 を笑現することを目指

した。
( 野田泰弘宮)11 浩/ 日建設; ) 1 " )



所 在 地 鹿 児 島 市 城 山 町153- 1

敷 地 面 積 3 ，4 0 8.84ni  

建築面積 2，289. 36ni  

延床面積 5，874. 31  ni  

4荷造規模 R C 、S 、B 1 F、3 F 、P 1

工 期 1996年 3 月- 1997年 9 月

最 寄 駅 J R 酉鹿児島駅からパス 10分 、パ スf亭 よ り 徒 歩 5 分

婦 影 7 ' イ オ イ ・プ ロ フ オ ー ト 、 岡 田 泰 治

Lこ二二二二一一

メルヘン館

近 代 文 学 館
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しんわ本社ビル

設 計 竹中 工 務 j苫

施 工 竹 中 工 務 庖 ・大 成 建 設 ・上村 建 設 共 同 企 業 体

敷地は、歴史的に政治・文化の中心地であり現在では公園として強

制 された福間城跡のお臓の北fJll Iに位i白している 。又、商業の中心で

ある 天神 地区の西端の幹線道路沿いにあり、水と緑泣かな環境の中

で 都市 録制に於いても ｩｬｬｾ な喝所と考えられる 。

i設J I コンセプトは、 JA¥水哲学 iiI践JA¥1U水」 の手法に学び、都市景観

としての建築やそれと同化するオブ ジェ ( 高旺l洋一作) を視党化し

ながら環境 「街・光 ・緑J と共生するランドスケープを目指している。

パンチングメタルの若手L 、皮般に磁われた的諸制街段や風に呼応するオ

ブ ジェ迷は、能や凶事l' の化 身 として土地の持つエネルギー 「気」 を

活き活きと表現している 。又、 J! l t l . 水の思想郷としてのエントランス

昨日nは、透明なガラスの箱を透して辺議売するカスケード . ｾｪｬ 寂な水盤 ﾭ

JA¥に動く赤い羽のオブジェで榊成されており、光と風に呼応しなが

ら変化 し街行く人身に束の1mの安らぎを与えている 。

外f脱出: tiのストライプを基調としながら催しL 也淵の中国産術以箔 ( J

& p ) とブルーの熱l汲熱反複層ガラスの二つのマテリアルで椛成さ

れており、成長を続ける企業のこれからの飛湖 u也から 天) を表現

している 。 ( 向須芳史/ 竹中工務庖設計部)

所 在 地 福 岡 市 中 央 区 大 手 門 1-4・7

敷地面積 1，081 .75ni  

建 築 面 積 444.58ni  

延 床面積 5，601 .00ni  

構造規模 S 、一部S R C、8 3、13F

工 期 1996年 11 月- 1997年 3 月

最 寄 駅 地下鉄 1 号線・赤坂駅

1置 影村井修、吉村行雄 (竹中工務底)

⑥ 

1階 平 面 図 1:  500 

1階エントランス

13階食堂

配 置 図
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大分キヤノン側厚生棟

設 計施 工 大 林 組 九 州 支I苫

東 側 夕 景

84  腕 と 社 会 ・1蜘 2

東 側 全 豪

所 在 地 大 分 県 東 国 東 郡 安 岐 町72- 9

敷地面積 3，552.9 3 m 

建 築面積 397. 69m 

延床面積 395. 65m 

4荷造 規 模 R C 、1 F

工 期 1997年 1 月- 1997年 7 月

寄 駅 J R線 ・ 杵 築 駅

lli 影 西日本写房福岡

大分キヤノン(仰の社日厚生を目的とした施設である 。リB.l1i也は自

然に恵まれた大分県 東国 東郡 にあり、当施設の利 FH者 で あ る 社

員の働く工場からは、 'Ii で 3 分という位位にある 。

限られた予知のなかで 、 Ｓ ， ＵＵＲ ばという敷地面積の中に Ｔ ∞ ｭ Ｒ ｾ￮ の

建物を造るにあた って 、 ま ずーっ の 領域を設定し、そこ に新た

な 世界を形成 させるという ｊｦ ｾ をとった 。

建物は 7 ) レと シカクと いう シンプルな幾何学的形態で引わ戎され、

そこに柿入された一枚のほはエントランスへの動線的役割を Jね

たすと共に、デザイン全体にアクセントを与えている 。

主用途である食堂は、カメ ラのレンズをイメージしたシリンダ

ーの中に配され、光あふれる空間 とな っている 。 また、食堂一

前 庭ー エン トランスの IIJ Iには境界は存在するが、それぞれの雰

聞気がつかみ取れ、一体的なものとして利 用できる綴考慮、した。

将 来 的 に は 、 敷地 市西部にテニスコートができ、クラブハウス

としての利用も 予定されている 。 また、敷地全体には舷が舶え

られ、緑あふれる社民厚生の幼となる予定である 。

( 武内TG史/ 大林創l )



- 4 9  

平 面 図 1  :  400 

ｾ ＭＭﾭ
、- --

確

-ー

ホー J レイ剛の曲面壁

ＭＭ ｾ Ｍ ＭＭーー

食 堂
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CTI 福 岡 ビ ル

設 計 監 理 日 本設 計

施 工 フ ジ タ ・村本 建 設共 同 企業 体

外壁につくアルミの縦と繊のルーノ f ーは、 日射 しを コン トロールし、

エネルギ ー消費の少な い胞設としながら外壁に深い除彫を勺えるな

I床を持ちます。 また、 被 ル ー パーの緩やかさは、免震榊 造の採用に

よ り上 部精進を 'Iif t犬に 見せようとする芯、|玄lであり、 j亙[ を誘うデザイ

ンとして、 「福i刊の瓜 」 にも 似 た地域性の表現でもあると考えてい

ます。 さらにオフィスビルとしてのフレキシピリティーをより日次

元 で 維 持 可能 な施 設として、さまざまなルールを持つ辿築として計

画しました。

具体 的には桝造フレームのルール、平而j l'jjjjj のルール、 J史的のルール、

消柿の J レール等です。 このさまざまなルールを総合する形で外装の

デザインが計画されています。

敷地周 辺 に は 箸 図 断附の存在が疑われており、発注者の要望により

免 震 梢 造が線 用 さ れ 、 九 州 初 の 免 ｾ ｾ ｉＧｬ ｦ 造 事 務 所 ピルとなりました 。

精進概要は地 上7 1 ' 他R C 造 ( 一部 栄P RC 造) 、雨情壁卜l ラーメン精

進( 南北方向) および純ラーメン精進( 東西方向) で、 11' 皆床梁と

基 礎 の 間 に合言 ｭ ｊｾ の ｍ 減衰制 Ｑ ， ［ Ｑ ゴムを 使 用した基 礎 免ｾ 榊 造とな

っており、 1996年 7 rI に 日本位築センターの免疫構 造評定を取御し

ています。 ( 森 浩/ 円本設計)

所 在 地 福 岡市 中央 区 大 名2- 4 3 4

敷 地 面積 1，136.3 5 m 

建 築面積 690.5 8 m 

延床 面積 4 ，538.8 5 m 

4荷造規模 R C 、7 F、P2

エ 鍛 1996年 9 月- 1997年 9 月

最 寄 駅 福岡 市営 地下 鉄 ・赤 坂 駅

撮 影 松 本 和 生 (MAJ I. S T7 ジス空 )

工ントランスホー J レ

V 南 側 外 情



正 面 全 景

V 正 面 夜 景

" 7' プロ チ



テ、ユークスホテル

設 計 施 工 大 林 組 九 州 支 庖

当ホテルは、大小様々なビジネスホテルの存在する博多駅前に立地

する 。 博多駅前のメインストリートにー而だけ按道する比較的整形

な敷地 の特性を生かし、 l慶色系のタイルと石貼による 三層精成のシ

ンメトリーなファサードとし、単窓と窓台によってホテルらしい存

1王l惑をアピー J レした。

一階にロビー、レストラン、パ ック 部門を集約し、 2 階から 101渚を

全て、客室とし、更に設備 機器を筏力屋上に設位することで、限ら

れた敷地内で有効に収益が得られるような施設椛成とした。

また、 1 階ロビー空間と、それに繋がるパプレストランは、コンパ

ク 卜なスペースながらも、ゆとりと洛ち着きを演出するよう天井高や、

木パネルを用いた仕上げ等に配慮、した。更に質の良いサービスの提

供を目指し、 パ ブ リック 部門とは明確に分離されたパ ック部門 を 十

分に確保し、スタッフの作業効率の向上を計った。

客室階は、中廊下、 両端避難階段の 、わかりやすく、安全な平面 計

画 と し た。 また客室には、 PC通 信 用 の独 立回線を 確 保 し 、 広 め の

ライテイングデスクを設位するなどビジネスユースとしての機能性

を高めるとともに、家具、カーペット等海外調達品を多用すること

によりシックで質の高いインテ リア空 間 を実現している 。

所 在 地 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前2・3- 9

敷地面積 689.29rrl 

建築面積 600. 80rrl  

延床面積 4，162.38 rrl 

構造規模 S R C 、10F

工 期 1995年 2 月- 1996年 2 月

最 寄 駅 J R ・博多駅

損 影 西日本写房福岡

(横 山 似 ・ 三宅 賢一 / 大林組)

1 階 平 面 図 1 ・500

基 準 階 平 面 図 1 :  5∞ 





亀の井ホテル

設 計 監 理 竹 中 工 務 l吉 九 州 支 庖

施 工 竹 中 工 務l吉 九 州 支 庖

当J 'I画は、古くから泣かな湯の衡として知られる別府の、老命I i ホテ

ルの悠替えである 。敷地は、昭和|のはじめより繁端街として名を馳

せた、流川 |通りにある 。

施設の内容は、ホテル事長と 立 体 駐' IU.tl事Rより構成し、容室 重 視 の プ

ランとし、建設 ・運営にかかるコストを低く. J ! II えて、顧客に気侭に

来てもらえる親しみやすいホテルを目指した。客室は全て洋室で、

家 族 ー団体での利用に適した 4 ベ ッドの客室タイプも 備え 、合< l l

ＳＲＲｾ である 。

ノ ｔ ブ リ ック 部 ｉ ｾ 分としては、レストラン、カラオケ ｊ レーム、ダンスホ

ールとして使用できるホールのほか、 小宴会場を多くもうけ、近隣

のリピーターの獲得を狙った。温泉の' 附絡 を 満IWできる、浴室、銘

天風呂も備えている 。

外観は、界限のJ!ill' ti'i に馴染むこ とに配慮、した。外壁タイルの色 l立、

近くに減る H召和初HJ j の建築の、 11 11次色のスク ラッチタ イルからお怨

した 。 ｊｦ ｾｦ ｬￋｩと しては、合 ｾｪ ｾ 長な表 ｊｊｬ を基調にしながらも、別府の住 ｈ 寺

を偲ぶことを心掛けた。パラぺ y トにコーニスをつけ 、 11渚外壁を

タイルのパターンH，li りとし、賑やかさを演出した五μ笠部として扱った。

イ ンテリアは、ホテルとしての端正さを大切にしつつ、親しみやす

さを餓し出すことに儲なし、家具を合めて、鮮やかな色による栄し

さを随所に盛り込んだ。

( 佐 藤 篤 ・奥 健一/ 竹司 z工務脂設J 'I・部)

県 道 理 川 通 り

所 在 地 大 分 県 別 府 市 中 央 町5- 17

敷地面積 5，712. 34m 

建 築面 積 3，284.49 m  

延床面積 2 4，296.3 8 m 

構 造 規 模 S 、18F、P1

工 期 1996年 2 月- 1 9 9 7年 5 月

最 寄 駅 J R日豊本線 ・別府駅

;量 影 岡 本 公 二

④ 

r -

1 階 平 面 図 1  :  1400 



福岡市天神

九州とわたし、そして建築

本特集特別編集幹事会

福田晴度九州大学教授一座長

境 郁 生 大 建 設 計 重松雄二東畑建築事務所ー幹事

砂 川 裕 幸 竹 中 工 務 庖 村 上 義 孝 安 井 建 築 設 計 事 務 所

室 川 康 男 大 林 組 森 蕪 日 建 設 計

92 臨 と 社 会 ・1蜘 2



テトカッパー防水

|カーツパー防水帯 ー コ ー パ ー タ イ ト オ ク ロ ン 防 水 得 目

. 斜唱Eご筒* 下さい。

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
応、

Z 三 社

本 社

支 底

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸 7 7 トクピル5階)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

大阪市北 区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4 

奥 ム莱 Z 吉山化工…

本 社東京事事中央区銀座8- 4- 9 奥山ビル TEL03( 3571) 27031ft1 FAX03( 3571) 0264 

文庖車揖所 TEL06( 391) 1081 - ZFAX 冊 (395) ZI09 名古屋出彊所 TEL05Z(811)3師。

慣J ¥宮軍所 TEL045( 320)・832 FAXO・5(320) 4765 庫 本 出 彊 所 TEL046Z(ZI) 1761 FAX046Z(Z3) ・1341

f骨王宮里所 TELO岨 (77・)Z制5 五 雄 出 彊 所 TELOZ9Z( Z的0878同XOZ9Z( Z8) Z61・

適な明日を提案する

ｲ ｾｾ ｙｏ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 社 〒 540- 0024 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 1 0 ( T S ピル)

T E L  ( 06)  9 4 3 - 6 5 7 1  ( 代)

園東京繍浜月山台比戸縛岡川崎/ 名古屋/ 富山繍賀原都/ 神戸広島局松崎岡/ 他全国主要都市

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

TEL 06 (792)  5858 FAX06(792)  2810 

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

-__ .I ll' . . . . . . .  

日本電植株式会社

大阪市西区西本町 l の13の33

T EL. 06- 5 3 2 - 0  4 6 1  ( 代1( )

F A X.0 6 - 5 3 5 - 5  1 8 1  

天 理 市 丹 波 市 折 田T 4  9  

あ T

勺 ・T 叩

2ニSZ
1国 η ;員骨 ら

根 4 a i量 7

工.l!L 区 ス

1抹雪雲支

出式E77

?守 之〉 二七七

1... " " A番 四 四

社 三一五
百 号 六 四

93 



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本 社 ・本底 東 京 都 港区 浜 松田Tト25-7 m3t 03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川 区加島ト58- 59 電 話 06 ( 302)  2270 

支 底北海道/ 東北/ 北l拘束/ 横浜/ 名古届/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

e D ヲイヲ辺械式会社

車庫・大匝本祉 〒550 大阪市西区江戸堀 l 丁目 9 需25号 電話( 06)44卜8231

東 京 本 社 干 102 東京都千代田区宮士見 2丁目 15番10号電話( 03)3261-8231

支 社 名古座 ・縮問

主 唐 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京邸 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高俗 ・熊本

営 指 所 有F広 ・函館 ・背森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・艮野 ・静岡 ・豊田. r-ll ・寓山 ・

楠井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・l雌児砧 ・加制

出 張 所 旭 川 ・ 網島 ・川崎 ・松江 ・徳砧 ・下関 ・艮崎 ・大分 ・宮崎

海外支唐 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354 崎玉県入間部三芳町大字北永井3901在 地 勉 括 (0492)58- 1511

空気調和設備 i X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 ( / 冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー田守 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 琴 浦 健

大 阪 支 庖 大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21 旬話 06(202) 3071 ( 代表)

本社・東京本庖 東京都千代田区有楽町 1- 4 - 1 電話 03(3502)  6111 ( 大代)

支 唐 名古毘・九州・北海道・中国・東北・北陸・横浜・東関東・北関東・京却・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

φ 三建設備工業株求書社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 祷 5 号 屯 話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東 京 都 中 央区 日 本才棋風脚T 2 - 2 2  ttl:話 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 ぬ ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・機 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。
空

-・・

-，ー 晃 調
持式会社

本 幸上 k 阪市中央区域且 2丁目 ｬ 番 ＶＱ ｲ，［ＮＮｾイン ＲＱｍ ｬｄタワー ｭｾ Ｑｩ＠ 06- 949- 1371 

東 京 本 応 東 京 郎 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話03- 3344- 7911

大 阪 本 底 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13 ｾＲＰ 号電話 ＰＶ Ｍ 363- 1371 

支 応 仙 台 ・横浜・名台出 ・);(1': 11 ・神戸・広向・編! 日l

営 業 所 札幌 ・ 茨城 ・ 大宮 ・ 千 ＱｴＱＮ 山製・静岡 ・ 揃ＩＱＧ ・ 滋賀 ・ 和 ｾｫｬ Ｑｊ ・ Ｔ 士江 ・ 長崎 ・沖 縄

出張所世 ￭Ｇｾ 秋旧・銭 ｬ 珂・川崎 ・ Ｇ［ｾｾｬ ｬＡ ・ 岐阜 ・ 三 ｭ Ｎ ＮｲＮ ｾｊＱｒＧ 岡 ｉｉｉ ・

高松下関・大分・熊本 ・宮崎 ・鹿児向

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

官 切 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

- 株式会社玄書仇膏

( . J  . .・ーー.. .  

本 社大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II番16号( オートセンターピJレl ・2階)

郵 便 番 号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代 表

メンテナンス部電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東 京 支 庖 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ビル 7階)

郵便番号112 電 話 (0 3) 5  6  8  9- 2  3  5  1 代 表

94 

商昂は空気ですo ¥! r-
掴 聞 黙と空気のエンジニア角一ー

〉ー〈/ 蕊見
・宮

空 気 調 和

給 排 水 衛 生

。織送機設備

設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工灘梅式倉誼

大 阪 支 庖 〒530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 14号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干 100 東京者| 汗寸t 田区丸の内 3 丁目 3 番 l 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

ガス訟備のき宣言十・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 466- 2268

大阪営業所

枚 方 営 機 所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・空 調 設 備

環器西原衛生工業所大阪底

大阪市北区中i 住6 丁目 8 fli: 4 号 電 話 大 阪 (458) 3628番

ー刻 苫 ・1主党Y;fr 制 岡 ・京 都 ・ 天 理 ・) ! I 西・神戸

O K U J U  
スペース 2川 1<' ー

邑 箆VIt::fffwt&も妥三重きb 危諒錨拶窃さる

「大規模天井無足場工法J

内外禁制作パネル・システム天井・間仕切

間金社オクジュー

本 社

大阪市北区西天高5 T目3番7号干530

TEL( 06) 312-4131 FAX (06)312-7998 

車京九州・備浜名古屋 ・仙台・宮崎京都



冷 媒 フ ロ ン 回 収 事 業 所

登鉢孫号 2 7 0 0  1  1  

日本冷熱工産株式会社

本 社 及 大 阪 営 業 所 吹 田 市 豊 津 町 4 0 番 3 8 号

電 話 0 6 - 3 8 4 ー I 2  0  I  ( 代表)

技術部迄、お気軽にお問い合わせ下さい

フロン回収致します

ｊｉｾ＠
、ず

ｾ＠

吾
p 、

本社/ 〒 53日大阪市北区角田町ト I( 師 S ピル) """' 宍ぜ珍〆

IH 06(313)  1101 制11919

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの妓術手d 会d。

成議員圭j義雲霊

人と都市の快適な環境をつくります

- 空鯛・鎗排水・衛生役僧

空気同和

ェ. . 配曹

水盤理

コージエ 本レーシヨン

クリーンルーム

・プラント

プラント計量

システムエンジ ニアリ ンダ

‘場正塾坐主些辺徒二 ｾｾｾｉ
hタ: ，: ; ; : - - 一一一ー『ζ 主主主主え

φ 住友電設株式会社 諒22Z12諒 官 臨 む Zjg;321T営 業 所

設計施工

i 朝 陽 電 気 株 式 会 社 I

士

本 社 干530 大阪市北区中之向三丁目 2 - 4  (曹111 ビル) 屯話06 (385) 1361(仰

大阪営業所〒564 吹 国 市 垂 ホ 町 3 丁 目 34 - 6  ¥li:訴06 (385) 1361<<1:l 

京都営業所干615 京 都 市 右 京 区 西 京 極 高 野 町 21 屯話075(311) 1185仰

神戸営業所〒650 神戸，Ij 中央区浪花町59( 神戸朝日ピル) 電話078(333) 7756<<1:) 

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会

関 西 支 社

馬 田 栄

大阪市中央区高E軍縮4 丁目 3 番 7号 電 話 大 阪 ( 202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東北・丸ノ内 ・新宿・神奈川・東関東・中部・九州

社

常務取締役支社長

特殊壁装材製造販売和室に最適

四-ー:!::ナ)(株)iIi ! l ! J : J !l C: 

|  コンクリート用混和剤/ コンクリート用補修材 l  

ｾｉ＠ 台包Ｂｾ童虐 ｴ サノ「、ＢＮＺＺＢＱＭ .  ロヨ ｅ 雪ｽ件与包 ｲ ←ｾ

|  局 注 目 匂 無 収 綱 初 ノ ソ ー ト 用 局 恒 寵 木 材 E  

Const r uct i on chemi st r y f or t he f ut ure.  

総 式 会 主 主 工 ヌ 工 ム ピ 一

線 式 会 事t ポ リ リ ス 物 産

本 社 . 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支庖. 大阪市中央区北浜3-2-23( 信量ピル)

T  E  L06-202-3294  

1111
11 

3恥

Digi tal  Pri -Press 

τｾ 同月

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone. 06・351・5428 Fax. 06・351・5299

95 

- 情事量通信段備

情帽通情ネ ットワーク

情相盤理

通惜シス テム

姐 送γ ステム

・電力流通陵情

豊宜電

架 空 送E 電

地中退配電

置揖祖園陸肘・施工 ・監理

・電気段備

畳宜電 ・嶋 崎

働力・制圃轟置

電信. 腫進、インターホン

防犯、 t内山

中失監視耐掴

システム肘畠

a
u
 

B

E

雄

工

m
F

正

一一=一日

設

」

事

施

工

島

Z

気

者

U

電

線

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビノレ 5階 )

電 話 0 6 ( 3 6 1 )  3 6 7  l ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋ヲ芋場町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

堺 . ｾｎＮ＠ 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

代表取締役社長

。

キ土

底

本

支

⑤ 電気設備

電気股備 .t十義制御盤備・空関陵情・クリーンルーム設備・プラント設備

給排水衛生役鋪 ・エネルギー集中監視システムー段計施工

三宝電機械式会社

取 締 役 社 長 必 納 禿 ー

里

一、

町

-E岡

山

‘

.M
引

d
w

-
'

U

糾

_' .Ir .  

H  本はl{ 七ぷ取締役

革 往〒図。大飯間血豆 ｅ 璃 ＲＭＶＭＸＨ 盆ピ ｊｾＩ TEL  06( おの1471・FAX 06( お心部お

東京支柱〒 ＱＰＵ 厩壇組踊 ＱＳＮ ＸＭ Ｓ ランテ似Ｉｦｾｊｴ， TEUω 〈倒72>33竹 ・FAX閃(5472) 匝周回

昌al l i 3 〒462ao寝間医金揖3-12寸4 TEL052( 矧 )5131.FAX052( 制〉汚35

荷戸寛后 〒筋7褐戸市軍区&aI i l 3-6-11K. Tピル TEL078(842)6411.  FAX078(842)6416 

焼研究所〒民旧式飯府都市= 宝町七T369 TEL0722(27)制a・FAX0722(V)1424
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デンカC S Aファミリー製品

- T二J nCSA ( 膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・寄与 ｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ｊｮ 守 Ｒ ーヲ ＺＮｊ ＧｊｾＨ持 ､･ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
・望号ニJ nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・雪ニJ nI I OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式株業産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖 TEL 本社・京都・維! 軒 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞面白 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄式株産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業

TEL 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  
TEL 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土

4 合、

ｾ＠郷 化 成 株 式

TEL 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

東ネ土

A

Q

玄式

2 5 2 - 6 0 0 0  

株産物

( 0 6)  

洋

T E L 大 阪

光

建築編

「建築漏水」編集委員会編

8 5 判 /208頁/ 2 色刷

定価4120円( 本体400日円)

設備編

「設備漏水」編集委員会編

8 5 判 /184頁/ 2 色刷

定価4120円( 本体4000円)
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建築技術選書く特装版〉

企画/ 日本建築協会

学芸出版社

〒600京都市下京区木律E華僑通商洞院束入

(T el) 075- 343-0811 (Fax)075- 343-081 0  

大林組，鹿島，清水建設，竹中工務1苫，大成建設，松村組の 6社を中心に，

笑際に発生した事例令もとに社内教育メ ンバーが整理・分析

〈目次〉

陸屋被/ 勾配毘彼等/ パラベット

外壁/ サッシ・開口官官/ トップライト/ 出入口まわり/ バルコニー

樋11宋・その他/ 地下/ 結露

用崎町早鋭/ チェックリスト

浅沼組，朝日工業社，安藤建設，奥村組，鹿島，金山工務} 苫，熊谷組，

鴻池組，五洋建設，佐藤工業，清水建設，新菱冷熱工業，須賀工業，

住友建設，西武建設，銭高組，大成建設，大和1ハクス工業，竹中工務

庖，鉄建建設，戸田建設，東海興業，東急建設，東洋建設，飛島建設，

南海建設，西原衛生工業所大阪底，西松建設，日産建設，日本国土開

発，ハザマ，長谷工コーポレーション，フジタ，不動建設，前田建設

工業，真柄建設，松村組， 三井建設の38社が情報提供

1r / mmrn 1， 

* 解決のノウハウ集

あり得ないと思っても，不具合となっているのが現実

各社で実際に生じた事例をもとに監理・分析

現状 4 原因 4 処置4 再発防止策までを図解で詳脱

トラブル予防と対策にすぐ役立つ 〈チヱックリスト 〉掲載

デザイナーを自指す人，施工監理のオーソリティーを志す人へ

〈目次〉

鎗氷/ 鎗湯/ 排水

器具まわり

機気/'!J!. 鯛/ 電気/ その他/ 腐食

チェックリスト

96 
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都市計画法を読みこなすコツ
砂目次

回法律でいう「都市計画」と は何か

固都市計画では何を決めるか( 都市計画の内容)

固都市計画を決定する・都市計画を実施する( その手続き)

回市街化調整区域内の市街化を抑制する

固市街化区域内の整備を進める

固都市計画事業を進めやす くする

団事業を実施して都市計画を実現する( 市街地開発事業)

固街づくりを誘導するシステム( 地区計画等)

四六判・ 2 8 8頁

定価・ 2472円

子成8 字結行の嘉子房越地域と

阪神大震災後の最新条項を

盛ク込んだ

都#1;法のハン戸、アV ク

建築関連法規を読みこなすコツ
惨目次 国消防法と建築基準法( その 1)  

固消防法と建築基準法( その2 )

四六判・ 2 8 8頁

定価・ 2472円回道路 ・下水道と建築基準法

固水・ガス ・電気と建築基準法

国特殊建築物と建築基準法

固文化財保護法と建築基準法

回都市計画法と建築基準法( 地域・地区)

固区画整理 ・再開発法制と建築基準法

固建築土法 ・建設業法と建築基準法

関係法令を建築関係者のために

とりあげた待望の解説中ー

炉姉 妹 害 「 新 版 建 築 基 準 法 を 読 み こ な す コツ」

「建築物の消防法を読みこなすコツ J

[フ。ロのノ ウハウ ]

( 2 色刷 〉

経験に基づいて

施工現場管理の

ノウハウを結集

工事の約束事を示ι ，合理佑をE ク，

生 産 佐j 有ーとへのチェックポイン兵を解説。

砂目次

6 学芸出版社

回鉄筋とコンクリート 市 }

固鉄筋の約束事… ・ ・… ・・概要/ 外力と応力のはな X  

し/ 建築基準法 ・日本建 ヌ

築学会標準仕様書の鉄筋 @  

に関する定め

国 鉄筋工事の問題点一 … … 台 直 し/ かぶり厚さ不

足/ 鉄筋の材質/ 鉄筋の

重なり，その他

固鉄筋工事の管理ポイント 一概要/ 材料の発注/ 施工

図/ 施工要領書 / コンク

リ トのひび割れと鉄

筋/ 工事のチェックポイ

ント

国鉄筋工事の将来・ ・・・ 0 ・・・・・・・・・ ・・ ・・鉄でない鉄筋/ 鉄筋の替

わりに繊維を使う/ 錆び

ない鉄筋/ 鉄筋継手の多

様化/ 鉄筋先組み/ 鉄筋

の結束/ 鉄筋と P C/ ブ

レストレス/ 梁貫通補強

固鉄筋工事の歴史

6学芸出版社

〒600 京自Ilrli 下 j;CI叉木津尽精通商 i!ii l院 * 人

TEL 075- 343- 0811 F A X 075- 343- 0810 

干600 J i':者Ili l-;下京区木i I!桜 橋j迫附 il 百l院米人

TEL075- 343-0811 FAX075- 343- 0810 

圃

司圃

白

E .  

Eヨ

荒川治徳、・著

四六判・ 208頁

定価・ 2266円

• 

ー

• 

企画・日本建築協会



建

築

と

社

会

第

乃

輯

2

号

軽さ・防水性能・耐久性・

経済性等で断然有利/ /

社

団

法

人

日

窓

建

築

協

会

〒

湖

1

町

大

阪

市

北

区

梅

田

l

の

i

の

3

の

2

1

0

0

電

話

式

頓

0

6

(

3

4

8

)

0

6

3

5

F

A

X

0

6

{

3

4

8

)

0

6

3

4

短

替

口

座

O

O

九

一

O

|

九

|

=

一

九

九

七

五

定

価

1

.

2

0

0

門

(

・

窓

俸

1

.

1

4

3

円

・

珪

料

其

}

正

全

員

の

購

続

料

は

会

費

に

吉

的

て

徴

収

鮮 や れくっきり、

屋根はいま、新しい表情をもった
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国
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T E L 06 ( 443) 0431 

T E L078 (362)  6121 

TEL082 (246)  8625 

T E L092 (724)  8111 

T E L 03( 5821) 7711 

雑誌 03379-2

根にも容易な施工が可能です。

不燃性とソフトな化粧性を合せ持ち、下

葺防水材との防水システムの併用も棺ま

って、屋根仕上材の自信作です。

現代感覚あふれる超モダンな屋根から純

和風屋根にいたるまであらゆる屋根にセ

ンス良〈調和します。

干550 大 阪 市 西 区 京 町 場 l ー 10 - 5  

干650 神戸市中央区栄町通5- 1- 22日宝栄町ピル

干730 広島市中区西平塚町8- 13 立駐広島ピル

干810 福 岡 市 中 央 区 大 名 2 - 4  - 35 

干 101 東 京 都 千 代 目 区 岩 本 町 3 - JJ - 1 3  

阪

戸

島

岡

京

大

神

広

福

東

西日本三星シングル工事協同組合

田島ルーフィング株式会社

三星フネンシングルは、ガラスマ ッ ト

1 0 0 %の芯材と耐候性にきわめて優れ

た特殊合成樹脂混入無機物からなる不燃

認定を受けた屋根仕上げ材です。

耐久性、柔軟性に優れ、表面は環境に調

和する彩色砂粒を圧着してあります。軽

量にもかかわらず風に対しても十分な安

全性を持 っています。 どの様な形状の屋

v  


